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序．日常と書いて〝こうふく〟と読める朝

１．王太子様現る、ですか!?

２．王都に来ちゃいました……

３．修羅場ってみました

４．いきなりのお宅訪問です！

５．パーティーは波乱の予感です

６．水上 桜は食べられて幸せになります！

終．そして〝こうふく〟は続く

あとがき

余．いつかいつかが訪れた話


電子書籍特典　書き下ろし短編「ずる賢い狼と可憐な小うさぎの春模様」
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　さわさわと、柔やわらかなぬくもりが髪かみに触ふれている。春のそよ風のような心ここ地ち好よさに、夢と現実の境界が曖あい昧まいになる。

　その温かさも、肺を満たす匂においも、己おのれにとって唯ゆい一いつの存在のものであれば、警けい戒かい心しんも危機感も僅わずかにも感じはしない。ただ、充じゆう足そく感かんがまぶたをさらに重くするだけ。

「……グレイス」

　小鳥のさえずりに搔かき消けされてしまいそうなほど小さな声で、名を呼ばれる。少しの沈ちん黙もくののち、さん、と忘れ物のようにつけ足された敬けい称しように、思わず笑えみがこぼれた。

「……！　た、隊長さん、起きてますね!?」

「ああ、すまない」

　ゆっくりと目を開けば、サクラは悪戯いたずらのバレた子どものようにバツの悪そうな顔をしていた。

「あ、謝あやまらなくてもいいんですけど……」

　もごもごとした呟つぶやきと共に、俺おれの髪に触れていた手が引ひっ込こめられていく。

　名残なごり惜おしい、と感じた心のままに、俺はその手を握にぎって引き止めた。

「隊長さん……？」

　不思議そうに首を傾かしげるサクラは歳としよりもあどけなく見える。年齢より若く見える人種なのだと聞いたことがあるが、そのアンバランスさも彼かの女じよの魅み力りよくの一つだ。

　誰だれもが振ふり返かえるような美び貌ぼうではないが、己おのれの目にはどんな美女より輝かがやいて見えるのは、欲目というものだろうか。

「もう、名前で呼んではくれないのか？」

　ねだるように問えば、サクラは少し目を泳がせたあと、観念したように口を開く。

「ぐ、ぐれいすさん……」

　かわいらしい唇くちびるからこぼれ出てきた声は、聞きもらしてしまいそうなほど小さく、そしてたどたどしかった。

　本人もその自覚はあったようで、だんだんと頰ほおが朱しゆに染まっていく。ううう、と呻うめき声を上げ、しまいにはベッドの中にもぐり込んでしまった。

「こ、降参……」

　布の塊かたまりから手が掲かかげられて、思わず笑みが込み上げてくる。

「慣れないんです～！　照れるんです～～！　もっとすごいこといっぱいやってるのに今さら、って思うかもしれないけどしょうがないんです～～!!」

「何も言っていないだろう」

「それは言ってないだけで思ってるってことですか!?　そうですね!?」

　布ぬの越ごしのくぐもった声に理り不ふ尽じんに責められても、感じるのは愛いとしさのみ。いつぞやミルトに言われた『骨ほね抜ぬき』というのも、否定はできないなと苦く笑しようをこぼす。

「サクラ」

　一音一音を尊とうとびながらその名を口にする。

　この世界では違ちがう名で呼ばれている花の名前だと知っているのは俺だけだ。それに、優ゆう越えつ感かんを覚えないと言えば噓うそになる。けれど。

　そろりそろりと顔を出したサクラに、できるだけ優やさしく微笑ほほえみかける。

「お前が、俺の名前を呼ぼうとしてくれるだけで、うれしい」

　異なる世界からやってきたサクラには馴な染じみの薄うすい名前だろう。呼ぶたびに、違う世界なのだと思い知らされるだろう。サクラにとっての俺の名は、そういうものだ。

　独どく占せん欲よくも執しゆう着ちやく心しんも人並みに持っている。時折、抑おさえがたいほどに。

　けれどそれ以上に、傷を隠かくして大だい丈じよう夫ぶだと笑ってしまう器用で不器用な彼女を、心ごと守りたい。そう思うのも、偽いつわりない本心だ。

「隊長さんは……ほんと、私に甘あますぎます……」

　サクラは頰ほおを赤らめたまま、どこか複雑そうな顔をする。きっと、俺と同じだけの想おもいを返せないことを後ろめたく思っているのだろう。

「恋こい人びとだからな」

　握っていた手を持ち上げて、そっと指に口づける。
















　子どものように丸く柔らかな指に、仕事のために短く切きり揃そろえられた爪つめ。サクラのものというだけで、パーツ一つ一つすら愛らしく見えるのだから不思議なものだ。

「……指」

「ん？」

　思わずこぼれたかのような小さな呟きに、俺は顔を上げてサクラを覗のぞき込こんだ。

「左手の、薬指。私の住んでいたところだと婚こん約やく指輪とか結けつ婚こん指輪をはめる指なんです。……この国の、片耳ピアスと同じような感じです」

　故郷を語る彼女の声は、いつもと違い淡たん々たんとしていた。いや、沈しずんでいると言ってもいいかもしれない。

「た、隊長さんが、ちょうどそこにキスするから……なんか……」

　それ以上は言葉が続かず、サクラは視線を伏ふせた。

　今、俺が口づけた指は、サクラの世界では特別な意味を持つ場所だったようだ。ピアスと同じということは、婚こん姻いんの証あかしとして揃いの指輪をはめるのだろう。そうとは知らず、俺はサクラの望郷の念を刺し激げきしてしまったらしい。

　指輪と、ピアス。彼女はいったいどちらがいいのだろう。

　ふと頭をよぎった疑問をぶつけてしまえば、それは選せん択たくを迫せまることになってしまう。あちらの世界かこちらの世界か。俺を、選んでもらえるかどうか。

　俺は何も言わず、静かにサクラを抱だき寄よせた。

　永遠に故郷を失った少女にかけられる慰なぐさめの言葉など、持ち合わせてはいない。

　まして俺は、サクラにこちらの世界を選んでほしいと願っている身。何を言ったところで上うわ滑すべりしてしまうだろう。

　サクラの手が俺の背中に回り、ぎゅう、としがみついてくる。それは恋こい人びとに対する甘えというより、子が親に泣きつくかのようだ。

「好きです、グレイスさん」

　まるで、それしか言葉を知らないとばかりに、サクラは涙なみだ混じりの声で囁ささやく。宥なだめるようにぽんぽんと背中を叩たたけば、一層腕うでの力が強まった。

　悲しみを、涙を、隠かくさなくなった。俺の前で無理に笑わなくなった。

　それは、きっと進歩と呼べるものだろう。彼女の涙を受け止める役目を得たことは、俺にとって幸福以外の何物でもない。

　どうか、俺の腕が、サクラの心を少しでも癒いやす場所であるように。

　そう祈いのりながら、震ふるえるか細い肩かたを抱き、人ひと恋こいしい秋の早朝はゆっくりと明けていく。
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　夏の終わりに行われた、第五師団隊員と町の女性の結けつ婚こん式しき。その余よ韻いんも落ち着き、少し肌はだ寒ざむくなってきた時節、嵐あらしの予よ兆ちようは足音も立てずに近づいてきていた。

「ねえお二人さん、そろそろさすがに王都に行ってきたほうがいいんじゃない？」

　お昼休きゆう憩けい中、愛いとしの恋こい人びとである隊長さんを休ませるため──正確にはその大義名分のもと遊びに来ていた執しつ務む室しつ。小隊長さんの唐とう突とつな発言に、私は目を点にした。

「へ？　王都？」

「……ミルト」

　きょとんとする私とは対照的に、隊長さんは眉み間けんに深い皺しわを刻む。小隊長さんは怯ひるむことなく机の上に書類を追加してから、ヤレヤレという顔をした。

「別に、元はといえばあちらさんの不ふ手て際ぎわですし、いくらでものんびりしてればいいんじゃないって言いたい気持ちもありますけどね」

　小隊長さんの呆あきれ混じりの言葉に、忘れかけていた自分の立場を思い出す。

　この砦とりでは私の一時的な住すみ処かで、隊長さんは仮の保護者。本来なら王都に行き、国の保護を受けるはずだった。……隊長さんが提出した報告書を、隠かくした人さえいなければ。

「わかってると思いますが、ずっとこのままってわけにはいきませんよ。万一、隊長が精せい霊れいの客人を不正に隠していたってことにされたら、後見人になるには不利になりますし」

「えっ、それは困ります！」

　異世界から精霊に連れてこられた私は、精霊の客人と呼ばれている。精霊の客人について知っていることは多くはないけれど、過去に偉い業ぎようを成した精霊の客人もいたためか、後見人をつけてもらって衣食住とある程度の自由が保証される。

　それを隠していた、なんてことになってしまえば……どうなってしまうんだろうか。

「うん、だから今のうちに行ってくればって思うんだけど。隊長、どうです？」

「……そうだな。ミルトの言う通りだ」

　はぁ、とため息をつきつつ認めた隊長さんは、どこか渋しぶ々しぶといった様子に見えた。

「あっちの出方を待ってはみたけど、何も働きかけてきませんし。隊長がついてれば、そんなに危険はないと思いますよ」

「そうですね、隊長さんは強いですもんね！」

「そういう意味だけじゃないけどね」

　含ふくみのある言い方に引っかかりを覚えたけれど、小隊長さんは説明してくれるつもりはないようで、隊長さんに視線を向けていた。

「そろそろはっきりさせたほうがいいんじゃないですか？　まあ、隊長も顔を合わせたくない人に会うのは気が重いでしょうけど」

「余計なことを言うな」

　隊長さんはさらに怖こわい顔をして、ギロリと小隊長さんを睨にらむ。

　話が見えずに、私は内心首を傾かしげることしかできない。

「いいんですよ、オレは。後手後手に回って取り返しのつかないことになったって、二人が後こう悔かいしないって言うんならね」

　小隊長さんの声はいつも通り軽く聞こえるのに、研といだばかりの刃は物もののように鋭するどかった。

　これは、忠告だ。大事なことを後回しにして時間ばかり消費していた私たちに対する、忠告。リミットを教えてくれた小隊長さんは、厳きびしいけれど優やさしいんだろう。

「……あとで、レットを呼べ」

「はーいはい、承知仕つかまつりましたっと」

　小隊長さんはニッコリと笑って、執務室から出ていこうと扉とびらに手をかける。

「そうだ、サクラちゃん。明後日あさつての昼食のあとなら時間作れそうだから、空あけといてね」

「あ～……ハイ」

　なんの時間かは、私からお願いしたことだから言われなくてもわかる。気乗りしないながらも返事をすれば、小隊長さんはそれ以上長居することなく執務室を出ていった。

　なんだか急な嵐に見み舞まわれたような気分だ。

「レットさんって、誰だれですか？」

「……隊員だ。最近まで王都にいたから、あちらの話を聞くなら適任だろう」

「王都かぁ。想像もつきません」

「国で一番大きな街だというだけだ」

　そう言われても、私の知っている都市は高層ビルが立ち並び、オシャレな大人おとなとスーツ姿の大人でごった返した場所だ。こちらの世界の都会の風景なんて想像もつかない。

　どんな場所で、どんな人たちがいるのか、むくむくと好こう奇き心しんがわき上がってくる。

　……というのも、本心ではあるんだけれど。

　少し、怖いと思う私もいたりする。気持ちが浮ういたり沈しずんだりして、妙みように落ち着かない。

「行ったほうが、いいんですよね。あ、違ちがう。行かないといけないんですっけ」

「お前の気持ちの整理ができてからでいい。いつでも行けるよう準備はしておこう」

　隊長さんの声は柔やわらかく、私への気き遣づかいにあふれていた。

　小隊長さんの口ぶりでは、隊長さんも王都には何か避さけたいものがあるらしい。でも、隊長さんは私と違って大人だ。私のためとなったら、自分の事情なんてきっと飲のみ込こんでしまうだろう。

　だからこれは、純じゆん粋すいに私のため。まだ、この世界に馴な染じみきれていない私のため。

「うう……隊長さんに甘あまやかされるたび、ダメ人間度が上がってく気がします……」

　隊長さんは私を甘やかす天才だ。十も年が離はなれているとそんなものなんだろうか。

「本当に甘やかされてくれる人間はそんなことを言わないな」

　隊長さんはそう言って苦く笑しようをこぼす。少し、寂さびしげに。

　その表情の理由を、今の私はちゃんとわかっているから、余計に申し訳なくなる。

　甘えるだけ甘えて、隊長さんを逃にげ道みちにしながら、私はまだ私の全部を隊長さんにあげられていない。……私は、本当にずるい。

　結婚式でもらったブーケは、女子力の高い使用人仲間に教わって、一輪だけ押おし花ばなにして栞しおりを作り、あとはドライフラワーにして部屋に飾かざってある。

　幸福のバトンであるブーケが真の効果を発はつ揮きする日は、来てくれるんだろうか。
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　小隊長さんから忠告を受けた、その翌日。

　午後のお仕事は私一人で中庭のお掃そう除じ。範はん囲いが広いため、ゆっくりでいいよと言われたので、焦あせらず丁てい寧ねいにほうきで掃はいていく。

　最近は残暑も落ち着き、吹ふく風には秋の香かおりを感じるようになってきた。元々日本より穏おだやかな気候だけれど、さらに過ごしやすくなってうれしい。

　ルンルンと楽しく掃き掃除をしていると、ふと、耳の奥おくでキーンと音が鳴なり響ひびいた。

　それは、うまく表現できないけれど虫の知らせのようなもの。掃除の手を止め、耳を押おさえて奇き妙みような感覚をやり過ごす。

　ようやく収まったところで、顔を上げると……。

「えっ……」

　中庭のド真ん中に、一人の男性が立っていた。

　キラキラと眩まぶしい黄金の長い髪かみに、快晴の空のように澄すみ渡わたった青い瞳ひとみ。誰もが想像する王子様然としたイケメンに、私はしばしポカンと見入ってしまった。

　当然ながら、この砦の住人ではない。ここまでキラキラした容姿を持つ人を、この世界に来て初めて見た。

　好みのタイプじゃなくても目を奪うばわれるほど、圧あつ倒とう的てきな存在感を放っている。

　小隊長さんと同じくらいの年ねん齢れいに見えるけれど、左耳にだけきれいな細さい工くの耳みみ飾かざりをしているということは既き婚こん者しやだろうか。瞳と同じ空色の石が、彼かれによく似合っていた。

「ええと……お客様、ですか？」

「グレイスはどこだ」

　キラキラした人は質問には答えずにそう聞いてきた。

　態度の悪さに少々ムッとしつつも、デキる女を目指している私は笑え顔がおでやり過ごした。オーラが一いつ般ぱん人じんのものではないし、もし隊長さんのお客様なら失礼なことはできない。

「隊長さんですか？　今はお仕事中だと思いますが」

「それくらいはわかっている」

　ムムッ。いやいやいや、怒おこってませんよ、別に。

「失礼ですが、どちら様ですか？」

　慎しん重ちように、けれど警けい戒かいしながら問いかけた。怒ってはいないけれど、不信感はマックスだ。そもそもお客様だとしたら、なぜ一人で中庭にいるのか不思議でならない。

　キラキラした人は、くっくっく、とそれはそれは楽しそうに笑った。

「この国で私にその問いを投げかける者がいるとはな」

　それは、誰もが名前と顔を知っているほどの有名人だということだろうか。偉えらい人だとすれば態度の大きさも納なつ得とくだ。

　キラキラした人は、どこか皮肉げに口の端はしを上げて──名乗った。

「フロスティン・キィ・クリストラル。この国の王太子だ」

　思いもよらない身分に、私はカチンと石のように固まった。

　馴染みがない単語すぎて理解に少し時間がかかってしまったけれど、王太子とは、次の王様ということだったはず。王子様みたい、ではなく本物の王子様だったとは……そんな天上の人が、なんでこんなところに!?

「えええええとあの、お、王太子様が、どのようなご用件で……」

「ご用件、か」

　王太子様は私の言葉をそのまま繰くり返かえし、ジーっと見つめてきた。な、なんですか。私の顔に何かついてますか。目が二つと鼻が一つと口が一つしかついてないと思うんですが。

「こんな凡ぼん庸ような者が精霊の客人だとはな」

　呆れたようなため息と共にこぼされたのは、そんな呟つぶやき。
















　えっ、と私は目を丸くした。なぜ、私が精霊の客人だと知っているのか。

　尋たずねようとしたところで、渡わたり廊ろう下かから慌あわただしげな足音が聞こえてきた。

「あれっ、隊長さん!?」

　こちらに向かってきている隊長さんの表情が、敵てき襲しゆうか!?　というほど真しん剣けんそのもので、私は展開についていけずに呆あつ気けにとられた。

「なぜ……ここに……」

　隊長さんはそう言いながら、私を庇かばって王太子様との間に割わって入った。守られているような立ち位置にドキドキするけれど、自国の王族を前にこの対応は正しいんだろうか。

「久しいな、グレイス」

「……ああ」

　どうやら隊長さんは王太子様とお知り合いのようだ。第五師団隊長だからなのか、貴族だからか。どちらにしろ、あまり良好な関係には見えなかった。隊長さんは苦々しい表情をしているし、二人の間の空気はどこかピリピリしている。

「順調に薄うす汚よごれているようじゃないか。おぞましい血の臭においが染しみついている。天職ということか？」

「なっ……！」

　間近に魔ま物ものが襲おそってきたのは半月前で、血の臭いなんて嗅かぎ取とれるわけがない。つまりはただの難なん癖くせだ。

　人のために命をかけて働いている隊長さんに、なんてことを……！

　前に出ようとした私を押しとどめたのは、他でもない隊長さんだった。

「よせ、サクラ」

「で、でも……！」

「いいんだ」

　ひどい侮ぶ辱じよくを受けたにもかかわらず灰色の瞳は穏やかなままで、その様子は言われ慣れているように見えた。

　もしかして……。私はふと一つの可能性に思い当たってしまう。

　まだ私が隊長さんの部屋に匿かくまわれていたとき。『軍人は穢けがれの塊かたまり』だなんて、隊長さんが珍めずらしく自じ虐ぎやく的てきなことを言ったのは……この人のせいだったのかもしれない。

　気持ちがぐしゃぐしゃとして、何も言えずにただ隊長さんを見上げる。

　隊長さんは私を気遣うように微かすかに笑ってすらいて、なんだか泣きたくなった。

「ほう？　どうやら面おも白しろいことになっていたようだな」

　王太子はニヤリと意地の悪そうな笑えみを浮かべる。

　何を感じ取ったかは知らないけど、私は全然まったく面白くない気分ですよ！

「精霊の客人に、会いに来たのか」

　えっ、と私は二人を見比べるけれど、隊長さんの言い方は確かく認にんというよりも確定しているようで、王太子も否定する気はなさそうだ。

「なんだ？　お前に会いに来たとでも言ってほしかったか？」

「……冗じよう談だんはやめろ」

　吐はき捨すてるように言う隊長さんは、一気に機き嫌げんを悪くしたようだ。

　この王太子、人の神経を逆さか撫なでするのがすごく得意なんじゃないだろうか……？

「お前と私との仲だ。言い訳くらいは聞いてやってもいいぞ」

「何も言いい逃のがれするようなことはない」

「精霊の客人を隠していたのに？」

　王太子のその言葉に、私は大いに慌てた。このままでは、つい昨日小隊長さんが言っていた通りになってしまう。

「あの！　王都に行こうって話は出てたんです。でも、私がまだちょっと決心つかなくて、待ってもらってて……。隊長さんは何も悪くありません！」

　誰かが情報を止めていることも、王都に行けばきっとどうにかなることも、私は前にちゃんと聞いていた。その上で、今は行かないと選せん択たくしたのは私だった。

　王族に意見するのは不敬罪に当たるかもしれないと少し怖いけれど、隊長さんに濡ぬれ衣ぎぬを着せてしまうことのほうがもっと怖かった。

「さて、それが事実だろうがそうでなかろうが、私にはどうでもいいことだが。女に庇われるお前の情けない姿を見るのはなかなか愉ゆ快かいだな」

　クックック、と王太子は心底楽しそうに笑う。この人、ほんと意地悪だ……。

「……ひとまず、場所を移そう」

　隊長さんはその言葉には反応することなく、建設的な提案をした。

　ここは中庭で、話し合いに向いている場所ではない。その上、気づけば窓や渡り廊下に野次馬が集まってきていた。この場で一番冷静なのは、どうやら隊長さんのようだ。

　中ちゆう途と半はん端ぱな掃き掃除は、他の使用人さんにバトンタッチすることになりそうだ。




　隊長さんの部屋に着くと、王太子は我わが物もの顔がおで二人がけ用ソファーのド真ん中に座すわった。

「初めに言っておくが、別にグレイスを罰ばつするつもりはない」

「本当ですか!?」

　王太子の言葉に、私は座ることも忘れて詰つめ寄よった。

　そんな私に王太子は煩わずらわしげに眉まゆをひそめ、一つため息をつく。

「非常に残念なことに、落ち度はこちら側にあるからな。たとえ再度報告をすべきだったとはいえ、精霊の客人が達者に暮らしていたのなら咎とがめられるほどのことではない」

「元気です！　毎日すっごい楽しく暮らしてました！」

「……グレイス。この女の口を縫ぬい止めることはできないか」

「サクラ」

　隊長さんは『すまないが今だけは黙だまっていてくれ』と視線で訴うつたえかけてくる。目と目で通じ合うなんて、さすがは恋人同士という感じでうれしい。

　私はおとなしくお口にチャックして、隊長さんと一いつ緒しよに王太子の正面に座る。

　大だい丈じよう夫ぶ、黙っていますとも。男同士の話に割り込んじゃいけないことくらい、私でも知っている。

「本来、精霊の客人については最優先になるはずだった。だが、制度など使われなければ朽くちていくものだ。最初に報告書を見た者が、上に話を通さなかった。たったそれだけで簡単に精霊の客人は〝いないもの〟となった」

　王太子の説明は、前に隊長さんから聞いた話とあまり変かわり映ばえしなかった。

　情報を隠している者がいる、と。でもそれなら、どうして今ここに彼がいるんだろう。この砦に精霊の客人がいると、王太子はどうやって知ったんだろうか。

「なぜそいつは上に話を持っていかなかったんだ」

「報告者がお前だったからだよ、グレイス」

　そう言って、王太子は小こ馬ば鹿かにしたような笑みを吐はく。

「最後に精霊の客人がこの国に来たのは百年以上前のこと。この報告は正しいのか？　と疑うのも仕方ない。精霊の客人の名は、いくらでも利用価値があるからな」

　恐おそろしい単語に身体からだを縮める。私はごくごく普ふ通つうの一般市民です……。

「お前の不ふ遇ぐうな立場は皆みなの知るところだからな。偽いつわりの精霊の客人を立て反旗を翻ひるがえすつもりなのでは、とその者は考えた。精霊の客人ともなれば最終的には王にまで話が来る案件だ。その役人は私とお前の確かく執しつが深まることを危き惧ぐしたようだよ」

　王太子の言葉は半分も理解できなかった。けれど、不遇な立場、反旗、確執。どれもが不ふ穏おんで、不可解で……不快で。思わず静止の声を上げそうになった。

　半年近く一緒にいたのに、私は隊長さんについて何も知らないのだと思い知らされる。

「……人を選んで仕事をするべきではないと、俺は思うが」

「その点では腹の立つことに同意見だけれどね。問題がなかったのなら減げん俸ぽうくらいで勘かん弁べんしてあげようじゃないか。……いや、むしろお前にとっては好都合だったようだな」

　王太子はニヤリとわざとらしく口角を上げた。対照的に、隊長さんは眉間の皺を深める。

「お前には関係ない」

「本気でそれを言っているのか？　自分の立場とこの女の立場を知っていて？」

「……」

「隠かくし事ごとは為ためにならないぞ、グレイス」

　これは、もしかしなくても、私と隊長さんの関係のことを言っているんだろうか。保護対象のはずの精霊の客人と、何を勝手に恋人になんかなっているのかと。

　こちらから言う前に気づくなんて、どうやら王太子は洞どう察さつ力りよくに優すぐれているようだ。

「……サクラは、俺の……大事な人だ。もしお前が彼かの女じよを利用するつもりなら、俺は全力で守るだけだ」

　その声は、言葉は、どこまでも真しん摯しで、そして熱がこもっていた。

　隊長さん……！　本当に、本当にかっこいい……!!

　素す敵てきすぎる恋人への萌もえと感激と、こんなにも愛されているんだという事実の再さい認にん識しきで、声はどうにか堪こらえたものの内心は狂きよう喜き乱らん舞ぶだ。涙なみだ目めになりながら、うっかり悲鳴を上げないよう両手で口を塞ふさぐ。その手の震ふるえまでは隠しきれそうにない。

「安い芝しば居いでも見ているようだな。濡ぬれ場ばは手短に頼たのもうか」

「……真ま面じ目めに聞け」

　王太子の軽口に調子を崩くずされたのか、隊長さんはガシガシと短い髪を搔かく。

　隊長さんをからかうのは恋人の特権なので、どうか王太子にはご遠えん慮りよ願いたい。

「言っておくが、私は別に精霊の客人になど興味はなかったんだ。羽虫が騒さわがなければ来るつもりはなかった」

「羽虫……」

「うるさいものだよ。精霊など見えたところでいいことなど一つもない」

　王太子はうんざりした様子で耳元を払はらう。彼はどうやら精霊を見ることができる人のようだ。そういった人たちのことを精霊の愛めぐみ人と呼んだような気がする。

　でも、精霊を羽虫呼ばわりだなんて、ちょっとひどいんじゃないだろうか。

　たしかに騒がしいし、たまに邪じや魔まに感じることはあるものの、あんなにかわいらしい生き物をどうやったらそんなに邪じや険けんに扱あつかえるんだろうか。

「……ずいぶん前から知っていたのか？」

　地を這はうような声で問う隊長さんに、えっ、と私は王太子に目を向ける。

　どうしてそうなるのかすぐには理解できなかったけれど、少し考えてハッとした。精霊から話を聞くことができるなら、今の今まで知らなかったというほうが不自然じゃないか。そういえば、オフィも前に王都に行っていたことがあったはずだ。

「千の耳を持つ王太子、と呼ばれていることを忘れたか？　まったく、お喋しやべり好きな精霊には困ったものだ。弱みを握にぎれるのはありがたいことだけれどね」

　千里眼の耳バージョン……。

　氷の第五師団隊長といい、この国の人は異名をつけるのが好きなんだろうか。

「今は精霊の客人を必要とする時勢でもない。私としては捨て置いてもよかったんだが、そうはいかないと精霊が喚わめくんだ。然しかるべき対応をしろとな」

　今のところ利用価値はないから放置しようと思っていたということか。少し複雑な心境だけれど、私もそのほうがありがたかったかもしれない。いずれ王都に行くことは変えられないとしても、タイミングは自分で選ばせてほしかった。

　ところで、然るべき対応とはなんだろう。難しいことじゃなければいいんだけれど。

「さて、女」

　王太子がいきなりこちらを向き、私は反射的にピシッと背筋を伸のばした。

　隊長さんのように怖い顔をしているわけではないのに、なぜか気が引きしまる。

「お前の身は私が預かろう」

　……え？　私に拒きよ否ひ権けんはないんですか……？

　そもそも、預かるってどういう意味だろう。王太子が私の後見人になるということ？　それともよくわからないけれど、とりあえずの一時預かりみたいな？

　ぽかんとマヌケ面を晒さらす私を庇うように、隊長さんの腕うでが私と王太子の間を遮さえぎった。

「後見人は俺で問題ないはずだ」

「いつからお前は私に指図できる立場になった？」

　当人の私を差し置いて、二人がバチバチと火花を散らす。静電気でも走っているのではというほどピリピリとした空気を肌はだで感じる。

　居い心ごこ地ちの悪さに身じろぎして、おずおずと手を挙げる。

「あの、私、隊長さんがいいです」

　しばらく黙っている約束だったけれど、私に直接関わる話なので許してほしい。勝手に決められた後見人が嫌いやな人だったりしても困る。隊長さんに後見人になってもらえれば、今まで通りこの砦に……隊長さんの傍そばにいられる。離ればなれにならなくて済む。

　王都がどんなにいい場所だったとしても、そこに隊長さんがいなければ意味がない。

「ふん、まあどちらにしろ私の一存で決められることではない。王都に連れていく」

　王太子は面白くなさそうに鼻を鳴らす。

　やっぱりどうあっても王都には行かなければいけないらしい。しょうがないか。

「俺が付つき添そおう」

「え、隊長さん……お仕事大丈夫ですか？」

　いつでも行けるように準備をしておこうと隊長さんが言ったのは、つい昨日のことだ。隊長さんができないことを言うとは思わないけれど、少し心配になってしまう。

「元々王都から連れん絡らくが来たら、俺が連れていくつもりでいた。すでに調整は済んでいる」

「……根回しのいいことで。そんなにこの女の傍を離れるのは不安か？」

「王都はこことは違った意味で危険な場所だ」

「過保護だな。そうするだけの価値があるのか、この女には」

　さっきからこの女この女と、失礼極きわまりない態度にムッとしつつも、死亡フラグになると困るから文句は言わない。

　何しろ相手は王太子だ。権力とは無む縁えんの世界で生きてきた私にはピンと来ない部分もあるけれど、国の最高権力者に近しい彼は失礼が許される身分にある。

　郷ごうに入りては郷に従えという言葉もあるし、今のところは長いものに巻かれておこう。

「お前もようやく身を固める気になったのなら、祝いの言葉くらい言ってやってもいいぞ」

「寝ねぼけているなら休む部屋を用意しようか」

「従兄いとこの前ぜん途とを祝せないような人でなしではないつもりだが」

　ちょっと、待ってほしい。今、聞き捨てならない単語を耳にした気がする。

「いと、こ……？」

　誰が、誰の……？　隊長さんが、王太子の……？

　あまりにも寝ね耳みみに水で、私はそれをすぐには飲み込めなかった。

　呆ぼう然ぜんとしながらも思考はぐるぐると渦巻いて、聞いたばかりの王太子の名前を思い出す。

　フロスティン・〝キィ〟・クリストラル。

　階級が、隊長さんと一緒だった。たぶん、キィは王族を表す階級なんだろう。

「はっ」

　王太子は私の様子を見て、口の端を歪ゆがめ、笑みを形作った。

　それは、とてもとても楽しそうに、嘲あざけりを含んでいて。

「はははっ、そうか、そんなことすら話していなかったのか。身分など関係なく自らを愛してくれる女性を見つけたと、そういうことか？　それとも幻げん滅めつされたくなかったか？　何も継つぐものなどないくせに、面めん倒どう事ごとだけは背負わせることになるからな」

　王太子の言葉の意味は、やっぱり半分も理解できない。

　ただそれが、隊長さんにとってよくないことだということだけは、わかった。

「ああ、これほど愉快なこともないな。結局お前は何も変わってはいなかったのか」

　まるで毒だ。まるで呪のろいだ。

　貴族なんてなるものじゃないと、貴族でいたくなかったと、以前隊長さんは語っていた。あのときは、その理由を深くは考えなかった。大変なんだろうなぁと軽く考えていた。

　隊長さんはずっと、ずっと、苦しんできたんだろうか。苦しめられて、きたんだろうか。隊長さんはいったいいつから、こんな呪いを受けていたんだろうか。

「つまらない男だな、グレイス」

　空の色の瞳が、虫ケラを見るように冷たくきらめいた。

　もう、我が慢まんの限界だった。

「……っ、失礼します！」

　言うが早いか、私はガッと隊長さんの腕を摑つかんで力任せに引っ張った。

　そのまま扉に向かっても、隊長さんは抵てい抗こうすることなくついてくる。いや、突とつ然ぜんのことに呆気にとられているだけだろう。

「おい、サクラ……？」

　困こん惑わく気味に声をかけられても、私は口を引き結んだまま開かない。今開けば、隊長さんの耳が汚けがれるような暴言が飛び出してきそうだった。

　王太子を放置して部屋を出るのもかなり無礼だとはわかっている。でも、面と向かって罵ののしるよりはきっとマシなはず。

　それに、フォローしてくれる人だっているわけだし。

「あとはお願いします、小隊長さん！」

　廊下に出て、扉の前に待機していた小隊長さんに丸投げした。

　まさかすぐそこにいるとまでは思っていなかったけれど、小隊長さんならなんとかしてくれるだろうという妙な信しん頼らい感かんがあった。

「あーあ、はいはい。よくわからないけど大体わかった。面倒だけどしょうがないな……上司の尻しり拭ぬぐいも部下の役目だからね」

　小隊長さんは格好をつけるようにウインクして、隊長さんの執務室に消えていく。

　王太子と扉一枚分でも離れられると、少しだけ気持ちが落ち着いた。

「……サクラ？」

　隊長さんは気遣わしげに名前を呼んで、私の顔を覗のぞき込こんでくる。

　どうして、そんな声で。そんな顔で。

　不当に貶おとしめられた直後に、私のことなんか心配して。

　どうして隊長さんはそんなに優しくて。そんな優しい人なのに、報むくわれないんだろう。

　悲しくて。悔くやしくて。

　ぎゅうっと抱だきつくと、大好きなぬくもりが私を心ごと包つつみ込こんでくれた。




　数十秒か数分か、どれだけそうしていたのか。先に我われに返ったのは隊長さんだった。

　ずっと廊下で抱き合っているわけにもいかないからと、私たちは隊長さんの私室へと移動した。ソファーに隣となり合あって座り、完全な安全地帯まで来て、ようやく私は肩かたに入っていた力を抜ぬくことができた。

「話の途と中ちゆうだったのにごめんなさい。でも、あれ以上は聞いていられなくて……」

　まだ話さないといけないことはあったかもしれないのに、勝手な行動をしてしまった。

　申し訳なさがわき上がるけれど、それでも後悔はしていない。あんな暴言、我慢できるはずがなかった。

「気にするな。いつものことだ」

「いつものこと、って……」

「あいつとは昔から折り合いが悪い。悪態にももう慣れた」

「そ、そんなの慣れないでください！」

　なんでもないことのように話す隊長さんに、私は思わず怒ど鳴なってしまった。

　つらそうな顔をしてくれたほうがまだ救いがあったかもしれない。隊長さんはもう、あれを当たり前のものとして認識してしまっている。泣いていいのは私ではないのに、目め頭がしらが熱くなってくる。

「無視もできない関係だ。大人になって聞き流せるようになった。俺は傷ついていない」

　隊長さんの大きな手が、私の頰ほおを包み込む。ぬくもりを分わけ与あたえるように。気持ちを、伝えるように。

「大丈夫だ、サクラ」

　まっすぐ私を映す青みを帯びた灰色の瞳は、本当に少しも揺ゆらいではいないようだった。

　慣れてしまうのは悲しいことだけれど、言葉をそのまま受け止めるのではなく、さらりと流してくれているなら、まだいいのかもしれない。

　隊長さんの中に、毒のような言葉が残っていないなら。

「もしかして、小隊長さんの言ってた、顔を合わせたくない人って……」

「……ああ」

　私の指し摘てきに、隊長さんは自嘲的な笑みをこぼす。

　そりゃあ顔を合わせるたびにあんな嫌みを言われていたら、会いたくなんてないだろう。

「情けないところを見せてしまったな」

「どこがですか！　隊長さんは最初から最後まで格好よかったです！」

「そうか」

「そうです！」

　力強く頷うなずくと、ようやく隊長さんは表情を和やわらげてくれた。

「俺の、立場も……黙っていてすまなかった」

　決まり悪そうに謝あやまられて、王太子の暴言に追いやられていた衝しよう撃げきの新事実を思い出す。

　隊長さんが、王太子の従兄……つまりは、王族だということ。

　貴族だとは聞いていたけれど、まさかその上の王族だったとは思いもよらなかった。

　小隊長さんは王太子との確執を知っていたようだから、隊長さんの身分も当然知っていたんだろう。いや、むしろ……みんな改めて口にしなかっただけで、きっと知らなかったのはこの砦で私だけだ。

「それは……たしかに話してほしかったですけど。でも、怒ってはいません。隊長さんにも色々あるだろうし」

　他の人は知っているのに、恋人の私だけ知らなかったというのはやっぱり悲しい。でも、私だって元の世界への未練をずっと話すことができなかった。

　恋人だからこそ言いにくいこともあると知っているから、一方的に責める気にはなれなかった。

「あいつの言うことにも一理あるんだ。そんなことで幻滅するお前ではないとわかってはいたが、どうしても、話せなかった。……それは俺の弱さで、狡ずるさだ」

　ポツリと呟き、隊長さんは広げた右手を見下ろす。今までその手で摑み損そこねてきたものを、一つ一つ思い返すかのように。

　感情が抜け落ちたような横顔に、私はたまらず手を伸ばす。パンっと両手で隊長さんの頰を叩たたくように挟はさみ込こむと、隊長さんは衝撃からか目を瞬またたかせた。

「隊長さんは、すごいです。すごい人です。そんなふうに言わないでください」

　元の世界では馴染みのなかった灰色の瞳を、正面から覗き込む。私は隊長さんの持つその色が大好きだ。

　冷たいようでいてどこか柔らかい、不思議な色。苦しいときに一番傍で見守り、包み込んでくれた色。愛いとしい愛しいと火傷やけどしそうなほどの想おもいを伝えてくれる色。

　その瞳が癒いえない傷を内包しているなら、私は絆ばん創そう膏こうになる言葉を被かぶせてあげたい。

「私の好きな人を悪く言ったら、私が怒りますからね！」

　と、まあ、喧けん嘩か腰ごしのような言い方にはなってしまったのだけれど。

「……お前は、まっすぐだな」

　隊長さんは私を見下ろしながら、その目を細めた。どこか、眩しげに。

「自分の傷からは目をそらすくせに他ひ人との傷には敏びん感かんで、迷いなく救いの手を差し伸べる」

「私はただ、好きな人には笑顔でいてほしいだけです」

　大切な人にはいつもにこにこしていてほしい。つらい思いはしてほしくないし、そのために自分にできることがあるならしてあげたい。それは至し極ごく当然のことだと思う。

　なのに、隊長さんが言うと得がたい美徳のように聞こえるから不思議だ。

「隊長さんが王都に行きたくないなら私だけでパパッと行ってきちゃいますよ。何をすればいいかわからないから、誰かについてきてほしいですけど」

　王族という立場だと、王都に行けば何かしら面倒なしがらみがありそうだ。

　隊長さんが一緒に来てくれれば個人的にはとても安心できるけれど、私のために無理はしてほしくない。

　小隊長さんやシャルトルさん、引き受けてくれるかはわからないけれどシルヴィアさんなんかに護衛ついでに同行を頼むという手もある。

「いや……」

　隊長さんは言葉少なに否定して、頰を包んでいた私の手をそっと取った。ごつごつとした大きな手に握り込まれると、私の手の小ささが際きわ立だつ。

「お前を守る役目を、他の者に譲ゆずるつもりはない」

　誓ちかいを吹き込むように、その手ての甲こうに口づけを落とした。それはまるで、お姫ひめ様を守る騎き士しのようで。キザな隊長さんに、柄がらにもなく頰が熱くなる。

「あまり面白くない話なんだが、聞いてくれるか」

　少し唇くちびるを離し、私の顔を覗き込むようにして問いかけてくる。その表情を見て、今から聞く話がどういうものか理解できてしまった。

　面白くない話、どころじゃない。隊長さんにとって、きっと言葉にするのもつらい話。

「聞かせてください。隊長さんのことならなんでも知りたい」

　ぎゅっと、隊長さんの手を握り返しながら告げた。

　隊長さんが話したくなければ、無理に聞かないほうがいいのかもしれないけれど、そうしたらまた王太子の口から聞くことになってしまうかもしれない。

　それくらいなら本人の口から教えてもらったほうがいいと思った。

「うまく、話せるかはわからないが……」

　隊長さんは難しい顔をして、一つ息をつく。それから、つないだ手に力が込められたかと思うと、ゆっくり口を開いた。視線は、どこか遠くに向けられたまま。

「俺の父は、現国王のすぐ下の弟……つまり、王弟だ。フロスティンは国王の一人息子むすこで、王太子。俺とフロスティンは父親同士が兄弟の従い兄と弟ことなる。そこまではわかるな」

「はい」

「たしかに王族ではあるが、俺には王位継けい承しよう権けんがない。家か督とくを継ぐのも俺の弟だ」

「……え、長男が継ぐものじゃないんですか？」

　それが普通だと思っていたから、疑いもしていなかった。

　私の中での常識は元の世界で培つちかわれた常識だ。わかっているつもりでいて、どうしても自分の価値観で考えてしまう。もっとこの国のことを勉強しておけばよかった。

「そういった国もあるな。だが、この国では何よりも魔ま力りよくが重視される」

　言いながら、隊長さんは左耳についているピアスに触ふれる。

「一族の決まりでつけている、と以前言ったな。この石は元は無色透とう明めいだが、そこに魔力を込めることで色がつき、その者の魔力を測ることができる」

　なるほど、前に聞いた話には続きがあったらしい。

「魔力の落ち着いてくる五歳さいの誕生日、王族は魔力計測の儀ぎを受ける。その結果、一定の基準より魔力が低ければ王位継承権は与えられない。継承権の有う無むはピアスで判別できる。継承権を持つ中で一番魔力の高い者が、成人と共に立太子される」

　ということは、王位継承権のない隊長さんは一定の基準よりも魔力が低かったんだろう。

　隊長さんのピアスは石だけのシンプルな作りだけれど、王太子のピアスには装そう飾しよくがついていた。継承権の有無はそれで判別しているんだろうか。

「じゃあ、直系だとか関係ないんですか？」

「ああ。王族であれば年功序列もない。純粋に魔力で測られる。貴族の家督も同じことだ」

「それは……なんだか、あまりにも……」

　悲しいような、悔しいような。うまく言葉にできない思いが、重おも石しのように胸に残った。そんな大事なことを、まだ物心ついたばかりの子どもの頃ころに決められてしまうなんて。

　五歳の誕生日に王位継承権をもらえず、しかも弟が五歳になったときには家を継げないことまで確定してしまった隊長さん。

　そのとき、幼い隊長さんはいったいどんな気持ちだったんだろう。

「この国は元々の土地柄もあり、常に魔物の脅きよう威いに晒されている。その危険から国の中ちゆう枢すうを守るため、王都には結界が張られている。魔物を決して寄せつけない広こう範はん囲いの結界は、国王の魔力によって支えられている。それが、揺らぐわけにはいかない。虚むなしく思わないこともないが、必要なことだと理解している」

　淡たん々たんと語る隊長さんは少しも揺らがず、落ち着いているように見えた。

　そう思えるようになるまでに、どれだけの苦く悩のうや葛かつ藤とうがあったのか、平和な世界で暮らしていた私には推おし量はかることもできない。

「だが、若い頃はどうしても納得がいかなかった。魔力の量も質も、努力でどうにかできるものではない。この国の貴族は生まれた瞬しゆん間かんに生きる道が決まる。……道が、狭せばまる。俺は逃げるように軍に入った。魔力で決められない道を歩みたかった」

　いつもより饒じよう舌ぜつな隊長さんに、私は無む性しように泣きたくなった。言葉の端はし々ばしから、過去の隊長さんの傷が見え隠れしているように思えたから。

　努力だけではどうにもならないことがあると知っている。私のいた世界だって、みんながみんな好きなことで身を立てられるわけじゃなかった。

　でも……スタート地点にも立たせてもらえない苦しみは、どれほどだろう。

「『せいぜい血で身を穢せばいい』と、フロスティンは言った。王族という立場から逃げた俺は、あいつにとっては負け犬でしかなかっただろう。それでも俺は、自分で何もできない王族として腐くさるよりはいいと思った」

　残された希望に向かって歩み始めた隊長さんに、どうして王太子はそんな残ざん酷こくな言葉を放つことができたんだろうか。

「居場所が、欲ほしかった。王族であることは、俺にとって枷かせでしかなかったから」

　重い、重い声だった。隊長さんを縛いましめていた枷の頑がん丈じようさを物語っているようだった。

「今は、ここが居場所ですよね？」

「ああ……そうだな」

　頷いて、隊長さんは初めてこちらに顔を向けた。

「お前が、ここを俺の逃げ場所から、居場所に変えてくれた」

「私が……？」

「お前が言ってくれたんだろう。俺は穢れてなどいないと。人を守れる人間なのだと」

「そんな……そんなの！　私、なんにも知らなくて……！」

「知らなかったからこそ、きっと、救われた」

　柔らかな微笑ほほえみを浮かべる隊長さんに、私は言葉を失なくす。

　あのときの私は、隊長さんが見てきたものも、隊長さんの背負っているものも、何も知らなかった。今ならもう少し相応ふさわしい言葉をかけられるのではと思うけれど、隊長さんはむしろ、そういう気遣いこそ不要だったのかもしれない。

　何を言われたところで過去が変わるわけじゃない。考えなしに、能天気に、ただ明るいだけの言葉だったから、隊長さんの心に響いたんだろうか。

「だから……いずれ話さなくてはと思いながら、時機を逃していた」

　微笑みが、苦笑いにすり替かわる。

　そうして延のばし延ばしにした結果が、今。こんな大事なことを初対面の王太子の口から聞くことになるなんて、最悪のパターンと言ってもいい。

「何も知らない私でいてほしかったんなら、隊長さんは失礼です。私を見くびってます」

「……そうだな」

「失礼だけど……私は、今の隊長さんが好きだから、許してあげます」

　話を聞いても聞かなくても、やっぱり私は隊長さんが好きで、最初から知っていてもきっと好きになっただろう。過去があっての今の隊長さんだ。それなら、話すタイミングが摑めなかった臆おく病びような隊長さんのことも、受け入れてあげたい。

　ありがとう、と吐と息いきのような声が、私の耳を打った。

「……グレイスさん」

「どうした」

　名前で呼ぶと、隊長さんの瞳に密ひそかな熱がこもる。ベッドの上で向けられるようなまなざしに、身体の芯しんがうずいた。

「えへへ、呼んでみたくなりました」

　呼び慣れていない名前は、やっぱり口にすると気き恥はずかしいけれど。何百回好きと告げるより、一回名前を呼ぶほうが、伝わるような気がしたから。

　私は、私の今の精せい一いつ杯ぱいで、隊長さん──グレイスさんに恋こいをしている。
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「……なんか、一日ですっかりやつれてるわね」

　次の日のお昼休み。食事に手をつける元気すらなく、食堂のテーブルにぐで～っと突つっ伏ぷす私に、エルミアさんは目を瞬かせる。

「そりゃもう、質問攻ぜめに次ぐ質問攻めですよ……みんなミーハーすぎませんか……？」

「娯ご楽らくの少ない砦に王太子様なんぞがいらっしゃればねぇ。当然じゃない？」

　たしかにその通りだけれど、だからって私が被ひ害がいに遭あうのは納得いかない。昨日今日でいったいどれだけ王太子のことを聞かれたことか。

　小隊長さんに丸投げした私が知っていることは少ない。王太子はここに五日間滞たい在ざいするらしいと、彼のための特別な料理を任された料理長さんのほうが詳くわしかったくらいだ。

「二人も、気になります？」

　私はお行ぎよう儀ぎ悪くテーブルに突っ伏したまま、同室の二人を見上げた。

　昨日は隊長さんの部屋に泊とまらせてもらったから、王太子が来てから二人とゆっくりお話しするのは今が初めてだ。

「まあ正直、気にならないわけがないけどね」

「エルミア。その言い方はちょっと意地悪ですよ」

　自分に正直すぎるエルミアさんに、ハニーナちゃんはクスクスと笑う。

「正確なところまではわかりませんが、サクラさんが精霊の客人だから王太子様はいらっしゃったんでしょう？　みなさんのお相手で疲つかれているでしょうし、今はゆっくりご飯を食べましょう。わたしの分のデザートも食べますか？」

　そう言って、ハニーナちゃんは自分の分のパンナコッタを私のトレイに載のせてくれた。今は頭が糖分を欲ほつしているような気がするから、お言葉に甘えてしまおうと思う。

「ありがとう……ハニーナちゃんはやっぱり天使だ……」

「あんたは今日も頭のネジが緩ゆるんでるわよね」

　エルミアさんのツッコミは今日も冴さえ渡わたっています。メゲない。

「気を取り直して、いっただっきまーす！」

　空から元気も元気の一種、と声を上げて食事を始める。

　今日のお昼はバゲットサンド二種に具だくさんのトマトスープ、それから豆のサラダ。バゲットサンドにかぶりつけば、新しん鮮せんな野菜と塩気の利きいたハムのコラボレーションに思わずにっこりしてしまう。

「ん～！　今日も料理人さんたち絶好調ですねっ！」

「サクラは本当いっつもおいしそうに食べるよね」

「おいしいご飯は幸せの素ですからね！」

　呆れたように笑うエルミアさんに、私はぐっと握りこぶしを作る。

　ご飯は大事だ。身体も頭も、心だって、エネルギーがないと動かせない。そして、どうせ同じエネルギーにするなら、おいしく食べられるもののほうが絶対にいい。

　そんなことを考えながらモリモリ食べて、デザートのパンナコッタもペロリと平らげたタイミングで、食堂に現れた人ひと影かげに私は首を傾げる。

「あれ？　小隊長さん？」

　この砦では、基本的に役職持ちは自室で食事を取る。休憩時間にまで上司と顔を突き合わせていたら気が休まらないだろうという配はい慮りよらしい。

　小隊長さんはこちらにまっすぐ近づいてくる。もしやハニーナちゃんをからかいに来たのか……？　と警戒する私のすぐ横にやってきて、ニッコリと笑みを浮かべた。

「やあ、サクラちゃん。今日の約束は覚えてるかな？」

「…………あ」

　昼過ぎに時間を空けておくように、と言われたのはつい一昨日のことだった。

　昨日は色々ありすぎて、すっかり頭から抜け落ちていた。

「王太子様のことがあったからね。忘れてるだろうと思ってこうして迎むかえにきてあげたよ。ちょうど食べ終わったみたいだし、今からやろうか」

「今すぐですか？　食べた直後はちょっとゆっくりしたいんですけど……」

「却きやつ下か。時間は有限だからね」

「は、は～い……」

　ふくれたお腹なかをさすりながら、力なく返事をする。おいしかったから仕方ないとはいえ、もう少し量を控ひかえめにしておけばよかったかもしれない。

「じゃあ、二人とも邪魔してごめんね。間ま違ちがってもデートの約束なんかじゃないけど、妬やいてくれるのは大だい歓かん迎げいだよ、ハニーナ」

「な、えっ、や、妬きませんから……！」

「そう？　残念だな」

　さすが小隊長さん。口く説どけるタイミングを見逃さない貪どん欲よくさは私も見習うべきだろうか。隊長さん相手にそれを発揮したところでスルーされてしまいそうな気はするけれど。

「もう、ハニーナちゃんが困ってますよ！　早く行きましょう！」

「はいはい」

　ハニーナちゃんから引ひき剝はがすように、小隊長さんの腕を摑んで食堂の戸口に向かう。食堂から出て腕を離せば、小隊長さんは目的地も告げずに歩き出した。

「あの、小隊長さん。昨日はありがとうございました」

　小隊長さんのあとをついていきながら、今さらかもしれないお礼を言う。

「別に、オレはオレの仕事をしただけだからね」

「あれからどうなったんですか？　その、私の処しよ遇ぐうとか」

「ちょうどいいから、今日はその話もしようと思ってね。オレの執務室に行こっか」

　なるほど、外に出ないで上階に向かっていたのはそういうことか。役職持ちの執務室は食堂と同じ中央棟とうにある。

　部屋に着くと、ソファーに向かい合って座り、早さつ速そく小隊長さんは話し始めた。

　料理長さん情報の通り、王太子はこの砦の客室に五日間滞在する。その間に私と隊長さんは王都に行く準備をして、五日後……今日からだと四日後に転移魔ま法ほうで三人一緒に王都まで行く。転移魔法は使える人が限られているけれど、王太子なら可能だそうだ。

「あーあ、今は王太子様のお相手しなきゃいけなくて、君たち送り出したら今度は隊長の代理でしょ。考えただけでゾッとする忙いそがしさだね」

「えーっと、すみません？」

「ま、どうにかするよ。隊長代理権限でハニーナをオレ付きにしようかな」

「そんなことしたら余計嫌きらわれますよ」

　ジトリと半眼を向けると、小隊長さんは笑みを返してきた。ただの冗談なんだろうけれど、つくづく、ハニーナちゃんも厄やつ介かいな男に目をつけられてしまったなぁと思う。

「とりあえず、王太子様がこの砦にいるときはなるべく君と接せつ触しよくさせないよう気を配るよ。相あい性しよう最悪みたいだし」

「それは本当、お願いします！　殴なぐっちゃわないか心配なんで！」

「ほんと恐ろしいな……」

　小隊長さんはわざとらしく額ひたいに手を当てて嘆なげく。

　身分制度とは無縁に生きてきた私でも、さすがに一国の次期王様を殴っちゃいけないことくらいは承知している。それでも、うっかり手が出てしまいそうなくらいには腸はらわたが煮にえくり返かえっているから、絶対大丈夫とは言いきれなかった。

「さてと、元々の予定を消化しちゃおうか。王都に行くことも決まったし、なおのこと必要になりそうだからね。ほら、出して」

「はーい」

　促うながされるままに立ち上がり、小隊長さんに見えないようスカートの中から短たん剣けんを取り出す。薄うす手での布製のベルトにも今はだいぶ慣れてきた。

　使わなくてもいいから短剣を携けい帯たいするように、と小隊長さんに言われたのはパルラさんたちの結婚式の直後。奥にしまい込んでいた短剣を仕方なく身につけて、それが馴染んできて。どうせなら使い方を教わろうと、最近ようやく決心がついた。

　戦えるようになりたいわけではないけれど、せめて持ち方くらいは覚えておいたほうがいいかもしれない。この世界は、私のいた世界とは違うんだから。

　そう決心したわりには、やっぱりまだ複雑な思いもあるんだけれども。

「一応、武器への恐れはだいぶなくなってきてるみたいだね。第一段階は完かん了りようかな」

「……策さく士し」

　計算通りとばかりに笑う小隊長さんに、私は思わず悪態をつく。

　どんなものだって、毎日身に着けていれば嫌でも慣れる。下準備もなしに剣けんを握れるほど度胸がないことはお見通しだったようだ。

　考えてみれば同室の二人だって、使い方は知っていてもいつも持っているわけじゃない。まずはそこから疑うべきだった。

　できることなら、腹黒の小隊長さんではなく厳しくも優しい隊長さんに教えてもらいたかった。けれど隊長さんは当たり前ながらこの砦で一番忙しい。その上、剣けん術じゆつに関しては天才型のようで、人に教えるのは向いていないと言われたら諦あきらめるしかない。

「鞘さやを取って」

　言われるがままに短剣を鞘から抜くと、刃物特有のきらめきが現れた。ゾクッと背筋に走った冷たいものを、細く息を吐いてやり過ごす。

「ぐっと握って、絶対に離さないように。自分の武器で自分を傷つけることほど格好悪いことはないよ」

「ぐっと……って、このくらいですか？」

「まだ弱いな。握あく力りよくを鍛きたえたほうがいいかもね」

「ううっ、非力な現代女子大生にはキツいものがあります……」

　そもそも剣を握ること自体、慣れ以前の問題で、どこか抵抗感があった。

　短剣は包丁とは違って先せん端たんが尖とがっていて、光を反射してギラギラしている。自分に向けられているわけでもないのに、見ているだけで心臓が落ち着かない音を立てる。

「別に使えるようになれなんて言ってないよ。こういうのは覚かく悟ごの問題だからね」

「覚悟……」

　そういえば、この短剣を渡されたとき、ビリーさんもそんなことを言っていた。自分を守るために他を傷つける覚悟、だとか。たぶん、私はまだその覚悟を持てていない。

「そんな考え込むようなことかな。難しいことは言ってないつもりなんだけど。オレが言いたいのは、そろそろこの世界に根づく努力をしてもいいんじゃないかってこと」

「努力してますよ！　すっごいしてます！」

「そうだね。オレの目から見ても、サクラちゃんはこの世界に馴染もうと懸けん命めいに努力してる。君の社交性は才能でもあるけど、それを培つちかってきたのは他でもない君だしね」

　え？　と私は目を瞬かせる。まさかここで好意的な言葉をもらえるとは思ってもいなかった。小隊長さんは小隊長さんなりに私を評価してくれているらしい。

　隊長さんの右腕に認められてうれしいけれど、それ以上に照れる。小隊長さんの性格上、ただの贔ひい屓き目めではないとわかるから。

「でもさ、いまだにどこか根無し草だよね。隊長っていう恋人がいるわりにはさ」

　うぐ、と一転して私は声を詰まらせる。

　根無し草。的確すぎるその表現に、私は無意識に首から下げているものに手を触れた。隊長さんからもらった、桜のペンダントだ。

　私はまだ、この世界に根を張れていない。その理由にも、もちろん心当たりはある。

「……故郷を捨てろってことですか？」

「そうは言ってないけど、そう聞こえるってことはまだ未練たらたらなわけだ」

　何を言っても墓ぼ穴けつを掘ほるような気がする。それともそう小隊長さんにうまく誘ゆう導どうされているのか。うぐぐ、とうなり声を上げてしまう。

　パルラさんたちの結婚式の日、隊長さんとしたやり取りを思い出す。

　今はまだ未来の約束はできないけれど、待ってほしい。そう一方的なお願いをした。

　そのことを小隊長さんは知らないはずなのに、やっぱり油断ならない人だ。

「いじめるつもりはないよ。オレはちょっと隊長に同情しなくもないかなって感じなだけ。仕事に支障をきたさないためにも、ぜひとも報われてほしいしね」

　小隊長さんは淡あわい苦笑を浮かべる。まるで、聞き分けのない子どもを見守るような。

「……報われて、ないですか？」

　私は隊長さんが好きで、隊長さんは私が好き。私たちは両思いの恋人同士だ。

　世間一般で言えば、それは報われていることになると思うのだけれど。

「それは君が一番わかってるんじゃない？」

　その問いにズキッと胸が痛んだのは、それこそ図星だったからだ。私は、とても残ざん酷こくなことをしているんだと。隊長さんが私を甘やかす分、こうして教えてくれる人もいる。

　本当、その通り。言われなくとも、私が一番わかっている。

「ずっと知らなかったみたいだけど、さすがに聞いたでしょ。隊長の立場のこと」

　剣の柄つかを握る私の手を、もっと強くと言うように上からぎゅっと押さえながら、小隊長さんは話を変えた。昨日から、何度も思い返している話題に。

「……はい」

「どこまで聞いた？」

「隊長さんが、王太子様の従兄で王族ってことと、この国では魔力が一番重要視されるから、王位継承権がなくて家も継げないってことを」

「じゃ、最低限は聞いてるか」

　あんなに話を聞いたのに、小隊長さんにとっては最低限だったらしい。まさかまだ秘密があるんだろうか。謎なぞの多い人は魅み力りよく的てきというけれど、限度があると思います！

「隊長はかっこつけだからさ、どうせ色々端折はしよって話しただろうし、補足してあげる」

「かっこつけじゃなくて格好いいんですよ、隊長さんは！」

「はいはい、どっちでもいいから」

　私の異議申し立ては簡単に流されてしまった。話をズラすなということだろう。

　でも、隊長さんのいないところでそんな話をしてもいいものなんだろうか。陰かげ口ぐちの類たぐいではなくとも、本人のいない場所で勝手に聞くのは若じやつ干かんの後ろめたさがある。

「隊長さんが話したくないことを聞くのは……」

「君の気持ちはこの際関係ない。隊長の相方として、知っておかなきゃいけないことだよ」

　キッパリと言いきられてしまって、反論の余地を失くす。

　覚悟を決められていない私にはまだ早いような気もするけれど、数日後には王都入りだ。現実は待ってはくれない。隊長さんの右腕である小隊長さんがそう判断したなら、きっと必要なことなんだろう。

「じゃあ……お願いします」

　まっすぐ小隊長さんを見み据すえて言うと、彼は小さく笑って、私に剣を握らせていた手を離した。使い方講座は一時中断ということらしい。

　もう一度ソファーに座って姿勢を正したところで、ちょうど話が始まった。

「隊長が軍に入ったのは十八のとき。最初はもちろん見習いだった。しかも、王族や王宮の警護にあたる第一師し団だん、近この衛え師団とも呼ばれる危険の少ない配属だった」

　そういえば、この世界に来たばかりの頃、エルミアさんからぼんやり聞いた覚えがある。あの頃は隊長さんの複雑な立場なんて想像もしていなかった。

「第一師団はほぼみんな貴族の子息で構成されてるからさ、魔力が強い奴やつが多いし、自分の力に驕おごってる奴も多かった。王族のくせに自分よりも魔力が低い、なのに剣の腕は抜きん出てる。そんな隊長を疎うとましく思うのは一人や二人じゃなかった。隊長も隊長で権力に頼たよらないで自分の力だけで勝負しようとするもんだから、そんなの人間性を見せつけられて火に油でしょ。大だい炎えん上じようだよね」

　初めて聞く話なのに、その様子が容易に想像できた。若かりし頃の隊長さんは今よりも融ゆう通づうが利かなかっただろう。真正面から衝しよう突とつすれば亀き裂れつが走るのは当然だ。

「先せん輩ぱい方がたにいじめられ、同じ見習いからは遠巻きにされてた隊長を、当時の第五師団隊長が見かねて隊長権限で引き抜いた。それが二は十た歳ちのとき。第五師団も最初は居心地悪かっただろうけど、こっちは実力主義だからね。最初から実戦投入されて、二年で小隊長、さらに二年で隊長になった。異例の出世でも、隊長にはそれだけの腕があったから」

「そ、壮そう絶ぜつ……」

「すごいでしょ。戦せん闘とう能力だけで言えばバケモノだよあの人」

　その出世街かい道どうがどれだけ異例のことなのか、軍隊について知らない私にはわからない。でも、今の隊長さんはみんなに認められていて、慕したわれている。それは隊長さんの実力がその立場に見合っているからなんだろう。

「というか、なんでそんな昔のことを小隊長さんが知ってるんですか……」

「オレ、十五のとき第一師団に入ったからね。第一師団で一年だけ同じ見習いだったんだ。で、隊長が第五師団隊長になってから引き抜かれた。その能力をそんな場所で腐らせるなって。おかげで毎日忙しくって嫌になるよね」

「そんなに昔からの付き合いだったんですね……」

　ということは、小隊長さんは十代の頃の隊長さんを知っているのか。しかも隊長さんに見込まれて第五師団に入ったなんて、男同士だからこその信頼関係を感じる。

「てことで、隊長のいいところも悪いところも君よりずーっと知ってる。だから最初に君と隊長のアホらしいやり取りを見たとき、案外バランス取れそうだなって思ったんだよ」

　バランス？　と私は首を傾げる。

　小隊長さんとの出会いは、隊長さんの部屋に匿われていたときだ。そんな、まだなんの関係も築けていなかったときから、彼には何かが見えていたんだろうか。

「隊長の真面目すぎるとことか、繊せん細さいな部分とか、君ならいい具合に力を抜いてくれそうだったし。君の面倒くさそうな面は、懐ふところの深い隊長ならまるっと受け入れてくれるでしょ」

　私への散々な評価に頰が引きつるけれど、つまりは相性がいいということだと前向きに捉とらえることにする。

「君は知らないだろうけど、隊長は君と出会って戦い方が変わったよ」

　そう言って、小隊長さんは淡く、苦笑を浮かべた。

「以前の隊長は、全部自分で引き受けようとしてた。なまじ戦闘能力が高いからそのほうが効率いい部分もあったよ。でも、もちろん危険も一人で背負ってた。……あの人にそのつもりはなかっただろうけど、まるで死に場所でも探してるみたいな戦い方だった」

　覚えているのは、真まっ赤かに染まったシャツとツンと鼻を突く異い臭しゆう。隊員を庇って浴びた返り血だと、よくあることだと言っていた。

　隊長さんは今まで、どれだけ人を助け、そうしてどれだけ自分の身を危険に晒してきたんだろう。首に氷でも当てられたかのように、ヒヤリとしたものを感じた。

「今はねぇ、必死だよね。必死で、冷静だ。誰も死なせず、自分も守る。君を置いて死ぬわけにはいかないって、覚悟が伝わってくる」

　小隊長さんはどこかうれしそうに緑色の瞳を細める。

　その表情からは、ビジネスライクじゃない隊長さんへの情が見て取れた。

「生への執しゆう着ちやくは大事だよ。それが命運を分けることもある。恐きよう怖ふは人を鈍にぶらせるけど、覚悟は人を強くする。隊長は君と出会って、恋をして、生き抜く覚悟を手に入れたんだ」

　私が隊長さんにしてきたことは、とても褒ほめられたものじゃない。

　いつも自分の都合を押しつけ、隊長さんを振ふり回まわして。何度も隊長さんを傷つけた。

　私なんて選ばなくても、隊長さんにはいくらでも相応しい人がいただろう。様々な偶ぐう然ぜんと思おも惑わくが重なった上での今の関係だ。

　そう、思っていたのに。

「サクラちゃん。君が、隊長を変えたんだ」

　小隊長さんは、まるで感謝の意を伝えるように柔らかな微笑みを浮かべて言う。

　鋭い言葉で覚悟を促してきたかと思えば、こんな優しい顔をするなんて。

「……小隊長さんが、なんで今その話をしたかわかった気がします」

「へぇ？」

「逃したくないんですね。私が、隊長さんの命いのち綱づなだから」

　もし、私がいなくなったら、なんてたとえ話に意味はない。未来は未知数だ。それでも、小隊長さんは私が来てからの隊長さんの変化に思うところがあるんだろう。

　隊長さんの身分を知って及および腰ごしになっているかもしれない私が、踏ふみとどまる理由の一つにでもなればいいと思ったのかもしれない。

「ご明答。保険はかけておきたいからね。だからって、話は盛ってないよ」

　そんなこと、疑ってもいなかった。

　結局のところ小隊長さんは隊長さんを大切に思っていて、その隊長さんを変えた私のこともそれなりに認めてくれているんだろう。

「小隊長さんは、隊長さんのことが大好きなんですね」

「うげ、何それ気持ち悪い」

「またまた～、わかってますよ！」

　本気で嫌そうな顔をする小隊長さんが面白くて、笑みがこぼれる。

「でも、隊長さんを想う気持ちなら、私だって負けてません」

　努つとめて明るく、そう告げた。感動が胸を突いて、笑っていなければ泣いてしまいそうだなんて、小隊長さんにはバレバレかもしれないけれど。

　隊長さんは、どれだけ私のことを好きでいてくれているんだろう。どれだけ、隊長さんの心の中の、大事な場所に住まわせてくれているんだろう。私はまだ、なんの覚悟もできていないというのに。

　そんな隊長さんに、望むものを返せたらいいと、私は本当に心から願っている。
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　王都に行く日まで、あと二日。そんなタイミングで、思わぬ顔を見ることになった。

「あれっ、シルヴィアさん!?」

「ああ、サクラ殿どの。久しいな」

「パルラさんの結婚式ぶりですね！　お元気ですか!?」

　玄げん関かん前の廊下を掃除中、普ふ段だんはペリトにいるシルヴィアさんと出くわした。

　結婚式まではお手伝いで何度も町に行っていたから、会えなくなって寂しく思っていた。

「私もエリン副隊長も変わりない。先日パルラ殿の働く食堂に行く機会があったが、彼女も息そく災さいそうだった。今は夫のための手作り弁当に凝こっているらしい」

「わぁ、愛妻弁当ですね……！」

　砦ではみんな食堂で食べているけれど、町ならお弁当という手も、外に食べに出ることもできる。新しん婚こんなのだし、旦だん那なさんが砦から異動したのはやっぱり正解だったんだろう。

「シルヴィアさんのほうは？　副隊長さんとその後どんな感じです？」

「……どんなも何もないが」

「もう！　シルヴィアさんの奥おく手て！　ウブ！　そこがかわいいんですけど！」

「そ、そうは言われてもな……」

　困ったように頰を染めるシルヴィアさんは、普段とのギャップもあってとても可か憐れんだ。つい調子に乗りそうになるけれど、引ひき際ぎわは見極めないといけない。

「それで、今日はどうしたんですか？」

　砦に女性隊員が来るという話はまだ本格化していなかったはず。疑問をそのまま尋ねると、シルヴィアさんはキリリと真剣な表情になった。

「王太子殿でん下かがいらっしゃったと聞いてな。貴族の末席に座すものとして、馳はせ参さんじないわけにはいかない」

「あ、なるほど……そっか、シルヴィアさんも貴族でしたね」

　あれから、階級についても詳しく教えてもらった。名前と家名の間に入る階級は、王様がコウ、王族はキィ、貴族階級一位から順に、シー、ヒー、リュー、ヒューとなっている。王太子は現在キィだけれど、跡あとを継いで王様になったらコウに変わるらしい。

「忘れていたのか？」

「そういうわけじゃないんですけど！　馴染みがないせいでどうしても頭から抜けちゃうというか……」

「冗談だ。気にしないでくれ」

　慌てて弁解する私に、シルヴィアさんは少しだけ表情を緩め、口元に笑みを浮かべた。真面目な彼女がこんな軽口を叩くなんて、それだけ仲良くなれたようでうれしい。

「王太子様にご挨あい拶さつですよね。えっと、すみません、案内は別の人に頼んでもらえますか」

「それは構わないが……何かあったのか？」

　即そく座ざに問い返されてしまうほど、顔に出ていたんだろうか。仕事中だからということで納得はしてくれないようだ。

「シルヴィアさんはもちろん知ってたんですよね。隊長さんが、王太子様の従兄だって」

「知らない者は第五師団の中にはいないが……そうか、サクラ殿は聞いていなかったのか」

「王太子様が来て初めて知りました。隊長さんの身分も、二人の仲が悪いことも」

　ずっと、私だけ知らなかった。一人だけ蚊か帳やの外にいたようで寂しいと同時に、いくらでもあった気づけるタイミングを逃していた自分が情けない。

　今までどれだけ自分のことで頭がいっぱいだったのか、改めて思い知らされた。

「尊いお方には我らには及びもつかないことがあるのだろうと、私は割り切っているが。身分の差のない世界から来たサクラ殿には、受け入れがたいことかもしれないな」

「私はただ、隊長さんにひどいことを言う人を、好きにはなれないだけです」

　血の臭いが染みついていると。つまらない男だと。王太子の放った毒のような言葉が頭にこびりついて離れない。

　以前、ビリーさんに言ったことがある。隊長さんの敵は私の敵だと。

　身分に継承権。王太子が隊長さんの敵という、単純な問題ではないんだろう。けれど、私にとってはすでに敵として判定が下されているというだけだ。

「その素す直なおさも貴女あなたの美点の一つだ。とはいえ、王都に行き、王宮に上るのなら、多少は取とり繕つくろう必要はあるだろう」

「あ、そこまで知ってるんですね」

　唐突に決まった王都行きだけれど、準備は順調に進んでいる。

　服と下着を何着か、使う機会があるかはわからない愛用のお風ふ呂ろ用品、精神安定剤ざいにうさぎのムーさんバスタオル。あと、短剣も変わらず身につけておくよう言われている。

　キャリーケースのような箱にすべてを詰めて、持っていくものは準備万ばん端たん。人の多い王都は魔物とはまた違った危険があるからと、心得や対処法なども色々と教わった。

「やっぱり……お城にも行くことになるんでしょうか」

「精霊の客人ともなれば、普通に考えればな」

「うう、今から不安でいっぱいです……」

「隊長と共にいれば何も問題は起きないだろう」

「で、ですよね！　隊長さんは頼りになりますもんね！」

　よし、王都では隊長さんに貼はりついていよう。いっそのこと常に手をつないでいてほしいくらいだ。体面的にも隊長さんの性格的にも、絶対に無理だろうけれど。

「だが、私も貴族の怖さは知らないわけではない。気をつけてほしい」

「は、はい……！　ありがとうございます！」

　シルヴィアさんのアメシストのような瞳は真剣そのもので、私を心配してくれているのだと伝わってきた。うれしくて、場違いかもしれないけれど笑顔でお礼を言う。

　守ると言ってくれた隊長さんも、短剣の使い方を教えてくれる小隊長さんも、王都について話してくれたみんなも、私を案じてくれている。その優しさに、私は支えられている。

「それでは、仕事中だったのだろう。邪魔をしたな」

「あっそうでした！　それじゃあまた！」

　仕事中に雑談が許されていないわけではないけれど、少し話しすぎた。口よりも手を動かしましょう、と使用人頭さんに妙に迫はく力りよくのある笑顔で言われてしまうかもしれない。

　シルヴィアさんを見送ってから、長い廊下に向き直る。

　しばらくこの砦を離れるんだから、残りの仕事はキッチリ済ませなければ。





[image: ]






「はー……サクラも明日には王都に行っちゃうのね……」

「寂しくなりますね……」

　エルミアさんとハニーナちゃんと、お昼を食堂で取る。明日からこの砦を留守にするとは思えないくらい、いつも通りの光景だった。

「大丈夫ですよ！　ちょちょっと行って、パパッと帰ってくるので！」

　寂しがってくれるのはうれしいけれど、しんみりされるとまるで永遠のお別れみたいでむず痒がゆい。私はまたこの砦に戻もどってくるんだから、笑って見送ってほしかった。

　もちろん、後見人の件は私一人ではどうにもできない。それでも、きっとなんとかなると信じていた。隊長さんという最大最強の味方がいれば、全部いい方向に行くはずだ。

「心配だわ～、あんた王都でも問題起こしそうで」

「え、ちょっと待ってくださいエルミアさん。私いつ問題起こしましたっけ？」

「いつもじゃないの」

「あの、いつも賑にぎやかでいいと思いますよ」

「ハニーナちゃん天使か……！　でもそれ、問題を起こしてるってことを否定はしてないですよね!?」

「あ、え、えっと……」

　ハニーナちゃんは瞳を泳がせる。まさかとは思うけど、『寂しくなる』って、『しばらく見世物が見られなくて寂しい』という意味ではない……よね？　違うよね!?

　たしかに、ここではだいぶのびのびと過ごさせてもらっているけれど、王都に、しかも王宮に行くことになるなら、できる限りお行儀よくするつもりでいる。二人とももう少し私のことを信用してくれてもいいと思う。

「お土産みやげ話を楽しみにしてるから、早く帰ってきなさいね」

「はい！　お土産も買ってきますね！」

　優しく笑いかけられて、私の機嫌はそれだけで元通りだ。やっぱりエルミアさんは姉あね御ごという感じがする。簡単に尻尾しつぽを振りたくなってしまう。

「あ、本当？　じゃあ僕ぼくには王都で流は行やってるルイヒの頰ほお紅べにをよろしく」

　ひょこり、と横から顔を出してきたのは、エルミアさんのお兄ちゃんのシャルトルさんだった。手に持っていたトレイを私の隣となりの席に置き、了りよう承しようを取ることなく腰を下ろした。

　ルイヒというのはたぶんお店の名前なんだろう。でも……頰紅？

「……女装でもするんですか？」

「そんなわけないでしょ。かわいい子への贈おくり物ものにね」

「そういうのは自分で買わないと意味ないです！」

　人からもらったお土産を使って女の子を口説くだなんて、男の風上にも置けない。眉をつり上げる私に、エルミアさんは呆れたようにため息をついた。

「サクラ、兄さんは冗談で言ってるだけよ。本気にしないの」

「はっ……私、もてあそばれた!?」

「ちょっとサクラちゃん、誤解を招くようなこと言わないでくれない？　隊長に聞かれでもしたら命が危ないんだけど」

「自じ業ごう自じ得とくでしょ」

　エルミアさんは実の兄相手でも容よう赦しやがない。いや、兄だからこそかもしれない。

　もし恋人ができたら、その人は確実に尻に敷しかれる運命にあるだろう。エルミアさんの肉感的なお尻になら喜んで敷かれたいという人は、いくらでもいそうだけれど。

「二対一で形勢不利だなぁ。ビリーからも何か言ってよ」

「俺を巻まき込こむな」

　シャルトルさんが振り返った先には、ちょうど後ろを通りすぎようとしたビリーさんがいた。話を振られ立ち止まるしかなかったビリーさんは、迷めい惑わくそうに眉間に皺を寄せる。

「ビリーさんもお土産いります？」

　とりあえず、社交辞令でそう言ってみる。絶対断られるのはわかっていたけれど。

「いらねぇ。……短剣、持ってけよ」

「う。わ、わかってますよ。忘れていたかったのに……」

　無む慈じ悲ひな忠告に、私は一気にテンションが下がってしまった。

　同じことを小隊長さんにも言われ、短剣は今も肌身離さず持ち歩いている。抵抗感はまだあるけれど、万が一のためにと言われたら頷くしかない。

　なんといっても、この世界での先輩方のありがた～いお言葉なんだから。

「まあ、王都も王都で危険はあるからねぇ。用心するに越こしたことはないよ」

「特にサクラはトラブルメーカーだものねぇ」

「うう、否定したいけどできない……」

　うなだれる私を見て、男性が混ざったことで戸と惑まどっていたハニーナちゃんも、クスクスと楽しそうに笑ってくれた。……いや、笑われた、のかもしれない。

　王都に向かう前日は、そうして驚おどろくほどいつも通りに過ぎていった。
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　朝、目が覚めて。一番に目にするのが好みド真ん中のイケメンで、しかもその人が自分の恋こい人びとという事実に、私は今まで何度も『神様ありがとう』と思ってきた。

　でも、たぶん。今日ほどお礼を言いたくなったことは、ないはずだ。

「……うん、大だい丈じよう夫ぶです」

「何がだ」

　おはようの挨あい拶さつもなしの唐とう突とつな呟つぶやきに、隊長さんは怪け訝げんそうな顔をして覗のぞき込こんでくる。

「隊長さんがいれば、なんとかなります！」

　知らない土地に、どうなるかわからない私の処しよ遇ぐう。色々と不安もあるけれど、こうやって隊長さんが隣となりにいてくれれば、私はきっと何にも負けない。

「……そうか」

　私の意味不明な発言だけでも何か察してくれたのか、隊長さんは微かすかに笑えみをこぼして、ぽんぽんと頭を撫なでてくれた。

　うん、全部うまくいくような気がしてきました。




　ゆっくりしている時間はあまりなかったので、さっさと着き替かえて朝ご飯を食べ、荷物を取りに一度部屋に戻もどる。キャリーケースのような箱を手に、改めて同室の二人にしばしのお別れを告げ、隊長さんの執しつ務む室しつへと向かった。

「五日ぶりだな、お客人」

　待っていたのは、偉えらっそーな王太子、フロスティン・キィ・クリストラル。それに、隊長さんと小隊長さんだ。お客様は王太子のほうでは、と思ったけれど、すぐに精せい霊れいの客人のことを指しているんだと気づいた。

「今日はよろしくお願いします、王太子様」

　王都までは王太子の魔ま法ほうで連れて行ってもらうらしい。気に入らないことは多々あれど、この国の住人として、そして社会人として、挨拶はちゃんとしなければ。

「よろしくしてやってもいいが、そこの従兄いとこ殿どのの不景気面をどうにかしてもらえないか」

　王太子は不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴ならして、ちらりと隊長さんを一いち瞥べつした。私もつられて視線を向けると……ものの見事な不景気面だった。眉み間けんに五百円玉が挟はさまりそうだ。

「えっと、隊長さんのこの顔はいつものことです！」

「ほう、恋人の前でもか？」

「いえ、私の前では……え、これ聞きたいんですか？　ただのノロケになりますよ」

「……いや、やめておこう」

　王太子も同じような不景気顔をして、ため息をついた。

　近くにいた小隊長さんが、「さすがサクラちゃんだな……」と私にしか聞こえない声で呟いたのは、いったいどういう意味か小一時間問とい詰つめたい。

「では、早さつ速そく王都へ行くとしようか」

　王太子は少ない荷物を持って、部屋の中央に陣じん取どる。

　そういえば、この砦とりでに来たときは何も持っていなかった王太子は、あのあと荷物を魔法で呼び寄せたと小隊長さんに聞いた。重い荷物を運ばなくてもいいだなんて、魔法はつくづく便利なものだ。町への買い出しの際に使えたらすごく楽になるだろう。

「一つ聞きたい。どこに転移する予定だ」

「別に私の部屋でも構わないが……冗じよう談だんだ、そんな嫌いやそうな顔をするな。本気で実行したくなる」

「サクラの立場を考えろ」

　急に名前を出されて、目をぱちくりさせる。転移先一つで何が変わるのか、話がよく飲のみ込こめない。

「別に、王太子の部屋から出てなんの不都合がある？　精霊の客人を王族が迎むかえ入いれることなどおかしくもなんともないだろう」

「精霊の客人の待たい遇ぐうには本人の意向が尊重される。望まぬ者を留め置くことはできないと決まっているはずだ」

「……少しは勉強したようだな」

「人目につかないところにしてくれ。タイラルドの家に飛べるなら、それが一番だが」

「籠かごにでも閉とじ込こめるつもりか？」

　隊長さんと王太子の会話はいちいち小難しい。小隊長さんも会話に参加するつもりはないらしく、もちろん私に解説してくれるような親切心も期待できなかった。

　それでも、タイラルドの家がどこかは、さすがの私でもわかった。

「隊長さんのお家うちに行くんですか？」

　隊長さんの袖そでを引いて聞くと、隊長さんは私を見下ろして、険しい顔を少し緩ゆるめてくれた。眉間の皺しわは五百円玉から五円玉までランクダウンした。よかったよかった。

「後見人が決まるまでそこに滞たい在ざいすればいい。何度か王宮に出向くことにはなるだろうが」

「わ～！　隊長さんのご家族にもご挨あい拶さつできますね！」

　のんびりしたお父さんと頭のいい弟さん、お転てん婆ばな妹さん。隊長さんから聞いていた人たちに会えるなんて、王都行きも悪いことばかりじゃないね！

「気の早いことで」

　王太子は嘲あざけるように鼻で笑う。一いつ瞬しゆん何を言っているのかわからなかったけれど、少し考えて、〝恋人の家族に挨拶〟という行動の一いつ般ぱん的てきな意味に思い当たった。

　ち、違ちが……っ！　そんな厚かましいことはほんの少しも考えていなかった。

　どう説明したものかと慌あわてる私から、王太子は興味を失ったように視線を外した。

「術を展開する」

　言うが早いか、王太子の足元が光って、丸い陣じんが浮うき出でてきた。どうやら弁明の時間はもらえないようだ。

「さっさと入れ」

　ピシャリとした声に急せかされて、私と隊長さんは王太子のすぐ傍そばまで歩み寄る。ふわふわと浮いている青白い光の円えん陣じんは、熱くも冷たくもなく、何かに触れた感覚すらなかった。

　考えてみると、こんなに大おお掛がかりな魔法を目にするのは初めてのことだ。目の前で展開されるファンタジー感満まん載さいの魔法に、不覚にもわくわくしてしまう。

「……？　おい、フロスティン」

　少しして、隊長さんが不ふ審しんげな声を上げた。隣にいる彼かれはまっすぐ王太子を見つめ……いや、睨にらんでいる。どうしたんだろうかと首を傾かしげつつ二人の様子を眺ながめていると。

　ニヤリ、と王太子が唇くちびるを歪ゆがめた。

「悪いな、グレイス。この転移は二人分だ」

「なっ！」

　え、と私が何を思うよりも早く、隊長さんは王太子に摑つかみかかる。けれどその手は触ふれる寸前に何かに弾はじき飛とばされてしまった。

　たたらを踏ふみながらも体勢を整えた隊長さんは、今度は私に視線を移した。

　サクラ、と。

　その口が動いたのを、たしかに見た。

「ちょ、わぁっ！」

「うるさい」

　王太子に手首を引っ張られ、危あやうく転ぶところだった。勢いよく王太子の肩かたに頭ず突つきをかましてしまったけれど、私は悪くない。大声を上げてしまったのも不ふ可か抗こう力りよくだ。

「隊長さんっ！」

　私は摑まれていないほうの手を隊長さんに伸のばす。

　この状じよう況きようで二人分の転移となれば、それは間ま違ちがいなく私が連れて行かれるということだろう。知らない土地に隊長さんと離はなれて一人で行くなんて、絶対に嫌だ。

「サク──」

　伸ばした手と伸ばされた手が、しっかりと結ばれて。

　なのに……

　次の瞬しゆん間かん、私は王太子と二人きり、見知らぬ部屋に立っていた。

「こ、ここは……」

「私の部屋だ」

「えっ」

　それは、隊長さんがすごく嫌そうな顔で却きやつ下かした場所だったはずだ。隊長さんの家に転移する予定だったんじゃないんだろうか。

　そもそも、王太子の部屋というのは、もちろん王都の、王宮の中にあるはずで。

　つまり、ここはもちろん……。

「ようこそ、王都セレストへ」

　ニッコリと、それはそれは楽しそうに笑う王太子は、私の目には悪あく魔まに映った。

　た、助けて隊長さん……っ!!

「ははっ、あんなに焦あせったあいつを見るのは初めてだ。傑けつ作さくだったな」

　混乱する私をよそに、王太子はこの場にそぐわない笑い声を上げた。

　ずいぶんひどい言い草だ。あのとき、隊長さんは本気で焦っていた。本気で、私を守ろうとしてくれていた、のに。

　怒いかりで身体からだを震ふるわせながら、王太子を睨みつけた。

「だ、だ、騙だましましたね……!?」

「正直者に王太子が務まると思うか？」

「……」

　この国は絶対王政ではないらしいけれど、それでも国家権力は重いものだろう。たしかに務まらないかもしれない、と納なつ得とくしかけてしまった。

　だからといって、王太子の暴ぼう挙きよが正当化されるわけではない。騙されるな私！

「あの魔法陣はフェイクだ。最初からここに飛べるような陣ではなかった。あいつにそれほどの力はないが、万一にでも転移術で拓ひらいた道を辿たどられたら面めん倒どうだからな」

「え、じゃあどうやって転移したんですか？」

　魔法陣がフェイクなら、転移術は使わなかったということだ。けれど、私たちは実際に王都に転移してきている。それがあの魔法陣によるものじゃないなら、私たちはなんの力によってここに飛んできたんだろうか。

「……お前は本当に何も知らないんだな」

　はぁ、と王太子は心底呆あきれたとばかりにため息をついた。

　思わずムッとするけれど、たしかに私はまだこの世界や国について知らないことばかりだ。少しずつ隊長さんや砦の人たちに教えてもらっていたとはいえ、隊長さんの身分すらつい数日前に知ったほど。

　無知は、恥はずべきことだ。時に罪になることもある。だからこそ。

「私は、知るために王都に来たんです」

　胸を張って、そう答えた。

　知らない世界は怖こわくて、心細い。許されるなら、ずっとあの砦にいたかった。それでも、この先もこの世界で暮らしていくなら、逃にげてばかりはいられないと思った。

　だから私は王都に……隊長さんと一いつ緒しよに、来るつもりだったのに。こちらの予定を根本から覆くつがえしてくださった諸悪の根源は、私の宣言に表情一つ変えなかった。

「今回の転移は、精霊の〝道〟を借りた。精霊に許された者しか通れないものだ。当然、グレイスにその道を使ってあとを追うことはできず、あの砦に転移術を使える者もいない。つまり……助けはしばらく来ないということだ」

　結論を告げ、フッと鼻で笑う。私を、隊長さんをバカにするように。

　精霊に許された者とは、たぶん精霊の愛めぐみ人と精霊の護まもり人のことだろう。王太子と私しか通れない道だから、隊長さんはついてこられなかった。

　胸むな元もとでぎゅっと手を握にぎって、たしかにつないだはずの隊長さんの手の感かん触しよくを思い出す。

「……私を、どうするつもりですか」

　なぜ、私を隊長さんから引き離したのか。王太子の狙ねらいがわからない。

　精霊の客人には後見人がつけられて、学ぶのも働くのも本人の自由と聞いていた。過去には様々な方面で活かつ躍やくした人がいるけれど、使命があるわけではないとも。本人の自由を保証する決まり事もあるらしい。

　王太子だって、精霊の客人を必要としていないと言っていたのに。まさかそれすら噓うそだったんだろうか。もし、決まりを破ってでも私に何かさせるために、邪じや魔まになる隊長さんを置いてきたというなら見込み違いだ。私にはなんの力もない。

「どうやらお前は精霊の姿が見えていないようだな」

　王太子は私の問いに答えることなく、唐突に不可解なことを言い出した。

「へ？　見えますよ？」

「ほう、それは妙みような話だ。今も精霊がお前を囲んでいるが」

「えっ……!?」

　そんなまさかと周囲を見回しても、精霊はどこにもいないし、声も聞こえない。

「無いものとして扱あつかっているのかとも思ったが、お前はそれほど器用ではなさそうだ」

「お、王太子様、ちょっと待ってください。ここに、精霊が、いるんですか……？」

「ああ、いるな。四体ほど」

　再度周りを見るけれど、やっぱり私の目には何も映らない。オフィを見ることができたときのように心の中で願ったところで、何も変化はなかった。

　からかっているんだろうか？　でも、彼がこんな噓をつく理由がわからない。

　隊長さんにひどいことを言った王太子のことは、正直あまり信用できない。それでも、初めて会った、私以外に精霊を見ることができる人でもある。その彼の言葉を頭から噓だと決めつけるのは賢かしこい判断じゃないだろう。

　それに……たしかに、考えてみればおかしなことだった。この世界に来てもう半年近くになるのに、オフィ以外の精霊の姿を見たことがない、というのは。

「でも、私、オフィのこと、見えてましたよ……？」

　声に力が入っていないのは自覚している。一度おかしいと気づいてしまったら、王太子の言葉を突つっぱねることもできない。

「見えていたのはそのオフィとやらだけか？」

「あ、はい」

「そいつだけが見えるのなら、特別波長が合っているのだろう。お前自身と縁えんがあるか、お前の身のうちの精霊と縁続きか。その両方かもしれない」

「……他の精霊と協力して私を連れてきた、とは言ってました」

「少なくとも片方の条件は満たしているわけだ」

　私とオフィには縁がある。でもそれだけなら、私を召しよう喚かんするために力を使った他の精霊の姿を見ていないのはなぜだろう。

　考えを巡めぐらせて、ふと思い至る。オフィの本名はオーフィシディエンオール。フルーの本名はフルーオーフィシディエン。偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとは思えないほど名前が似ている。他の精霊の名前を知らないけれど、二人に何かしらの縁があっても不思議じゃない。

　それに、そう。オフィは最初、『私の中の子に会いに来た』と言っていた。

「で、でも、オフィは別に何も……」

　何も、言わなかった。他の精霊の存在なんて、一言も。

「精霊の言葉を当てにするな。あいつらは自分の都合でしか動かないし話さない。こちらの都合など推おし量はかってはくれない。加えて癇かん癪しやく持ちなのだから、幼おさな子ごと同じだ」

　王太子の言葉は妙に実感がこもっていた。

　精霊の子どもっぽさは、私自身にも覚えがある。自分勝手な精霊に振ふり回まわされた過去を思うと、反論のしようがなかった。

「砦にも、ここほどではないが精霊がいた。初めて会ったときも精霊に囲まれていたから客人だとわかったわけだが。そのときも、お前には見えていなかったんだろう？」

「初めて知りました……」

　たしかに王太子は一目で私が精霊の客人だと見破った。それが精霊に囲まれていたからだというなら、納得はいく。

　なら、やっぱり……私には、オフィ以外の精霊が見えていない……？

「お前はまだ精霊に認められていない。なんとも中ちゆう途と半はん端ぱな精霊の客人だな」

　王太子は口の端はしを歪めて笑みを作る。もはや見慣れてしまった、嘲りの表情。

「そんなお前があれの恋人とはな。出で来き損そこないには出来損ないが相応ふさわしいということか？」

　容よう赦しやなく降り注ぐ雹ひようのように、攻こう撃げき的てきで冷ややかな声こわ音ね。今までの隊長さんの葛かつ藤とうを、苦労を、努力を。全部、意味のないゴミ屑くずみたいに。

　誰だれより大切な人にまで向けられた矛ほこ先さきに、しぼんでいた心が一気に息を吹ふき返かえした。

「隊長さんはっ！　出来損ないなんかじゃありません！」

「知ったような口を利きく」

「失礼ですが、王太子様よりは隊長さんのことを知っている自信があります」

　キッと王太子を睨むように見上げた。

　つい先日、今まで何も知らなかったんだと気づかされたけれど、身分という外そと枠わくよりも大切で重要なことを、私はたくさん知っている。年月も、血のつながりも関係ない。もっと太く確かな絆きずなを、私と隊長さんは紡ぎ上げてきた。

　一国の王太子になんて口の利き方を、と頭の片かた隅すみで冷静な自分が囁ささやく。それでも、私の大好きな人への侮ぶ辱じよくを聞き流せるほど大人にはなれそうにない。

　長いものに巻かれるのは場合によりけりだ。郷ごうに入っても、従えないこともある。

「はっ、庇ひ護ごの下で身勝手を許されていた小こ娘むすめがいつまで粋いきがっていられるか、見物だな」

　王太子は楽しみだと言わんばかりに鼻で笑う。バチバチと私たちの間で火花が散る。

　圧あつ倒とう的てき不利な状況でも、もうあとには引けない。

　この男には、絶対に負けられない！
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「は～、なんか疲つかれた……」

　ぼすん、と広いベッドに倒たおれ込こむ。

　あれから、私は王太子のお客様という扱いを受けて部屋を用意された。精霊の客人として紹しよう介かいしなかったのは、何か理由があるんだろうか。隊長さんがいない今、うかつなことは言えずに案内されるままにこの部屋に来てしまった。

　別れ際の王太子は、変わらず冷ややかなまなざしで、嫌みったらしい笑みを浮かべていた。せいぜいがんばれ、無む駄だだろうがな。とでも言うように。

　ここに案内してくれた数人の男女は、私の護衛と侍じ女じよになるらしい。せめて彼らとは円えん滑かつな人間関係を、と思ってにこやかに挨拶しても、彼らは無言で頭を下げるだけ。部屋に移ってからも、事務的な説明を終えたらすぐ控ひかえの部屋に下がってしまった。

　よそよそしいを通とおり越こして疎うとまれている気配すら感じるのは気のせいじゃないだろう。

　初しよっ端ぱなから、私の王都生活は暗あん礁しように乗り上げてしまったようだ。

「どうなるんだろ……」

　一人になると、とたんに不安と心細さで気持ちが沈しずんできた。王太子の前で張っていた虚きよ勢せいが、ボロボロと剝はがれ落おちる。

　初めて来た土地で、周りには味方どころか知り合いもいない。そんな中、国の権力者が敵意のようなものを向けてくる。目立つべきじゃないのに王太子のお客様扱い。この世界の知識が足りない私には、どう動くのが正解か判断がつかない。

　きっとなんとかなる、といつものように前向きに考えられない。

　はぁ……とため息をついたとき、視界の端はしを横切るものがあった。

《やあやあサクラ、元気してた？》

　どこまでもあっけらかんとした声が、今は天から差さし込こんだ一筋の希望のように思えた。

「オフィ……！　待ってたよ！」

《わーあ、ネツレツ！　うれしいな！》

　ガバッと起き上がって、両手を広げて歓かん迎げいする。

　オパール色の身体に、くりくりとした瞳ひとみ。何も解決していないのに、変わらないその姿にほっとしてしまう。

「早速だけど、聞きたいことが山ほどあるの」

《聞きたいこと？　ボクにわかることならなーんでも聞いて！》

　ニパーっと笑うオフィは大変愛らしい。けれど、そんなことを言うくせに、今まで大事なことを話してくれていなかったと私はもう知っているのだ。

「砦には、オフィ以外にも精霊がいたの？　私には彼らが見えていなかったの？」

《うん、ここほどじゃないけどいっぱいいたよー。みんなサクラのことを気に入ってた》

「やっぱり……見えてなかったんだ」

　私はがっくりと肩を落とす。王太子が言っていた通りだったのか……。

《サクラに見えてないのはわかってたけど、みんなそんなの気にしてなかったよ。ボクたちは、楽しいものの傍にいて、見ていたいものを見ているだけ。そりゃあたしかに、お話しできたらもっと楽しいけどね》

「精霊のその感性はよくわからないね」

　自分の姿を認にん識しきされず、自分の声も届かないなんて、私なら絶対に耐たえられない。精霊の客人は精霊にとって特別のようだから、私で考えるなら隊長さんにずっと無視し続けられるようなもの。……ちょっと想像しただけで泣いてしまいそうだ。

《サクラの傍はキモチイイから、みんな自然と傍に集まるよ。たぶん、いっつも誰か近くにいたと思うな》

「それは、私が精霊の客人で、精霊の護り人だから？」

《うん！　好きだから傍にいるし、大事なオキャクサマだからちゃんと守る。ボクたちはしたいことをするからね！》

　オフィは元気いっぱいに答えた。こんな賑にぎやかな存在が常に飛び回っていたら、たしかに羽虫と表現したくもなるかもしれない。少しだけ王太子の気持ちがわかってしまった。

「ねえ、オフィ。私にオフィ以外の精霊が見えないのは、どうして？」

《見たいの？》

「見たい、というか。精霊の客人としては見えないのはおかしいのかなって。理由があるなら知りたいよ」

　精霊が見えなくても今まで何も困ったことはなかった。けれど、今のままでは王太子に侮あなどられてしまう。私はまだしも、隊長さんにまで飛び火するならどうにかしたい。

　王太子は、私がまだ精霊に認められていないと言っていた。その言葉通りなら、なぜ私が精霊に認められていないのか知らなければ、問題は解決できない。

《ボク以外の精霊が見えないのは、サクラがこの世界に心を開いてないからだよ》

　え、と私は目を丸くする。

《精霊って、この世界そのものなんだ。空も、海も、緑も、風も、人も、精霊とつながってる。ボクたちがこの世界を動かしてる。だから、サクラがこの世界を拒きよ絶ぜつするってことは、ボクたちの存在も否定するってことなんだ》

「拒絶……してるつもりはないんだけど」

《じゃあ、心の底から受け入れてくれてる？》

「それは……」

　受け入れている、と断言できればよかった。けれど、私の心は私が一番知っている。元の世界に未練のある私は、本当の意味でこの世界を受け入れられてはいない。

　いくらこの世界に好きな人がいても、どれだけ大切なものが増えても、まだ。

　いつか、帰ることができたならと。

　そう願ってしまう気持ちを、捨て去れないうちは。

《ボクとフルーオーフィシディエンは、あの森で同時に生じた、ニンゲンで言うなら双ふた子ごみたいなものなんだ。フルーオーフィシディエンとボクの間に隔へだたりがないから、サクラにもボクが見える。他の精霊も見たいなら、あとはサクラの気持ち次し第だいだよ》

　なるほど、と理解はしたけれど、即そく座ざにどうにかできる問題ではなさそうだ。自分の気持ちなんて変えようと思って変えられるものではないんだから。

《ここは正しい魔ま力りよくで満ちてるから、精霊もいっぱいいるんだ。みんなサクラに会いたかった。だから、早くサクラがここに来こられるように、オネガイしちゃった》

「……もしかして、それって王太子のこと？」

《うん！》

　元気に頷うなずくオフィはかわいいけれど、少し憎にくらしい。王太子が砦に来たときに言っていた然しかるべき対応とは、このことか……。

「どうして、今まで教えてくれなかったの？」

《だって聞かなかったじゃない》

「知らないことを聞けるわけないでしょ」

　あんまりな言いように、思わず責めるような言い方になってしまった。

　オフィが最初に説明してくれていれば、王太子に遅おくれを取ることもなかった。異世界から喚よび寄よせた当事者である以上、最低限の説明責任はあると思うんだけれど。

《ニンゲンは不思議なことを気にするね。見えるか見えないかってそんなに大事？》

　オフィは、本当に心の底から理解できないというように首を傾げた。

《見えなくても存在してるんだよ。見えるものが全部じゃないんだよ。見えないものも、聞こえないものも、触さわれないものも。何もわからないものも、大事で、必要なんだよ》

　くるくると私を中心に飛び回りながら、オフィは柔やわらかな思念を降り注いでくる。精霊の考えはとても単純で、なのにその言葉は人間の私には難しい。

《見えてたって見えてなくたって、ボクらは変わらずサクラのことがだいすきだよ》

　私の目の前で止まったオフィは、ちょん、と鼻の頭にキスをしてきた。そのかわいい行動に和なごみながらも、納得しきれない自分がいる。精霊の愛とはなんだろう。

　前に、私が精霊に似ているから好きだと聞いた覚えがあるけれど、それなら精霊の愛み人の王太子は？　隊長さんにあんなひどいことを言って、私にこんな意地悪をする人だ。正直、少しも似ているとは思えない。

「私……精霊がよくわからない」

《そっかぁ。ボクたちもよくわからないけど、ニンゲンはみんなそう言うよ。ごめんね、ボクたち精霊は、そういうモノだから》

　オフィはそう言って、ちょっぴり寂さびしげな笑みを見せた。いつもニコニコと楽しそうに笑っているオフィがそんな顔をするのは、意外だった。

《これだけ、忘れないで。ボクたちはいつだって、サクラの味方だよ》

　私が、精霊の愛み人の王太子と対立しても？

　そんな意地悪な問いを投げかけそうになって、すんでで堪こらえた。一人も味方のいない王都で、その言葉は、少し悔くやしいけれど励はげまされたから。

　ありがとう、と小さく呟くと、オフィはかわいらしくニッコリと笑った。




　それからしばらく話し込んだあと、オフィはまた気まぐれに姿を消してしまった。

　部屋には娯ご楽らくになるものは何もない。私は荷物に入れてあった本を読んだり、以前隊長さんの部屋に匿かくまわれていたときのようにストレッチをしたりと時間を潰つぶした。

　昼ご飯も、夕ご飯も、その部屋で一人で食べた。

　続きの間から現れた侍女さんは無言でご飯の準備をして、無言のまま隅すみに控えた。お礼を告げても何も反応はなく、食事が終わると片付けをしてすぐに部屋から出ていった。人のぬくもりを少しも感じられなくて、早くも心が折れそうだ。

　結局、夜になっても王太子は姿を現さなかった。

　真っ暗な部屋でベッドに入ると、考えないようにしていたことが一気に押おし寄よせてくる。

　王太子が私をどうするつもりなのかわからない今、下へ手たに動くことはできない。何しろ私はこの場では完全なアウェイだ。

　侍女さんも護衛さんも、私と仲良くしてくれるつもりは欠片かけらもなさそうだった。仮にも王太子のお客様という立場なのに、敬うやまわれている感はゼロだ。むしろ、嫌きらわれているのがヒシヒシと伝わってくる。なぜだ……なぜなんだ……。

　これからのことが不安すぎて、眠ねむ気けは一向にやってこない。今夜は眠れないかもしれない、とベッドの中でゴロゴロと無む為いな時間を過ごしているときだった。

「眠れないならぼくの話し相手になってよ、精霊の客人さん」

　そんな声が、聞こえたのは。

「……っ!?」

「っと、叫さけばないでね。気づかれると面倒だから」

　飛び起き、声を上げようとした私の口は、暗がりから現れた影かげに瞬しゆん時じに塞ふさがれた。目を白黒させる私に向かって、影──少年のような男の人は、ニッコリと笑った。

「だーいじょうぶ、ぼくは敵じゃないよ。むしろ今は一番の味方なんじゃないかな。って言っても、ぼくも表立っては動けないけど」

　味方、と言われてもこの状況ではそう簡単に信用できない。護衛の目を盗ぬすんでこの部屋に入ってきただけで充じゆう分ぶん怪あやしい。けれど、たしかに彼からは少しも害意を感じなかった。

「第五の隊長さんに任されて来た、って言ったら、話を聞いてくれる？」

　それは第五師団の隊長さんという意味だろう。怪しいと思う気持ちと、信じたいという気持ちが半々になる。それだけ私にとって隊長さんの名前の影えい響きよう力りよくは大きかった。

　その言葉をそのまま信じるのは危険だけれど、ひとまず話を聞いてから決めてもいいかもしれない。どうやら私を肉体的に傷つけるつもりはないようだから。

　こくこくと頷くと、ようやくその人は口から手を離してくれた。

「あの……あなたは？」

「レット・スピナー、第十一師団の隊員だよ。いつもはジェイロの砦と王都の伝達係とかやってます。よろしくね！」

　元気よく告げられた名前は、聞き覚えのあるものだった。

「王太子が来る前の日に、隊長さんに呼ばれてた人？」

「あれ、たいちょーさんから何か聞いてた？　記き憶おく力りよくいいんだね」

　どうやら記憶違いではなかったらしい。隊長さんが特に何も言っていなかったから第五師団の人だと思っていた。ジェイロの砦とは今まで私がいた砦のことだ。伝達係ということは、今まで何度も砦に来ていたんだろうか。

　私は目の前の男の人を改めて観察する。部屋が暗くて顔立ちはよくわからないけれど、背が低くて声も少年のよう。髪かみも瞳も黒っぽいから、どこか懐なつかしさを感じてしまう。

「そういえば……見覚えがあるような気がします」
















　どこで見かけたんだろうか。人の顔と名前を覚えるのは得意なのに、パッと出てこないということは廊ろう下かですれ違った程度なのかもしれない。

「あれ、覚えてるの？　あのときのきみは第五の隊長さんしか見えてないと思ってた」

「あのとき……？」

　目を丸くしたレットくんに、私は問い返す。どうやら彼のほうには覚えがあるようだ。

「ぼくは基本忍しのんでるからなぁ。きみと顔を合わせたのは一回だけだよ。きみが隊長さんの執務室に飛とび込こんできて、ボロッボロ泣いたとき」

「えっ、あ……え!?　うわあああそれはお恥ずかしいところを……！」

　彼が言っているのは、フルーがストライキを起こして言葉が通じなくなったときのこと。私と隊長さんの熱い愛のメモリーに刻まれている出来事とはいえ、あんな取り乱した姿を他の人にも見られていただなんて、できれば一生忘れていたかった。

「ってことで、信じてもらえた？」

　こくこくと赤ベコのように首を振るしかない。レットくんの顔に見覚えはあるし、その感覚に自信もある。一回しか会っていないのならそのときの記憶なんだろう。

　何より、あの場にいた人じゃなければ知らないはずの情報だ。疑う余地もなかった。

「で、でも、あの……どうしてここに？　隊長さんに任されたっていうのは？」

　私がこちらに来てしまってから、まだ一日も経たっていない。王太子が言っていたように、あの砦には転移魔法を使える人はいなかったはずだ。

　首を傾げる私に、彼は耳につけたイヤホンのようなものを指でトントンと触れた。

「これ、通信機。距きよ離り制限があるからいつもは魔ま物もの討とう伐ばつのときに使うものなんだけど、たくさん魔力を流ながし込こむと遠くにいる人とも話せるんだ。先にこっちに来てたぼくに、今日、第五の隊長さんからＳＯＳが入ったってわけ。精霊の客人さんを助けてあげてって」

「隊長さん……」

「王宮から連れ出すこともできるんだけどねー。そういう荒あらっぽいことは今後に関わってくるからダメなんだって。だから、第五の隊長さんが来るまでぼくが護衛してあげる。王宮じゃあんまり目立ったことできないから、あくまで内ない緒しよに、ね」

　内緒にでも護衛してくれるというのは、正直心強い。王太子にあてがわれた護衛は私を蔑さげすむような目で見ていたから、何かあったときに本当に守ってもらえるか不安だった。

　でも、それ以上に。レットくんがさらっと告げた言葉に胸がぎゅうっと締しめつけられた。

「隊長さん、来てくれるんですか？」

「ん？　第五の隊長さんが、恋人を見捨てるような人だって思ってた？」

「お、思ってないです！」

　思ってない。思っていなかったけれど、心細い状況で事実として告げられたら、やっぱりほっとしてしまった。

　私は隊長さんが来てくれるまで、王太子の嫌み攻撃をただ耐えていればいい。期限が決まっていることなら、きっと我が慢まんできる。

「通信機って、私も話せたりしますか？」

「だったらよかったんだけど、これって使用者固定なんだよね。ぼくの声しか通さないし、ぼく以外には聞こえないようになってるんだ」

「そう……ですか。じゃあしょうがないですね」

　一瞬、隊長さんと話せるのではと期待してしまったけれど、無理なら諦あきらめるしかない。

「たいちょーさん、急いでこっちに来るってさ。まあどんなに無理しても三日四日はかかるだろうけど。待っててくれ、って。あと、無茶はするなとも言ってたかな」

「無茶って……隊長さんは私のことなんだと思ってるんですか」

　いかにも隊長さんが言いそうなことだ。ちょっと笑ってしまった。

「ま、多少の無茶ならぼくがフォローしてあげるよ。だーいじょうぶ」

　ニカッと邪じや気きのない笑みに、肩の力が抜ぬけていく。オフィの存在もありがたかったけれど、精霊はやっぱり気まぐれだから、人間の協力者がいる安心感は何にも代えがたい。

「ありがとうございます、すごい心強いです！　えっと、これからよろしくお願いします」

「うん、よろしくね！」

　差し出した手を、レットくんはギュッと握って上下に大きく振った。オーバーな動きが子どものようで、十六か十七歳さいくらいだろうかとなんとなく当たりをつけた。

　ニコニコ笑え顔がおのレットくんは、しばらく私の手を握ったまま離さなかった。

「……どうかしました？」

　私が問いかけると、へらり、とレットくんの顔はさらに笑み崩くずれた。

「いやー、やっと会えたなって思って。こんなときじゃなかったらお許しも出なかっただろうしなー。第五の隊長さんと精霊の客人さんには悪いけど、なんかうれしくって」

　私に会うために誰の許可が必要なんだろうか。隊長さん？　それとも別の人？

　よくわからないけれど、この状況を喜ばれるというのは、やっぱりちょっと複雑だ。

「私に会いたかったんですか？」

「うん、ずっとね」

　レットくんは太陽でも見るように目を細め、柔らかな笑みを浮かべた。その表情があまりにも優やさしくて、私は何か、見てはいけないものを見てしまったような気になった。

「安心してよ、ちゃーんと守ってあげるから。第十一師団みんな、きみの味方だよ」

　……なんだか、さらりとすごいことを言われたような？
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「──さん、精霊の客人さん」

　声が聞こえる。本当に小さなその声は、まるでゆりかごを揺ゆらすそよ風のよう。それが、昨夜聞いたばかりの声だということは、かろうじて認識できた。

「ん……んん……」

「うーん、今起きないと後こう悔かいすると思うんだけどなぁ」

「なんですかレットくん……」

「え、くんづけなんだ。別にいいけど」

　ふふっ、と堪えきれていない笑い声が聞こえた。

　もう夢からは覚めているのに、まどろみの心ここ地ちよさにまぶたが重くて開けられない。

　こうしていればまたすぐに眠りに落ちてしまうだろう。昨夜はなかなか寝つけなかったから、二度寝もしょうがないということにしてほしい。

「あとさんじゅっぷん……」

「長いね三十分。そんなに待ってたら血のシミが落ちなくなるよ」

「ち……、血!?」

　聞き捨てならない単語に、眠気が一気に吹っ飛んだ。ガバッと起き上がって周囲を見み渡わたすと、ベッドからたった二メートルほどしか離れていない場所に、それはあった。

「え、な、なにあれ……」

　掠かすれた声は、何も寝ね起おきばかりが理由じゃない。

　床ゆかに広がる赤黒いシミ。その中心には紐ひものように長く、紐よりも太い、奇き妙みような色の物体。

　寝起きの頭では、すぐには理解できなかった。いや、理解したくなかった。

「蛇へびだね。正確には蛇の死し骸がい」

　サラリと答える声はベッドの下から聞こえてきた。私が寝たあとにもぐり込んだらしい。

　侍女さんがお掃そう除じしてくれるときはどうするつもりなんだろう。と全然関係ないことを考えてしまうのは、ただの現実逃とう避ひでしかない。

「ナイフ、刺ささってる……」

「まあ、さっきまで生きてたし」

「い、生きてた……？」

「うん、そこに置いてある箱からにょろにょろ出てきたよ。ほっといても精霊が守ってくれただろうけど、一応仕留めといた。毒どく蛇へびだから触さわっちゃダメだよ」

「どく、へび……」

　ついでのように告げられた情報に、私は震え上がった。

　のろのろと首を動かして、少し離れたところにある丸テーブルの上の箱を眺める。包装紙に包まれていない、フタの開いた箱。簡単な作りのその箱は、蛇が自分で抜け出すことも難しくはなさそうだった。

「贈おくり物ものの形をとって相手を害そうとするのは貴族社会ではままあることだね。箱を置いたのは侍女だよ。中身があまりよくないものだってことは気づいてただろうね」

「……っ」

　声が詰まった。呼吸がうまくできない。ぎゅっと奥おく歯ばを嚙かみしめて、必死に涙なみだを堪える。目の前まで迫せまっていたリアルな身の危険に、震え出す身体を抱だきしめた。

　以前、言葉が通じなくなったとき、世界に絶望した。世界を呪のろいたくなった。

　けれど私は、あのとき以上の恐きよう怖ふがあることを、今知った。

　こんな、純然たる悪意に。この世界で、ただの一度も晒さらされたことはなかったから。

「おい、お客人」

「……！　王太子……！」

　レットくんのものではない不ふ機き嫌げんそうな声に、私はハッと顔を上げる。うっかり敬けい称しようを抜かして呼んでしまい、王太子は眉間に深く皺を寄せた。

「この事態だ、無礼は許す。それより、こいつらを黙だまらせろ」

　こいつらというのは、耳元で手を払はらう王太子の仕草からして精霊のことだろう。

　私を心配して騒さわいでいるのか、私に迫った危機に王太子を呼びに行ったのか。どちらにしろ、彼がいたところで事態は好転しない。

　もし王太子の眼めの前まえで毒蛇に嚙まれそうになっても、彼は笑って見ていそうな気がする。

「そんなの……私にどうしろって言うんですか」

「馬ば鹿かみたいに笑っていればいいんじゃないか？　得意そうに見えるが」

「私だって、いつでも笑ってられるわけじゃないです……」

　むしろ、こんな状況でどうやって笑えというんだろうか。私を傷つけようとする人間が、すぐ近くにいるというのに。

　毒蛇の毒が、どの程度のものかはわからない。少し苦しむだけか……最悪、死ぬようなものなのか。そこまで考えて、ブルッと身体が勝手に震えた。

「……口ほどにもないな。この程度のことで怖おじ気けづくか」

「この程度、って……！」

　カチンと来て王太子を睨むと、彼は冷たいまなざしで私を見下ろしていた。

「この程度、だろう？　怪け我がはなく、血を浴びてすらいない。どんな害悪が現れようと羽虫がお前を守るだろう。何を臆おくすることがある？」

　認めたくはなかったけれど、王太子の言葉には一理あった。私はまだ何も被ひ害がいを受けてはいない。それでも、恐おそろしくて恐ろしくて、身体の震えが止められない。

　今まで私は、精霊に守ってもらう必要がないほど、徹てつ底てい的てきに危険から遠ざけられていた。隊長さんや砦の隊員さん、使用人の仲間たちによって。

　ちゃんとわかっていた。わかっていた、つもりでいた。私の気づいていないところでも、私はずっと、ずっと──守られていた。

「今ここにお前の味方はいない」

　静かな声だった。冷たく鋭するどい、氷柱のような声だった。

　それは、確実に私の急所を狙う言葉だった。

「ぬるま湯から出してやったんだ。礼を言ってもらいたいくらいだが」

　ああ、本当に。

　あの砦は私にとってぬるま湯だった。

　たった一人で知らない世界に来た私を、優しく温かく包つつみ込こんでくれた場所だった。

　自分がどれだけ恵めぐまれた環かん境きように置かれていたのか、今になって理解する。お礼を言うなら王太子じゃない。ぬるま湯にいることを許してくれた、あの砦の人々だ。

「せいぜい姿の見えない羽虫に守られていればいい。命の心配だけはないだろうよ」

　言いたいことだけを言って、王太子は部屋から出ていってしまった。

　入れ違うようにして入ってきた侍女さんが蛇の死骸を片付けるのを、私はただぼんやりと眺めていた。気づけば掃除は終わっていたので、お礼は言えなかった。

　私がベッドから一歩も動くことなく、朝の事件は幕を閉じた。

「相変わらずいじめっ子だなぁ、王太子サマは」

　侍女さんもいなくなってから、ベッド下でポツリとこぼされた呟き。

　いじめっ子、なるほどいじめっ子。この場にはあまりそぐわないその単語と、こちら側に立ってくれる人の存在に、少しだけ気持ちが軽くなった。

「レットくん……ありがとう」

「はいはーい、どーいたしまして？」

　お礼を告げると、レットくんは軽い口調で返してきた。きっと昨夜と同じようにニッコリ笑っているんだろう。王太子は知らないだけで、私の味方はここにいる。

　でも……それでも、不安は消えてくれない。

　今、本当に傍にいてほしい人は、精霊でもなければ内緒の護衛でもない。

　隊長さんに、会いたい……。




　どこまでも沈んでいく気持ちを、ため息と一緒に外に逃がす。

　気分を変えようと、私は部屋についているシャワー室で汗あせを流した。うさぎのムーさんバスタオルに包まれて、少しだけ呼吸が楽になる。

　着き替がえがあるかわからなかったので、砦から持ってきた服に着替えた。王都の城内の、こんなきれいな部屋に似つかわしくはないけれど仕方ない。持ってきた服で足りなくなったらそのときはそのときだ。

　私が着替え終わったタイミングを見計らったように、侍女さんが食事の準備を始めた。そうして用意された朝食を見て、私はウッと顔を引きつらせた。

　深皿になみなみと入ったトマトスープ。このタイミングで、いじめとしか思えないメニューだ。実際、そういう意図があったとしてもおかしくはない。侍女にしろ護衛にしろ、好意的じゃない空気はヒシヒシと感じるから。

「……ごめんなさい。下げてください」

　しばらくスープと睨めっこしたのち、作ってくれた人に心の中で頭を下げながらそう言った。寸前まで生きていた生物の、床に広がっていた赤を、どうしても連想してしまう。

　それに……と、私は侍女さんたちが部屋を辞してからため息をつく。

　もし、あの朝食に毒が入っていたら。そう考えてしまうと、もう何も口にできなかった。過か剰じよう反応かもしれなくても、それほどあの毒蛇は私にとって青せい天てんの霹へき靂れきだった。

「食事は身体の資本ですー」

　何もする気になれずベッドに寝ね転ころがっていたら、声と共に天てん井じようから人が降ってきた。驚おどろいて飛び上がった私は、すぐにその正体に気づいて、へなへなと脱だつ力りよくする。

　黒茶色の短たん髪ぱつに赤みがかった茶色の瞳。陽の光の元で見るとだいぶ印象は違うものの、少年のような容姿と邪気のない笑みは間違えようがなかった。

　さっきまでベッドの下にいたはずなのに、いつの間に天井裏に移動していたんだろうか。

「レットくん……」

「弱ってるねぇ。ま、無理もないか。よしよし怖かったね」

「心がこもってません……」

「んー、慰なぐさめてあげたいけど、あんなのよりもっと怖いものたくさん知ってるしなー」

　詳くわしくは聞かないほうがよさそうだ。第十一師団──別名隠おん密みつ部隊は、軍の連れん絡らく係というだけでなく、スパイのようなこともすると隊長さんが言っていた。人間社会の闇やみを見てきただろうことは簡単に想像がつく。

「これ、食べる？」

　レットくんはそう言って、紙に包まれた何かを私に差し出した。

　促うながされるままに受け取って開けてみると、白パンに野菜や肉を挟んだサンドイッチだった。見た目は、某ぼう有名なファーストフード店の朝メニューに少し似ている。

「いつの間にこんなものを……」

「ぼくだって食べなきゃ働けないからね。今はずっときみについてるから、お仲間に持ってきてもらってる」

「え、じゃあこれレットくんのご飯ですか？　ダメですよちゃんと食べなきゃ！」

「今はぼくよりきみのことー。ほんと、倒れそうな顔色してるよ？」

　レットくんは無造作に腰こしを折って顔を覗き込んでくる。

　長めの前髪の間から覗く瞳がニィっと細められ、笑みの形になった。

「あとで甘あまいものとかも持ってきてもらうよ。今はとりあえずこれだけで我慢して」

　有う無むを言わせない押しの強さに、私は根負けした。レットくんの瞳がとても優しい色をしているのがいけない。

　サンドイッチに毒が入っている可能性は、欠片も考えなかった。今この状況で、昨夜知り合ったばかりの人に気を許してしまっている自分がなんだか不思議だ。幼さの残る容姿と憎めない雰ふん囲い気き。それにやっぱり、どことなく感じる懐かしさのせいだろうか。

「ありがとう……いただきます」

　お礼を言って、もぐ、と大きく一口。

　サンドイッチは作ってから少し時間が経っているのか、パンは微び妙みようにパサパサ、野菜は若じやつ干かんしんなりとしていて、でも味のついた肉との相あい性しようは最高だった。空腹は最大の調味料とはよく言ったもので、昨日食べたお高そうなディナーよりずっとおいしかった。

　二口三口、四口五口と夢中になって食べていると、だんだん気持ちが上向いていくのを感じた。正確には、上というのとはちょっと違う方向かもしれないけれど。

「……なんか、ムカムカしてきました」

「おー、いつもの調子戻ってきた？」

　人間の身体は案外単純にできていて、空腹状態というだけで悲観的になってしまうこともある。お腹なかが満たされて、現状の理り不ふ尽じんさに腹を立てるだけの余よ裕ゆうが出てきた。

「毒蛇ですよ、毒蛇。ひどくないですか。か弱い乙女おとめにする仕打ちじゃないですよ。しかもやり方が汚きたないです。正々堂々と姿を見せろってんですよ」

「まあまあ、お貴族サマってそういうものだしー？」

「大体、なんで私が狙われなきゃいけないんですか？　歓迎されたいとまでは言いませんけど、仮にも王太子のお客様ってなってるんだから、もっと丁てい重ちようにもてなされるものなんじゃないんですか!?」

　大声を出して侍女さんが来たら困るから、声量は控ひかえめにしながらも興こう奮ふんは収まらない。

　王太子が私だけを連れてきた理由もわからないまま、今度は毒蛇騒そう動どう。

　自じ慢まんじゃないけれど私はあの小隊長さんが認める程度には社交的で、これまでソリが合わない人がいてもどうにか距離を測って付き合ってきた。こんな、わけもわからず一方的に敵意を向けられたことは一度もなかった。

　王太子の意地悪は性格だとしても、侍女と護衛の態度が謎なぞだ。いったい私が何をしたというんだろうか。

「あー……それ、理由知りたい？」

　レットくんは少し困った顔をして、ポリポリと頰ほおを搔かいた。

「理由、ですか？」

「精霊の客人さんが歓迎されてない理由」

「え、なんですかそれ。ちょっと聞くの怖いんですけど」

「じゃ、やめる？」

「やめないでくださいよ！　聞かないほうがもっと怖いです！」

　自分に落ち度があるのか、何か行き違いがあるのか。聞きたくない気持ちもあるけれど、逃げていては先に進めない。それに、理由もなく嫌われるよりはまだ希望がある。

「あのね、〝王太子の寵ちよう姫き〟ってことになってるんだよね」

　レットくんが口にした聞き慣れない言葉に、私は首を傾げる。

「ちょうき。って？」

「王太子の寵ちよう愛あいを受ける姫ひめ君ぎみ」

「……は？」

　目が点になる、とはこういうことを言うのかもしれない。

　ちょうあい。寵愛。でろでろに愛されること。…………私が!?

「しかも、どこの誰かはわからないけど、立ち居振ふる舞まいからして庶しよ民みんのようだ。ともなれば、みんな面おも白しろくないよねぇ」

　一発でバレるほど庶民じみているのは悲しいけれど当然のこと。一般家庭で育って、この世界に来てからも特に必要がなかったから行ぎよう儀ぎ作法なんて習っていない。

　今さらだけれど、王都に行くとわかったときに少しでも教えてもらえばよかった。ドタバタしていてそれどころではなかったとはいえ。

　なんて現実逃避しつつも、私の頭の中は事実無根の情報をもたらされて大混乱中だ。

「ちょ、ま、待って……！　寵愛って、え、あ、愛……!?」

「まー王太子がきみについて何も語ろうとしないからね。口さがないお貴族様の間じゃあ無責任な噂うわさが飛とび交かうよねぇ。王宮じゃぼくらも表立って動けないし」

「わ、わけわかんない……たった一日で……」

　昨日の昼前に来て、ちょうど丸一日。しかも、毒蛇事件は朝だから、昨日のうちにはその噂がもう出回っていたということだ。

　王宮って、おそろしい……。

「王太子が故こ意いに、君に害意が向くよう仕向けたって可能性もある」

　レットくんは真ま面じ目めな顔で、人差し指を私に向けてきた。あまり考えたくはない可能性だけれど、あの王太子ならありえるかもしれないと思ってしまった。

「……私をいじめるために？」

「さあ？　それはわからないけど。最近、ちょっとお妃きさき様周辺も穏おだやかじゃなかったから、お妃様派の中でも過激な人が暴走しちゃったんだろうね」

「……へ」

「ん？　なんか変なこと言った？」

「お、お妃様が……イラッシャルンデスカ……？」

　思わずカタコトになってしまうくらい、激しく動どう揺ようした。

　お妃様とは、妻、奥おくさん、細君などと呼ばれる人のことのはず。

　つまり、王太子は既き婚こん者しや……？　あの、王太子が？

「あれ、知らなかった？　そりゃ王太子だし、もう二十六歳とかだしね。いても何も不思議じゃないでしょ」

　レットくんは、何を今さらとばかりにケロリとしている。

　それはたしかに、この世界の常識ではそうかもしれないけれど。年々晩ばん婚こん化かが進んでいた私の世界では、三十を過ぎても結けつ婚こんしていない人なんていくらでもいた。

　最初にピアスを見たときは既婚者かと思ったけれど、王族の証あかしと聞いたらそれで納得してしまった。まさか既婚者という部分は正しかったなんて思わないじゃないか。

　何より……あんなに性格悪いのに。

　王太子、奥さんいたんかーい!!
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　これはいったい、どういうことなのか……。

　誰だれか私に教えてくれないだろうか。

「紅茶のおかわりはいかが？」

　丸テーブルの向こう側で微笑ほほえんでいらっしゃるのは、この国の王おう太たい子し妃ひ。つまりはあの性しよう悪わる王太子フロスティンの奥おく方がた様だ。彼かの女じよの耳に輝かがやく、王太子の瞳ひとみの色と同じ青い石のピアスが、それを何より如によ実じつに表している。

　本当、どうしてこうなった!?

「えっと、あの……いただきます」

　私がそう言うと、すぐに傍そばにいた王太子妃様の侍じ女じよさんが紅茶を注いでくれた。

　居い心ごこ地ちの悪さに笑え顔がおのまま表情筋が固まっている。カップを持つ手は油を差し忘れたロボットのようにぎこちなくしか動かせない。

　王太子妃様が目の保養になる美人さんだということが、唯ゆい一いつありがたい点だろうか。

「そんなに緊きん張ちようしないで。取って食べたりはしないから」

　くすくすと笑う王太子妃様はとても優ゆう雅がで、女の私から見ても可か憐れんで美しい。

　チョコレートブラウンの髪かみに澄すんだ水色の瞳。王太子のような華はなやかな印象はないけれど、楚そ々そとした立ち居振ふる舞まいはまるで白しら百ゆ合りの花。

　あの性悪王太子ならもっと派手な女性を選びそうなのに、と思ったのは嫌いやみではなくむしろ逆で、それくらい感じのいい女性だった。

　事の起こりは、と説明できるほど私もちゃんとこの状態を理解していない。

　王太子にお妃きさき様がいると知った、その翌日。私の元に、そのお妃様本人からのお茶会の招待状が届いた。最初から拒きよ否ひ権けんのない私は、手紙をじっくりと読む時間すら与あたえられずに侍女さんたちに身体からだを磨みがかれ、着き飾かざらせられた。

　華か美びなドレスは重くて動きにくい。今も、お茶をこぼして汚よごしてしまったらどうしようなんて考えてしまう。

　お茶会は、侍女を除けば王太子妃様と二人っきり。ロマンス小説などで見る、みんなの前で恥はじをかかせてやろう、的な展開はなさそうでほっとする。でも、理由もなくこんな場を設けることもないだろうから、きっと何かしら私に言いたいことがあるはずだ。

「あ、あの……私……」

　王太子妃様がわざわざ私を呼ぶ理由なんて、寵ちよう姫きの噂うわさのことしかないだろう。

　真実を知らない人からすれば、これは本命と浮うわ気き相手のお茶会だ。なんだこの修しゆ羅ら場ば。自分がその当事者だなんて信じたくない。

　王太子と私の間には本当に何もないのだと、今までのことを包つつみ隠かくさず話したい。

　けれどお妃様に対して、まさかあなたの夫が全部悪いんですと言うわけにもいかない。一つでも言葉を間ま違ちがえれば失礼極きわまりないことになりそうで、うかつに口を開けなかった。

「少しの間、二人きりにしてもらえるかしら」

「承知いたしました」

　私がまごまごと口を動かしていると、王太子妃様はそう周りの侍女を下がらせた。あっという間に二人っきりになって、その素す早ばやい展開についていけない。

　誰の目もないところでいったい何を言うつもりだろう。

　一いつ瞬しゆんそう考えて、すぐに自己嫌けん悪おする。……疑いたいわけではないはずなのに。

「ごめんなさいね。他の人がいると、あなたも話しにくいかと思って」

「あ、はい……それはまあ……」

　ほんわりと和なごむような笑えみを向けられて、私は曖あい昧まいに頷うなずくことしかできなかった。

　たしかに侍女さんたちがいると妙みような威い圧あつ感かんがあったけれど、王太子妃様と二人っきりというのもそれはそれで緊張する。

　隊長さんも王族だけれど、それを知ったのはつい最近だ。しかも砦とりででは、誰も身分差を気にせず隊長さんは〝第五師団隊長〟だった。ここは王宮で、見るからに住む世界の違ちがうお上品な空気をまとった王太子妃様を前にして、固くなってしまうのは仕方ない。

「噂のことなら私も、私の侍女も信じていないから気にしないで。どうせまたフロウ様が好き放題にしたのでしょう？」
















　え、と私は目を丸くした。

　フロウ様とは、フロスティン王太子の愛あい称しようだろう。お妃様からはそう呼ばれているらしい。噂を信じずにいてくれたことはありがたいのに、話の早さに戸と惑まどってしまう。

　それならどうして私をこの場に招待したんだろうか。

「また、ですか……？」

「ええ。本当に困った人ね。精せい霊れいの客人を、順序も考えずに連れてくるだなんて」

　悩なやましげに告げられた言葉に、私は今度こそ驚おどろきを隠せなかった。

　私が精霊の客人だと知っているのは、ここでは王太子だけのはずだ。レットくん情報でも、私にまつわる噂はどれも、精霊のせの字も出ていないという話だった。

「王太子様から聞いたんですか？」

「いいえ。あの人は誰にも言わずに一人で動いてしまう人だから」

「じゃあなんで……」

　うまく紡つむげなかった私の問いに、テーブルの向こう側で王太子妃様はきれいに微笑んだ。

「私も、少しだけ精霊の声が聞こえるの。愛めぐみ人ではないけれど、相あい性しようがいいみたいで。フロウ様ももちろんそのことは知っているのだけれど……気づいているとわかっていても自分から話さないのは、きっと後ろめたいんでしょうね」

　なるほど、王太子も精霊の噂で私の存在を知ったと言っていたから、それなら納なつ得とくだ。精霊の愛み人や護まもり人以外でもそういった人がいることは初めて聞いたけれど。

　しかし、王太子は後ろめたいというよりも、後ろ暗いんじゃ……。

　王太子妃様の語る王太子は、私の知っている性悪王太子とは違う人物のように思えた。

「あの、それなら私の正体に気づいている人は、他にもいるんでしょうか？」

「そうね。精霊の愛み人はこの王都にも数えるほどしかいないけれど、私のように時折その声を耳にする人もいますから。ただ……あなたがフロウ様の庇ひ護ごを受け、フロウ様が口を開かない今、王太子を差し置いて物を言える人間はいないわね」

　あ、あの性悪王太子め……!!

　つまり、私が今困った状じよう況きようにいるのは、王太子が私について口をつぐんでいるからだ。彼かれが周りに精霊の客人だと説明してくれれば、こんなことにはならなかった。

　私だけを連れてきたことも、王太子の部屋に転移したことも、全部が私にとって悪いほうに働いている。

　そして……きっと今私が何を言ったところで、王太子の口から語られない以上、誰も聞く耳を持たないんだろう。そう容易に想像がついてしまった。

　改めて、八はつ方ぽう塞ふさがりな状況に立たされているのだと気づかされた。

「私の目が届く範はん囲いでは、あなたに負の感情が向かないよう気を配っているのですけれど。毒どく蛇へびを贈おくられたと聞きました。ごめんなさい、恐おそろしかったでしょう？」

「あの、王太子妃様に謝あやまっていただくことではありません」

「いいえ。私の立場が盤ばん石じやくであれば、あなたに矛ほこ先さきが向くこともなかったのですから」

「そんなことは……！」

　私に彼女の事情はわからない。けれど、優やさしく誠実な人だと少し話しただけでも伝わってきた。それこそ、王太子にはもったいないくらい素す敵てきな女性だと思う。

　まったく、自分の奥おくさんにこんな顔をさせてまで、王太子はいったい何がしたいんだ。

「私にできることは多くないでしょうが……まずは、食べましょう？　昨日は何も召めし上あがらなかったと聞いています」

「あ、それは、その……」

　まさかそんな気き遣づかいをされるとは思っていなくて、うまく反応できなかった。

　昨日も今日もレットくんがご飯をくれたので、実はそれほどひもじい思いはしていない。パンのような運びやすいものしか食べていないから、腹五分目くらいだけれど。

　王太子妃様が敵ではなかったとしても、秘密の護衛の存在までは打ち明けられない。

　慌あわてる私に王太子妃様は何を思ったのか、悲しげに瞳を伏ふせた。

「毒は……本当に恐ろしいものです。あなたが警けい戒かいするのも当然のこと。けれど、食事を取らなければ身体も、心もどんどん弱っていってしまいます」

　それは、その通りだと思う。実際昨日の私は一瞬心が折れかけた。

　持ち直したのはレットくんの存在が大きいけれど、単純な話、お腹なかが満たされたからもあるだろう。

　食生活が心に大きな影えい響きようを及およぼすことは、現代でも実証されている。

「毒蛇は、ほぼ間違いなく王太子妃派の仕し業わざでしょう。それについては本当に申し訳ないのですが、逆に考えれば、私も口にする食事に毒が盛られる心配はありません」

　にっこり、と一転して朗ほがらかに笑う王太子妃様に、思わず目をぱちぱちと瞬またたかせる。

　つまり、動機を逆さか手てに取って対応しようということか。たぶん、王太子妃派の中で私を排はい除じよしようとしていた人たちを牽けん制せいする意味合いもあるんだろう。

「……もしかして、王太子妃様。最初からそのために……」

「王太子妃としても、フロウ様の妻としても、今回の件には責任がありますから。少しでもあなたの心が休まるように取り計らいたいの」

　涼すずやかな水色の瞳には、温かなぬくもりが宿っている。

　思い返せば、先に紅茶を口にしたのも王太子妃様だった。極度の緊張でそこまで頭が回っていなかったけれど、毒を恐れる私の気持ちを汲くんでくれたんだろう。

　テーブルには、お菓か子しだけでなく軽食まで並んでいた。イチゴやトマトなどの赤い食材が見当たらないところにも細やかな配はい慮りよが感じられる。最初から、私に食べさせるためにこの場を設けたのだと、遅おくればせながら気がついた。

「ありがとう……ございます。王太子妃様は、何も悪くないのに……」

　王太子妃様の優しさに、目め頭がしらが熱くなってきた。

　オフィがいて、レットくんもいてくれる。それだけでもありがたかったのに、こうして王太子妃様まで気にかけてくれている。

　私は、たくさんの善意に支えられている。

「ココリア、と呼んでくださいませんか。私もあなたを名前で呼ばせてもらってもいい？」

「あっ、名乗りもしないで失礼しました……！　サクラ、です。サクラ・ミナカミ。お気遣い、ありがとうございます、ココリア様」

　私がそう呼ぶと、ココリア様は、それはそれは美しい微笑みを浮うかべてみせた。

「サクラさん、フロウ様に遠えん慮りよすることはないですからね」

　それは、遠慮しないで歯向かってもいい、とそういうことだろうか。

　ココリア様にとって、王太子は王太子というだけでなく旦だん那な様だ。その上でこの発言は、彼女はどうやら意外と……イイ性格をしてらっしゃるようだ。

　まさかの許可に、私は乾かわいた笑いを浮かべることしかできなかった。
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　優しくて少しお茶目なココリア様とのお茶会は、終始和やかなままお開きとなった。

　部屋に戻もどり、侍女さんの手を借りてドレスを脱ぬぎ、自分の服に着き替かえた。他の着き替がえを出されなかったということは、やっぱり『お前に着せる服はねぇ』ということなんだろう。今回のように豪ごう華かなドレスを着せられても肩かたが凝こるだけだから全然構わないけれど。

　敵意のこもった視線を常に浴びているよりは、放っておいてもらえたほうがずっといい。現在、この部屋には私の他にも、知られてはいけないお客様もいるわけだし。

「だから言ったでしょ、お妃様は大だい丈じよう夫ぶだって」

　侍女さんたちが部屋から出ていって少し、天てん井じようから声と共に人が降ってきた。もちろん、隠おん密みつ部隊のレットくんだ。

　どうでもいいけれど、いやあまりよくないけれど、もしかして着替えも覗のぞかれていたりするんだろうか。私の玉たま肌はだを見ていい男は隊長さんだけなのに。

「そうは言われても、普ふ通つうに考えたら修羅場じゃないですか……」

「まあ、お妃様を知らなかったらそう思ってもしょうがないね」

　王太子妃の存在を知った昨日、軽くどんな人か教えてもらっていた。寵姫の噂は、妃という立場にいる人にとって愉ゆ快かいなものではないだろう。もしや毒蛇は彼女の差し金なのでは……と疑ぎ心しん暗あん鬼きになった私に、レットくんはその可能性をはっきり否定した。

　いくらレットくんのお墨すみつきがあっても、人から聞いただけでは不安はなくならない。そんなタイミングでのお茶会へのご招待ともなればガチガチに緊張していたわけだけれど、実際に会ってみたら疑ぎ惑わくはきれいさっぱり消えてしまった。

　思わず憧あこがれてしまうくらい、ココリア様はきれいで穏おだやかで優しくて、そしてかわいい女性だった。

「王太子夫妻は王族ではちょっと珍めずらしい恋れん愛あい結けつ婚こんなんだ。元々婚約者候補の一人だったんだけど、家柄的には末席でね。でも、二人は他の人にはわからないつながりがあったから、子どもの頃ころから仲がよかったらしいよ」

「つながりって、精霊ですか？」

　まず思い浮かぶのはそれだった。

　王太子は精霊の愛み人で、ココリア様はたまに精霊の声が聞こえる。どっちもとても珍しいことらしいから、特別な絆きずなが生まれても何も不思議はなかった。

「そう。お妃様は愛み人ではないけど、たまに声が聞こえるってだけでもすごいことだしね。婚約者候補に入ってたのはそれが理由ってこともあるんだと思う」

　なるほど、この世界で精霊が重要な立場にいるのはわかっていたけれど、そんなところにまで関わってくるのか。

　オフィしか見えていない私と違って、王太子はいつも精霊に囲まれているようだから、少しでもその感覚を共有できるというのは仲良くなる理由として充じゆう分ぶんだったんだろう。

「二人が子どもの頃のことはぼくも詳くわしくないけど、正式に婚約するとき一騒そう動どうあってね。婚約者候補っていうのはあくまでも内々のものだったから、反対の声も少なくなくてさ。それを押おしきっての婚約に結婚だもの。お二人の絆は固い、ってね」

「へー……あの王太子が……。そんな情熱的な面もあったんですね」

「あったんですよ」

　周囲の反対を押しきって好きな人と結婚するなんて、私の知っている性悪王太子からは想像もつかない。その十分の一でも隊長さんにも優しくしてくれたらいいのに。

　ココリア様を選んだ目はたしかだと思うけれど、それだけで王太子の株が上がるわけではない。

「でも、結婚して三年、まだお世よ継つぎに恵めぐまれてないから、最近ちょっとピリピリしてたんだよね。子どもは授さずかりものだから、しょうがないんだけどね」

「お世継ぎ……そんなところに寵姫って噂が立ったから……」

「そ。ようはタイミングが悪かった。災さい難なんだったねー」

「災難ってレベルなのかな……」

　毒蛇事件はもちろん衝しよう撃げき的てきだったけれど、私がつらい思いをしているのはここ二日ほど。でもココリア様は、王太子妃としてずっとその重圧に耐たえてきたんだろう。

　恋愛結婚なら余計に、子どもができないことはココリア様の心に暗い影かげを落としていたはずだ。タイミングの悪さに妙な罪悪感を覚える。

　それもこれも、王太子が根も葉もない噂を放置しているせいだ。私もココリア様も、王太子妃派の人まで振ふり回まわして。本当に、あの性悪王太子は何がしたいんだろうか。

「でも、精霊の客人さんは大丈夫。なんたって天下無敵な精霊サマがついてるんだからね」

《だからねっ！》

「わっ!?」

　耳元で響ひびいた明るい声に、私はギャグ漫まん画がのように飛び上がる。バクバクと鳴なる胸を押さえる私の周りを、ふわりと一回転したのはオパール色の物体──オフィだった。

「びっくりした……人がいるときに出てくるなんて珍しいね」

《視みえない人と一いつ緒しよだと、お話しするの大変になっちゃうでしょ？　ボクだってちゃんと考えてるんだよ！》

「そっか、ありがとう。でも、ならどうして今……」

　他にも人がいるのに、と思いながらレットくんに目を向けると、彼はニッコリと笑ってみせた。いきなり奇き声せいを発して、姿の見えない誰かと話し始めた私を不ふ審しんがることもなく。

　その様子に、私は一つの可能性に思い至った。

「……もしかして、レットくんって精霊の愛み人か護り人？」

　私の問いかけに、レットくんはオフィをちらりと……そう、見て小首を傾かしげた。

「厳げん密みつには違うかな。でも、似たようなものだよ」

《レットはね、ボクたちとびじねすらいくな関係だよ！》

「そーそー。ぼくたち第十一師団の人間は、みんな精霊と契けい約やくしてるんだ。だから精霊と話せるし、力を借りられる。愛み人や護り人より限定的ではあるけどね」

　ビジネスライク。子どもみたいなオフィにはあまりにも不似合いな言葉だ。

　精霊と契約できるという話は初めて聞いたけれど、精霊と融ゆう合ごうする護り人とはどう違うんだろうか。

「ちなみにこれ、最重要軍事機き密みつだから、ナイショね。精霊は基本、契約とかしないから」

《ナイショー！》

「えええ……そんな大事なことポロッと教えないでくださいよ！」

　人差し指を立ててウインクするレットくんと、私の周りを元気に飛び回るオフィ。あまりの軽さに私は思わず怒ど鳴なってしまった。

　さいじゅうようぐんじきみつ、とは。

　少なくとも、こんなふうに話のついでに聞いていいものじゃないことはわかる。秘密を知られた以上は生かしてはおけないな、と怪あやしい男が出てくる心配をしてしまうのは、フィクションの見すぎだろうか。

「どっちみちいつかは知ることになったと思うよー。そもそも隠密部隊って、精霊の客人のための部隊だしね」

「……それも、最重要軍事機密ですか？」

「うん、もちろん」

　嫌な予感がして尋たずねれば、語ご尾びにハートがつきそうなノリで肯こう定ていされてしまった。ヘリウム並みの軽さで次々と明かされる新事実に目め眩まいがしてくる。

　二の句が継つげない私をよそに、レットくんはオフィに視線を向ける。

「きみはどのくらいの子？」

《んーとね、百が二つと半分くらい》

「え……え？　それって、え、年ねん齢れい……!?」

《ボクたちにはネンレイとかないけど、どれくらい生きてるかだったら、そうだね！》

　つまり、オフィは二百五十年も生きているらしい。子どもっぽさが精霊特有のものだと知っていたのに、それでもまさか人間より長生きしているとは思っていなかった。

「そっか、じゃあもうちょっと前だね」

　レットくんは勝手に一人で納得して、また私に視線を戻した。

「伝説の総隊長って知ってる？」

「えっと……魔ま物ものと七日七夜戦ったとかいう……」

「そうそう、六百年くらい前のことだね。多少は脚きやく色しよくされてるだろうけど、あれ大体実話なんだよ。ただ、総隊長が精霊の護り人で、奥さんは精霊の客人だったってことは一いつ般ぱん的てきには知られてない。二人が力を合わせたら、そりゃあ無む双そうもできるよね」

　隊長さんに聞いていた話からは想像もつかなかった真実に、私は驚けばいいのか感心すればいいのかわからなかった。事実は小説より奇きなり、ということだろうか。

「その二百年後くらいあとにも、クリストラルに精霊の客人が招かれた。でも、保護されるまでに色々大変な目に遭あったらしくて、それを助けたのが総隊長の子孫。昔からある決まりだけだと精霊の客人を守るには難しいってことで、その子孫は第十師団までしかなかった軍に第十一師団──隠密部隊を作ったんだ」

「じゃあ、軍の連れん絡らく係っていうのは……？」

「それももちろんちゃんとしたお役目だよ。自然と各地の情報が集まってくるから、客人が来ればすぐにわかるし、一石二鳥ってわけ」

　なるほど、うまい具合にできている。

　精霊の客人は数十年に一度の頻ひん度どで招かれる。とはいえそれは世界単位の話であって、この国にやってくる頻度はもっとずっと低いはず。メインは連絡係としての仕事で、精霊の客人の保護に関しては、あくまでいざというときの安全装置みたいなものか。

「だから、第十一師団みんなが私の味方って……」

「そう。ずっと陰かげから見守ってたよ。もしあの砦がきみに適さない環かん境きようだったら、もっと早く王都に連れてきてた」

「な、なるほど……新しい情報ばっかりで頭が飽ほう和わしてきました……」

　あまり出来のよくない私の頭は情報過多で若じやつ干かん混乱していた。

　いつ現れるかもわからない精霊の客人のために作られた、隠密部隊。今まであまり意識していなかったけれど、それだけこの世界にとって『精霊の客人』という存在は大きいんだろうか。立場ばかりが独り歩きして、身動きが取れなくなってしまいそうだ。

《サクラ、だいじょうぶ？》

　ぽてん、と声と共にオフィが頭の上に降ってきた。ほとんど重みは感じず、ふわふわとしたものが触ふれている感かん触しよくが面おも白しろい。どうやらオフィは頭を撫なでたいようだけれど、小さすぎて何がなんだかわからない。無条件に気持ちが和んでしまった。

「ほんと、精霊に好かれてるよねぇ」

《レットのことだってちゃんと好きだよ！》

　元気に弾はずむ声からは、たしかにレットくんへの好意が感じられる。精霊の『好き』にどれほどの重みがあるのかは、いまいちわからないけれども。

「まあ、ぼくも精霊の客人の血は引いてるからねぇ」

　え、と私は今度こそ驚きに目を見開いた。

　今聞いた話の中で、一番と言っていいくらい衝撃的だった。口を開けたまま固まった私に、レットくんは頭の後ろで手を組んで、困ったように笑った。

「隠密部隊にはそういう人間が少なくないんだけどね。精霊の客人が精霊と相性がいいように、子孫もその特性を受け継いでることがあるから。ぼくは特に、見た目もちょっと似てるみたいだね」

「それって……もしかして」

「『レット』。ぼくの名前はご先祖様からもらったんだよ。『カンジ』の書き方も知ってる」

　レット。もしも漢字で書くなら烈れつ斗とや烈れつ人とだろうか。

　どことなく、懐なつかしい雰ふん囲い気きを感じ取ってはいた。黒に近い髪や目の色、あまり高くない身長から。少年だとばかり思っていたけれど、単なる童顔という可能性もあったのか。

「ずっと、会いたかったんだ。黒髪黒目、蜜みつ色いろの肌。ぼくのご先祖様の同郷のきみに」

　声は柔やわらかく、瞳は温かかった。

　まるで母を恋こうように、それでいて娘むすめを慈いつくしむように。レットくんのすべてが優しい。

　隠密部隊は精霊の客人の味方だと、言葉よりもずっとわかりやすく伝わってきた。
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　夢を見た。それはとてもたわいのない、穏やかな日常のようで、少しだけ違っていた。

　お父さんがいて、お母さんがいて、お姉ちゃんとお兄ちゃんがいて、ミケがいて。半年ほど前まで当たり前だったはずのそこに、なぜか隊長さんも一緒にいた。

　みんなと一緒に、私はただ、笑っていた。

　温かくて、しあわせで……どうしようもなく切なくなってしまう夢だった。




「顔色悪いね、精霊の客人さん」

　朝食を食べ終え、荷物の中から取り出した本を開いたままぼんやりしていたら、目の前にレットくんが降ってきた。

　ベッドの脇わきに座すわる私を、腰こしをかがめて覗き込んでくる。少年にしか見えない彼は、実は私の二つ年上らしい。日本人の血が入っているにしても童顔すぎやしないだろうか。

「今さらですけど、精霊の客人さんって呼びにくくないですか？　名前でいいですよ！」

「そう？　じゃあサクラちゃん、大丈夫？」

　レットくんは言い直しつつ、今度は明確に問いかけてきた。緩ゆるく微笑みながらも、その瞳は真しん剣けんそのものだ。心配をかけてしまったようで申し訳ない。

「うーん……レットくんから色々聞いたからなのか、ちょっと、夢見がよくて」

「普通逆じゃない？　変なの」

　解げせぬ、と言わんばかりの表情をするレットくんに、私は小さく笑う。自分でも変だとは思うけれど、そうとしか言えないんだからしょうがない。

　久しぶりに見た家族の夢は、明らかにレットくんの秘密を聞いた影響だろう。同郷の血を引いていると言われて、何も思わないほど私はまだ色々と諦あきらめられていなかったようだ。

　未練タラタラ、気持ちはグラグラ。そんな自分を素す直なおに認められるようになったのは、せめてもの進歩と言えるかもしれない。それだって、隊長さんが私の甘あまえを許して、受け止めてくれたからだ。

「これも今さらですけど、ずっと私についてていいんですか？　他のお仕事とか……」

「隠密部隊は精霊の客人のための部隊だって、昨日も言ったでしょ。最優先事じ項こうほっぽって他の仕事になんか行けないよ」

「それ、まだ実感がないんですよねぇ……」

　正直、私の精霊の客人としての能力は、自動翻ほん訳やく機能くらい。オフィ以外の精霊が見えていないことが関係しているのか、単純に自覚が足りないだけなのか。どちらにしても、私を守るためにいるという部隊の話を、すんなり飲のみ込こむのは無理な話だ。

「一人になりたい、ってご要望なら、聞くのもやぶさかじゃないけど？」

　ニンマリと笑うレットくんの頭に、尖とがった黒い耳が見えるのは私だけだろうか。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの隠密部隊に、下へ手たなごまかしはするだけ無む駄だだったようだ。

「……なんか、意地悪じゃないですかその言い方」

「図星だった？」

　そう言われて正直に頷く人間がどれだけいるというのか。

　押おし黙だまった私に、我わが意を得たりとばかりにレットくんは笑みを深めた。

「きみは知らないだろうけどさ、ぼくほんとずっときみのこと見てたんだよ。砦にいなかったことも多いし、砦でもある程度のプライバシーは守るようにしてたけど。だから、きみのことはきみが思ってる以上に知ってるし、今のきみがちょっと不思議」

「不思議……ですか？」

「砦にいたときのきみはさ、もっと自由だった。自分のしたいことしてたし、毎日楽しそうだった。もちろん、空から元げん気きのときもあっただろうけど」

　すべて見てきたかのように語るレットくんは、いったいどこまで知っているのか。

　隊長さんと恋こい人びとになるまでのあれこれ。仕事や休きゆう憩けい時間の日常風景。町に行って結婚式のお手伝いをしたり……隊長さんの腕うでの中で大泣きしたこともあった。

　空元気は否定できない。少し前までは、自分の気持ちからも目を背そむけていた。

　それでも私は、そんな愚ぐ行こうも含ふくめて〝自分のしたいようにしていた〟んだと思う。

「いつものサクラちゃんなら、王太子に文句言いに行ったり、舐なめきってる侍女にケンカ売ったり、自分は精霊の客人だーって暴ばく露ろしたりしそうなのにな。別に鎖くさりにつながれてるわけでもないのに、なんでおとなしくしてるんだろって、不思議」

　隊長さんと引ひき離はなされて、王都に連れてこられて今日で四日目。王太子に言いたいことは山ほどある。侍女さんたちの態度には多少なりともムッとしているし、精霊の客人としてならもっと丁てい重ちように扱あつかってもらえるんじゃと思ったりもした。

　でも、何も行動には移さなかった。強制的なココリア様とのお茶会以外、部屋から一歩も出なかった。それがレットくんには、私らしくないように見えたようだ。

　部屋にこもるのは、何もこれが初めてのことじゃない。

　レットくんも知っているだろうけれど、私がこの世界に来た当初、一週間以上も隊長さんの部屋に匿かくまわれていた。あのとき砦にいたのは、戦せん闘とう直後の気が立った隊員さんたち。貞てい操そうの保障ができないと言われたら、唯一の安全地帯で過ごす他なかった。

　そんな状況でも、私は好きなことをしていた。行動の制限はあっても、心は自由だった。ここにいれば安心だと素直に信じ、非日常にドキドキしてすらいた。

　今と似たような状況のはずなのに、今とはまったく違った。

　違うのは……隊長さんが、いるかいないか。

　ああ、そうか。当たり前のことに、当たり前すぎて気づいていなかった。

　きっと、私は。

「……こわいから、かな」

「こわい？」

　子どものように首を傾げるレットくんに、私は苦にがく微笑んでみせた。

「私、自分で思ってた以上に子どもだったんですよ。一人じゃ、何もできないくらい」

　隊長さんがいないから。そのままの私を見てくれて、受け入れてくれる人が、ここにはいないから。

　たったそれだけで、私は私らしく行動することができなくなってしまう。

　未知に怯おびえなかったのは、何かあれば隊長さんが守ってくれるとわかっていたから。人との衝しよう突とつを恐れなかったのは、隊長さんが公平な目で見てくれると知っていたから。

　私がこの世界でも私のままでいられたのは、隊長さんのおかげだった。そんな簡単なことに、隊長さんと離ればなれになって初めて気づいた。

「きみが少しくらい無茶したって、ぼくたちでフォローできるのになぁ。何かしでかしてくれたほうが面白いのに。やっぱ第五の隊長さんじゃなきゃダメかぁ」

「うん、ダメみたいです」

「そっか、じゃあしょーがないね。今日はしばらく一人にしてあげる」

　レットくんは気分を害した様子はなく、軽い調子でそう言った。守ってもらっている立場なのに、引き下がってくれたことにほっとする私は、本当に自分勝手だ。

「……レットくんがいてくれて、よかったって思ってるのも本当なんですよ」

　何を言っても意味はないとわかっていながら、言い訳のようにつけ足してしまった。

　一人じゃない、味方がいるという事実は大きい。おかげで私はどうにか震ふるえそうになる両足を踏ふん張ばっていられる。

　でもそれは、隊長さんが与えてくれる絶対の安心感には程ほど遠とおい。

「うん、知ってる」

　レットくんはかわいらしい笑顔を置き土産みやげにして、ササッと天井裏に消えていった。

　私のわがままを笑って許してくれるレットくんは、本当にいい人だ。彼に限らず、私はこの世界で優しい人たちに支えられながら、今まで満足にお返しもできていない。

　いつになったら私は、優しさに優しさを返せる人間になれるんだろう。誠意に誠意で応えられる人間になれるんだろう。

　……少なくとも、家族の夢を見て心を揺ゆらしているうちは、きっと無理だ。

　本当に、不思議な夢だった。

　リビングに、両親と姉と兄に猫ねこのミケ、それから姉の旦那さん。そして、当然のように場に馴な染じんで談だん笑しようしていた隊長さん。家族と隊長さんが一緒にいても、少しも違い和わ感かんを覚えなかった。そもそも夢とはそういうものだけれど。

　ラフなセーターを着た隊長さんはいつも通り格好よくて、軍人にも魔ま法ほうを使える人にも見えなくて。まるで……ずっと昔から日本に暮らしている外人さんのようだった。

　家族の夢は、もう何度となく見ている。人間の脳は案外単純にできていて、気にかかっているものや印象に残っているものが夢に反映される。大好きな家族と大好きな隊長さんが一緒に夢に出てきたことも、そう考えれば何も不思議ではないのかもしれない。

　それに……きっとあれは、私の一つの願望だ。

　どちらも大事で、どちらも選べなくて、迷っている私の心が見せた幻げん想そう。

　小さなため息をこぼし、持っていたままの本に栞しおりを挟はさもうとして、手が止まった。栞に使われている押おし花ばなは、パルラさんの結婚式でもらったブーケの一部だ。元は純白だったはずの花は乾いて色が変わり、少しずつ褪あせていく記き憶おくの中の結婚式を思い起こさせる。

『いっぱい泣いて、それからまた太陽のような笑顔を見せてください』

　お姉ちゃんの結婚式での言葉は、しっかりと胸に刻まれている。けれど、この世界で私の涙なみだを受け止めてくれる人は、今ここにいない。だから、ぐっと堪たえるしかない。

「隊長さんは、私がいなくて泣いちゃわないかなぁ」

　今頃、必死で王都に向かってきてくれているだろう恋人を思い浮かべる。

　きっと心配してくれているだろう。守るという約束を反ほ故ごにしてしまって申し訳なくも思っていそうだ。

　でも、私がいないからと寂さびしくて泣く隊長さんはどうにも想像がつかない。それは薄はく情じようだからではなく、泣いている暇ひまがあれば即そく座ざに行動に起こすような人だと思うから。

　隊長さんは、芯しんのしっかりした大人の男性だ。……私と違って。

「私は……泣きそうだよ……」

　思った以上に涙混じりで掠かすれた声が出て、ごまかすようにパチパチと瞬まばたきを繰くり返かえす。今泣いてしまったら、もう二度と立ち上がれなくなりそうで怖こわかった。

　雛ひな鳥どりのように隊長さんに依い存ぞんしてしまっている自覚はある。私は恋人を待っているのか、庇護者を待っているのか。それすらも自分では判別できない。

　この世界に来てからずっと傍にいて、守ってくれた人。こうして引き離され、寂しくて不安で仕方がないのは、隊長さんが好きだからという単純な想おもいだけではなくて。冷たい風の吹ふくこの王宮で、絶対的な味方が欲ほしいから。

　……本当に私は、打算的で、ずるい人間だ。

「隊長さん……」

　はやく、はやく来てほしい。前の向き方を思い出せなくなる前に。

　ゆらゆらと揺れる心ごと、もやもやと広がる悩みごと、隊長さんのガッシリとした腕で包つつみ込こんでほしい。

　首から下げている桜のペンダントを、ぎゅっと握にぎり込こんだ。

「つまらんな」

　この部屋にいてはいけない人の声がして、私はバッと顔を上げた。

　当然、そこにいたのは隊長さんではなく、隊長さんよりも派手な金の髪と、鮮あざやかな青い瞳の血けつ縁えん者しや……王太子殿でん下か、だった。

「なんでここに……ど、どうやって……」

「直接飛んできただけだ。周囲に知られれば面めん倒どうもあるからな」

　また精霊の道とやらを利用したんだろうか。王太子の寵姫という噂が囁ささやかれている今、たしかに王太子が堂々と訪ねてきたら色々と面倒なことになりそうだ。

「グレイスが目をかけているからどんな女かと思えば、ただの甘ったれか。……余興にもならなかったな」

　明らかな嘲あざけりを含んだ言葉に、瞬しゆん間かん的てきに怒いかりがわいた。

「私は……！　王太子様の暇つぶしのために存在しているわけではありません！」

「ならば、なんのためにここにいる。他人に依存するためか。他人に機き嫌げんを取ってもらうためか」

「違ちが……」

　否定しようとして、けれど二の句が告げなかった。

　王太子の言う『ここ』は、たぶん王都のことじゃない。この世界のことだろう。

　精霊の客人として、この世界にいる意味。そんなものは私が聞きたい。

　精霊の気まぐれで連れてこられ、私は私なりにこの世界で居場所を得るために努力した。これ以上、王太子は私に何を望むというんだろう。

　冬の空のように冷たい瞳が、私を見下ろしている。噓うそもごまかしも許さない瞳だ。血縁だと気づけなかったほど似ていないのに、そんなところだけそっくりだなんて。

　そんなはずはないのに、隊長さんに責められているような心ここ地ちになってきてしまう。

「お前はグレイスにとって枷かせにしかならない」

「……っ」

　淡たん々たんとした声は、毒のように全身を巡めぐっていく。

　彼の言葉は的を射ている。今まで隊長さんに与えられてばかりで、私は隊長さんに何も返せていない。隊長さんの望む『見返り』すら、あげられるかどうかわからない。

　私は……隊長さんにとって……

『お前が、ここを俺おれの逃げ場ば所しよから、居場所に変えてくれた』

　ふと、隊長さんの言葉が耳に蘇よみがえる。

　王族という立場が枷だと言っていた隊長さん。逃げた先が軍だったと。何も知らない私の考えなしな言葉に、救われたと。

『隊長は君と出会って、恋こいをして、生いき抜ぬく覚かく悟ごを手に入れたんだ』

　小隊長さんもそう言っていた。

　覚悟を決めた隊長さんは、きっと私と出会う前よりも身軽じゃない。自分と隊員、それから私。みんなの分の命を背負って、それでもしっかりと前を向いている。どんなに重くても、隊長さんはもうそれを手放さないだろう。

　なら、私は……。

「枷、かもしれません。でも、それが隊長さんにとって必要な枷なら、私は隊長さんの枷になります」

「必要でなければ？」

「それは、隊長さんが決めることだから。隊長さんがいらないって言うまで、傍にいます」

　心配症な隊長さんは、私を一人になんてできないだろう。私を守ろうとすることは、たしかに隊長さんにとって枷でもあるのかもしれない。

　それでも、隊長さんはきっと喜んでその枷を背負ってくれる。

『お前を守る役目を、他の者に譲ゆずるつもりはない』

　王太子が砦にやってきた日に言ってくれた、その言葉通りに。

「王太子様はあの砦をぬるま湯だっておっしゃいましたけど、身体をリラックスさせるためには、ぬるま湯での全身浴がオススメなんですよ」

「は？」

　唐とう突とつに話を変えると、王太子は虚きよを衝つかれたのか間ま抜ぬけな声をもらした。それから、眉み間けんに深い皺しわを刻んで私を睨にらむ。

　怖い顔をした王太子に、私はにっこりと笑ってみせる。

「私にとっては、必要なぬるま湯だったんです。きっと隊長さんにとっての私も」

　私はあの砦で居場所を得てからここに連れてこられて、どうにか踏ん張って立っている。隊長さんは私を拠より所どころとして、守る覚悟、生き抜く覚悟を決めた。

　私が隊長さんを救っただなんて、そんな大それたことをした覚えはない。正直、隊長さんは女の趣しゆ味みが悪いのではと思ったりもする。

　それでも隊長さんが私を望んでくれたなら、きっと私の存在に意味はあったんだろう。自分を信じられなくても、隊長さんの私への想いだけは、信じられる。

「……反はん抗こう的てきな目だな。癪しやくに障さわる。それだけグレイスに甘やかされてきたということか」

「そうですね、グレイスさんは私にとっても優しかった」

「私に惚気のろけけるつもりか？」

「聞きたいならいくらでも話しますよ」

　そんな軽口が叩たたけるくらいには、少しだけいつもの調子が戻ってきたような気がする。隊長さんの夢を見て元気がなくなったり、隊長さんの言葉を思い出して元気になったり。影響力が半端ないけれど、大好きな人なんだから当然だ。

「……本当に、グレイスはこんな女のどこがいいんだか」

「それは本人に聞いてください。私も知りたいです」

　本当に。私は全然できた人間じゃないし、ちゃらんぽらんで、いつもその場のノリと勢いで生きている。隊長さんには今まで迷めい惑わくしかかけていない。

　小隊長さんはバランスが取れていると言っていたけれど、隊長さんと私は月とスッポン並みに凸でこ凹ぼこカップルだと思う。あばたもえくぼというなら、隊長さんの目には私の何がえくぼに見えているんだろうか。一度詳しく聞かせてほしいところだ。

「……認めたわけじゃない」

　少しの沈ちん黙もくののち、王太子は小さな声で、そんな呟つぶやきを落とした。

「だが、これ以上は邪じや魔まもしない」

「何をですか？」

　理解が追いつかずに聞き返す私に、王太子はこれみよがしにため息をついた。

「馬に蹴けられたくはないからな」

　そう言ったかと思うと、王太子は背を向けて扉とびらのほうへと歩いていく。そのまま数歩進んだところで、まるで煙けむりが風に搔かき消けされるように、王太子の姿は消えてしまった。

　精霊の道を使ったんだろうけれど、魔法と違い光や陣じんなどの前振りが何もなかったので、気持ちの準備をさせてもらえなかった。

「……つまり、何？」

　一人残された私は、そう首を傾げることしかできなかった。

　姿を現したときと同じように唐突に消えてしまった王太子は、いったい何がしたかったんだろう。何を言いたくて私を訪ねてきたんだろう。

　よくわからないまま過ぎ去った嵐あらしにポカンとしていたけれど、疑問に答えてくれる人はどこにもいない。気持ちを推おし量はかれるほど王太子のことを知っているわけでもないから、考えるだけ無駄というもの。

　そう結論づけて、私は倒たおれるようにベッドに寝ね転ころがった。

　行ぎよう儀ぎ悪くごろごろと寝返りを打っても、誰にも怒おこられない。レットくんが見ている可能性はあるけれど、一人にしてあげると言った以上出てくることはないだろう。

「そういえば……」

　ふと、今さらすぎる疑問が頭をもたげてきた。

　精霊の声が聞こえる王太子は、こっそり私を守ってくれているレットくんのことをどう思っているんだろう。ここ数日、まったく触れられないことが不思議で仕方ない。

　毒蛇事件のとき、ここに私の味方はいないと王太子は言っていたけれど、今思えば、レットくんの存在を知っていたらそんな言葉は出てこなかったんじゃないだろうか。

　千の耳を持つと呼ばれているわりに、実はそれほど情報通でもないのかもしれない。

「まあ……どうでもいいんだけど」

　ベッドの上をごろりんと転がって、ため息をつく。手の届く範囲に置いてあったうさぎのムーさんバスタオルを頭から被かぶって、小さく小さく丸まった。
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　ぺしぺし、ぺしぺし。

　頰ほおに感じる軽くて小さな衝撃に、ゆっくりと意識が浮ふ上じようする。

《サクラー、サークーラ！》

「うう……おふぃ……？」

　目をこすりながら起き上がると、窓の外が薄うす暗ぐらくなっていた。どうやらあのまま深く寝入ってしまっていたらしい。昼前から日暮れまで一度も目を覚まさなかったなんて、私の身体はどれだけ休息を欲ほつしていたんだろう。おかげで昼食を食べ損そこねてしまった。

　ここ数日ずっと気を張っている上に、王太子との会話で色々と消しよう耗もうしたからだろうか。

《サークラ！　来たよ！》

「あ、オフィ。いらっしゃい」

　目の前にふよふよと浮いているオフィに笑いかける。あのぺしぺしはオフィの平手だろうか。投げたポップコーンを口で受け取り損ねてぶつかったような軽すぎる衝撃だった。

　レットくんもお昼には私を起こしてくれてもよかったのに。一人にさせてくれた優しさもわかるから、文句は言えない。

《うん、いらっしゃい！　やっとだね！》

「ん……？　何が？」

　異様にテンションの高いオフィが私の周囲をくるくると楽しそうに回る。寝起きで頭が働いていない私にその理由がわかるわけもない。せめて主語はつけてほしい。対精霊用翻訳機能を持たない人間からのお願いだ。

《もうダイジョーブ。サクラもフルーオーフィシディエンも元気出して！》

　そうは言われても……。あくびをしながら首を傾げる私の腕に、オフィはコアラが木に抱だきつくようにくっついてきた。

《サクラがずっと待ってた人が来たよ！》

「え──」

　私は、言葉を失った。それが誰を指しているのかなんて、私が一番知っているから。

《今すぐ会いたいでしょ？　連れてってあげる！　ピョーンって一瞬だよ》

　会いたい。会いたくないわけがない。ずっと、ずっと待っていた。

《あ、サクラ!?》

　オフィの驚く声も気に留とめず、私は素早くベッドから下りて扉に向かう。

　この数日、ただ流されるだけだった。知らない土地でいつもの自分のペースを保てずに、心が折れないよう耐えることしかできなかった。

「オフィ、ごめん！」

　初めて、自分の手で、自分の意志で扉を開ける。自分の足で、隊長さんに会いに行く。

　知らない場所でも、その先に隊長さんが待っていると思えば少しも怖くなかった。どこにいるのか知らないはずなのに、迷いなく進むことができるのは、私の中のフルーが誘ゆう導どうしてくれているのかもしれない。

　不思議なほど身体が軽くて、走り続けているのに疲つかれを感じなかった。はやく、はやく隊長さんに会いたい。それだけで頭がいっぱいだった。

「君、ちょっと待ちなさい！」

　警備の人に止められても、私は先に進むことしか考えられなかった。人が増えてきて、手を摑つかまれたところで、ふふっとかわいらしい笑い声が聞こえた。

《まったくしょうがないなぁ、サクラは》

「オフィ！」

「ついでに、ぼくもいるよん」

「レットくん！」

　私を摑んだ人の手を捻ひねり上げながら、レットくんはウインクした。オフィは不思議な力を使ったらしく、急に警備の人が鈍どん足そくになった。

「フォローするって、言ったでしょ」

《オキャクサマの自由は、ボクたちが守るよ！》

「ありがとうございます……！」

　二人にお礼を告げて、私は前だけを見み据すえて廊ろう下かを駆かける。

　目指す先には、大きな扉があった。扉の両りよう隣どなりにいた警備の人も私を止めることはできない。大きな扉が、ひとりでに開いていく。

　そして……その先には。

「たい、ちょ……」

　ずっと、ずっと求めていた姿が、そこにあった。

　軍服の上にマントをまとった隊長さんは、警戒した様子から一転、驚きに目を見開いた。青みを帯びた、大好きな瞳が、まっすぐ私を映している。

　隊長さん以外のものは何も目に入らない。ここがどこか、なぜ隊長さんがこんなに早く王都にいるのか、何も考えられない。今、そこに隊長さんがいる事実だけがすべて。

「……サクラ？」

　呆ぼう然ぜんとしたように、小さな小さな声で私の名前を紡ぐ。

　ずっと聞きたかった声だった。ずっと隊長さんに名前を呼んでほしかった。

　ずっと、ずっと私は──

「隊長さんっ……！」

　ずっと、隊長さんに、ただ抱きしめてほしかった。

　がむしゃらに距きよ離りを縮め、勢いよくその胸に飛とび込こんだ。不意打ちだったのか隊長さんは尻しりもちをついたけれど、構わずぎゅうっとしがみつく。

　すごく久しぶりに思えるぬくもりに心の底から安あん堵どする。ふかふかの毛布に包まれながらまどろむように、身体も気持ちも柔らかく解ほどけていく。

　幸せをカップで表すなら、ほかほかのココアを一気に注がれたかのよう。満たされすぎてあふれた分が、私の目からこぼれていく。それは、隊長さんにしか与えられないもの。

「無事で、よかった……」

　安堵の吐と息いきと共に、呟きが落とされた。

　大きく温かな手がそっと私を抱き寄せて、頭を撫でる。いつもの隊長さんの仕草に、いつもの隊長さんの声。ぬくもり。手。優しさ。

　たった数日。けれど永遠にも感じられる数日だった。

　ようやく私はこの腕の中に〝帰ってきた〟。




　この世界に来て、家族も友人も、故郷も失って、心に大きな穴が空あいたようだった。それはどれだけ隊長さんのことが好きでも、彼一人では埋うめられないものだと思っていた。

　でも、気づけば心にぽっかり空いた穴は、隊長さんの形をしていた。

　きれいにきれいに、すっぽりと私の穴を埋めてくれる存在は、グレイスさんしかいない。

　そう、ストンと答えが降ってきた。










[image: ]




「無事で、よかった……」

　隊長さんの声の優やさしさに、余計に涙なみだが止まらなくなった。数日しか離はなれていなかったはずなのに、全然、隊長さんが足りない。ずっとこうしていたかった。

「が……すまない、サクラ。少し離れてくれるか」

　けれど現実は無情だ。そう言って隊長さんは私の肩かたをそっと押おし、距きよ離りを取る。

　仕方なく離れて、なんの気なしに周囲を見み渡わたして──私は目を点にした。

「え、あ……って、え……？」

　ここ、ドコ。あれ、ダレ。

　何段も高い位置に座すわっている豪ごう華かな衣い装しようを着てお髭ひげをたくわえたオジサマと、その隣となりには憎にくき王太子。私たちの周囲にはこれまた上品なオジサマ方。

　どうやらここは王様に謁えつ見けんするための部屋らしいと、遅おくればせながら理解した。

「よいよい、感動の再会とあれば多少の無礼も許す」

「王太子様……？」

　王太子はこれ以上ないほど愉ゆ快かいげに口の端はしを歪ゆがめていた。

「ここへ誘いざなったのは彼かれらであろう？　精せい霊れいの気まぐれに振ふり回まわされる苦労、私も身に覚えがあるというもの。精霊の客人ともなれば彼らも一層賑にぎやかしかろう」

　彼の発言に、「精霊の客人……!?」と周囲がざわめきを増した。今になってなぜいきなり私の立場を暴ばく露ろするのか、王太子の思おも惑わくが読めない。

「フロスティン、話せ」

「申し訳ありません、父上。他でもないグレイスからの頼たのみでしたので、今になるまでお伝えできずにいたこと、お許しください」

　父上。王太子は髭のオジサマを父上と言った。王太子は国王の一人息子むすこだと聞いたから、つまり彼が……この国の、王様。

「そこな女性は、精霊に招かれ異界よりやってきた、精霊の客人。ジェイロの砦とりでに現れ、グレイスに保護されていたのですが、報告に行いき違ちがいがあったのか議会に話が通らなかったようです。なればとグレイスは彼かの女じよを王都に連れて行こうとしましたが、見ればわかる通り可か憐れんな乙女おとめ。旅などしたこともない彼女に無理をさせぬよう、私が直じき々じきに迎むかえに行き、彼女を保護していたのです」

　当事者の私すら一いつ瞬しゆん騙だまされそうになるほど、王太子の発言は堂々としていた。

　私が精霊の客人であること、ジェイロの砦にいたこと、議会に話が通っていなかったこと。半分は合っている。むしろ半分しか合っていない。

　悪びれることなく噓うそをつく王太子に、開いた口が塞ふさがらない。

「グレイスも共に来ればよかったであろう」

「どうせ休きゆう暇かを取るのなら付近の町を見て回りたいと。真ま面じ目めな男ですから」

　疑問の声を上げる国王に、王太子は暗記した台本でも読むかのようにスラスラと答える。

「なぜ、黙だまっていた」

「後見人について、グレイスの到とう着ちやくより前に議会へ上がり、万が一があってはグレイスに恨うらまれてしまいます。惹ひかれ合う男女を引ひき裂さく趣しゆ味みは私にはありませんので」

　よく言うわ!!　と叫さけび出さなかっただけ褒ほめてほしい。惹かれ合う男女を積極的に引き裂いたのはどこの誰だれだ。

「グレイスよ、相そう違いないか」

「……はっ」

「お客人、そなたは？」

「は、はい！　間ま違ちがいありません！」

　王様に矛ほこ先さきを向けられ、ピシリと直立して答える。隊長さんが肯こう定ていするなら、きっとそうしておいたほうがいい理由があるんだろう。知らない人ばかりのこの場で、隊長さんとの足並みは揃そろえておかなければいけない。

「しっ、失礼ながらお聞かせください！」

　周囲にいた人の中の一人が声を上げると、王太子はその男性をギロリと睨にらみ据すえた。

「父上の許しも得ずになんだ」

「よい。申せ」

　国王の許しを得たことで少しだけ落ち着きを取とり戻もどした男性は、けれどまだオロオロとした様子を隠かくせないまま、何度も口を開いては閉じてを繰くり返かえす。

「そこな女性は……その、王太子殿でん下かの良き人なのでは……？」

「今の話を聞いていなかったか？　私はグレイスに頼まれ一時的に保護していただけのこと。私の愛する女性はただ一人、妃きさきだけだと皆みなも当然わかっていると思っていたが」

　王太子は、蛙かえるを締しめ上あげる蛇へびのように邪じや悪あくな笑えみを浮うかべていた。聞きようによっては惚のろ気けでしかないはずなのに、彼が言うと嫌いやみにしか思えない。

「こ、これは愚ぐにもつかぬことを申しました。どうぞお忘れください……」

　大量の冷ひや汗あせを搔かきながら、発言した人は小さく縮こまりながら後ろに下がった。気の毒だけれど、王太子に口で勝つのは至難の業わざだろう。

　質問の内容からしてこの男性が私に嫌がらせをした人である可能性もあることを考えると、あまり素す直なおに同情もできない。

「父上、グレイスは長旅で疲つかれているでしょう。これで終しまいにしては」

　王太子は、あくまで隊長さんを気き遣づかう体ていで話を畳たたみ始めた。

「そうだな。……お客人は、どうする」

「私はあくまでグレイスが来るまで預かっていただけですから。タイラルドの屋や敷しきのほうが、知る者のいない王宮よりもずっといいでしょう」

「二人も、それでよいか」

「……はい」

「え、あ、はい！」

　少しも話についていけない中で、気づけば私のお引ひっ越こしが決まりかけていた。

　もちろん私もそのほうがうれしいから力強く頷うなずくけれど、こうも王太子の思うように話が進むと、面おも白しろくない気持ちもわいてくる。だからといって、王様の前で抗こう議ぎできるほど度胸があるわけでもないのが悲しいところだ。

「そのまま連れて行くといい。荷物はのちほど送らせよう」

　王太子は私たちにそう指示を出し、それから……ニヤリ、と口角を上げた。

「ああ……そこに落ちているものだけは拾っていけ」

　ぎ、ぎゃ────!!

　王様の前にバスタオル持参でやってきた人間は、きっと私が最初で最後だろう……。
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　あれよという間に王宮を出て、隊長さんと一いつ緒しよに馬に乗って城を離れる。

　初めて外から見た城はすごく大きくて、数日間あの中で寝ね泊とまりしていたことが信じられなかった。

　展開についていけていない私は、ぼんやりしながら隊長さんにもたれかかる。

　馬に乗るのも初めてで、こんなに揺ゆれるものだとは知らなかったけれど、歩みがゆっくりな上、隊長さんがしっかり抱だいてくれているので落ちる心配はなさそうだ。

　スー、ハー。隊長さんの胸に顔をうずめて息を吸うと、大好きな人の匂においがした。

「……何をしている」

「ちょっと隊長さん成分を体内に取とり込こもうと……」

　正直に答えれば、隊長さんは深く深くため息をついた。

「…………変わっていないようで何よりだ」

「そりゃあ変わりませんよ。私は私ですからね！」

　むしろ、隊長さんが来てくれたからこそ、いつもの私が完全復活したとも言う。あれだけ参っていたのが噓のようだ。今ならなんでもできるような気がした。

「レットから大体のことは聞いている。怖こわかっただろう」

　毒どく蛇へび事件に、王太子の数々の暴言、侍じ女じよや護衛の冷たい瞳ひとみ。隊長さんのいない数日間、本当に色んなことがあった。

　怖かったけれど、何度も泣きたくなったけれど。

　私をうかがう気遣わしげな灰色の瞳に、ふっと心が軽くなる。……うん。

「怖かったです。でも、隊長さんが来てくれたから、もう大だい丈じよう夫ぶです」

「……そうか」

　隊長さんは一つ頷き、ぽんぽん、と頭を撫なでてくれた。その手がとても優しくて、胸がぎゅうっと握にぎられたように苦しくなる。

　うれしくて、幸せで、泣いてしまいそうだ。

　私は今までずっと、隊長さんの優しさを当たり前のもののように受け取っていた。

　隊長さんは優しすぎると、どうしてそんなに優しくしてくれるのかと。そう思いながらも、それがなくなってしまうことを考えたことがなかった。大切に、できていなかった。

　王宮に来て、隊長さんと離ればなれになって、ようやくそのことに気づけた。王太子に感謝をするつもりはないけれど、それだけは結果的によかったのかもしれない。

「遅おそくなってすまない」

「え、むしろすごく早くてビックリしましたよ？　砦から王都まで五日かかるって言ってませんでしたっけ？」

　ずいぶん長く感じた数日だったけれど、実際には王宮に三泊ぱくしかしていない。あと二日はかかると思っていたから、隊長さんの姿を見たときは夢の続きかと思った。

「全力で馬を駆かければ多少短縮はできる。馬にはだいぶ無理をさせたが……それよりも、お前が心配だった」

「へへ……ありがとうございます。おかげで元気いっぱいです」

　隊長さんに体重をかけながら広い胸にすりつく。恋こいしかったぬくもりがすぐ傍そばにある喜びが、全身に満ちていく。

　一日千秋の思いとはきっとこういうことだ。

　私はずっと、ずっと隊長さんを待ち望んでいた。

「グレイスさん」

「……なんだ」

　名前を呼ぶと、返事がある。それだけでうれしい。そんなことが、本当に、心の底からうれしかった。

「グレイスさん、グレイスさん……グレイス」

　気持ちがあふれるに任せて、何度も何度も音にする。愛いとしい人の名前を呼べる幸福を、どうして私は今まで躊ちゆう躇ちよしていたんだろう。

　私の名前が春を知らせる花と同じであるように、きっと隊長さんの名前にも意味があるんだろう。この世界の言葉で、両親の思いのこもった彼の名前の由来を、ただ純じゆん粋すいに知りたいと思った。

　きっと私は、隊長さんを構成するものすべてを好きになれる。

「……サクラ」

　小さな声で、隊長さんも私の名前を呼んでくれた。

　まるで愛の告白のように、甘あまく柔やわらかく私の心を溶とかした。




　そうして、隊長さんの実家にやってきたわけなんですけれども。

「こちらはサクラ・ミナカミ。精霊の客人だ。ジェイロの砦に現れ、しばらく保護していた縁えんで、後見人の件が決まるまでうちで預かることになった」

　隊長さんが家族にした私の紹しよう介かいは、こんな味も素っ気もないものだった。

　え、それだけ？　と私が思ってしまったのは仕方ないと思う。数日ぶりに再会して愛を確かめ合ったばかりで、最高潮に高まっていた恋こい心ごころに冷水をぶっかけられた気分だ。

「精霊の客人……!?　それって、北の皇こう妃ひ様と同じ!?」

「ああ」

「え、そんな……まさか、あの、実物にお会いできるなんて……」

　よくはわからないけれど、隊長さんの妹さんは驚おどろくほど好意的だった。砦でも、最初の頃ころは少しミーハー的な反応を受けたことはあるけれど、それでもこんな憧あこがれのアイドルに会ったときのように興奮されたのは初めてだ。

「落ち着きなさい、カーディナ。初めましてサクラさん。私はグレイスの父、シリエス・キィ・タイラルド。歓かん迎げいするよ」

　妹さんを嗜たしなめながら挨あい拶さつしてくれたのは、白しら髪が交じりの金きん髪ぱつに深い青の瞳の、初老に差さし掛かかったくらいの男性だった。昔はずいぶんおモテになったのでは、と思わせる容よう貌ぼうはさすがは隊長さんのお父様といったところだろう。

「ルシアン・キィ・タイラルドです。サクラさんがタイラルドの家で不自由なく過ごせるよう、僕ぼくも取り計らいますね」

　穏おだやかに微ほほ笑えむ弟さんは、アッシュグレーの髪かみにきれいな青い瞳の、シュッとした美青年だった。砦で軍人に囲まれていたせいか折れそうな細さに見えるけれど、不思議と頼たよりなさは感じなかった。

「あ、あの……カーディナ・キィ・タイラルドです……！」

　歓かん喜きからか緊きん張ちようからか、涙目でプルプル震ふるえながら名乗った妹さんは、鮮あざやかな金髪にワインレッドの瞳の美女だった。意志の強そうな目元が隊長さんによく似ている。

　三人とも、王太子のものとはデザインが違うけれど、精せい巧こうな細さい工くのピアスをつけている。王位継けい承しよう権けんの有う無むが一目でわかるというのは、少し残ざん酷こくに思えた。シリエスさんのピアスだけ瞳の色と違うのは、奥おく様さまの色なんだろう。

「だ、抱きついてもいい!?」

「へ？　あ、はい……？」

　勢いに押されて反射的に頷くと、ガバッとカーディナさんが抱きついてきた。ふわりと鼻を掠かすめる女性らしい華はなやかな香かおりに、思考が強制的に中断された。

「カーディナ！」

「ああ、まったく……」

　慌あわてるルシアンさんと、やれやれといった様子のシリエスさん。二人の声も届いてはいないようで、カーディナさんの腕うではぎゅううっとさらに力を強める。

「あったかいいいいい生きてるうううううう」

　そりゃあ死んでたら困りますからね……と当たり前のツッコミを心中で入れ、なかなかに濃こい歓迎っぷりに、自分のキャラ性が押し負ける危機をひしひしと感じるのでした。




　暴走した妹さんを隊長さんが引ひき剝はがしてくれて、我に返った彼女に土下座しそうな勢いで謝罪されて。改めて、私はしばらくこの家でお世話になることになった。

「なんだかまだよくわかってないんですけど、最初から最後まで、王太子様の手のひらの上でコロコロされた感じですね……」

　隊長さん自ら案内してくれた客室は日当たりがよく、調度品も華か美びすぎず落ち着いて過ごせそうな空間だった。

　ソファーに座って一息つきながら、怒ど濤とうの展開を振り返る。

「あいつの口車に乗るのは癪しやくだが、あれ以上に矛む盾じゆんなく現状の説明をするのは不可能だ。俺おれとフロスティンの不仲を知る者は多い。疑われてはいるだろうが、正面から対立してしまえば外野につけ込まれる。父と弟にはあとで俺の口から補足しておこう」

　貴族社会のことは私には何もわからない。頼りっぱなしになってしまうのは申し訳ないけれど、隊長さんに任せておけばきっと大丈夫だろう。

「俺はこれからフロスティンと話をつけてくる。あいつがどういうつもりか知らなければ何もできない。王宮に行けば旧知の者に引き止められる可能性もある。もし帰りが遅ければ、先に寝ていていい」
















　隊長さんはソファーに落ち着く暇ひまもなく部屋を出ていこうとする。

「え、私一人ですか!?」

「ここなら何もお前を傷つけるものはない。妹が少しうるさいかもしれないが、疲れているなら構わず休め」

　そ、そういうことじゃなくて……！

　やっと再会できたというのに、まだほとんどお話しできていない。……触ふれ合あえていない。まだまだ隊長さん成分は足りなくて、今日はもうこれでさよならかもしれないと言われても素直に納なつ得とくできない。

　けれど、隊長さんも私のことを考えてそう言ってくれているんだろう。王太子と話をしないといけないのも元を辿たどれば私のためだ。ちゃんと、わかっている。

「グレイスさん」

　それでも、もう少しだけ引き止めたくなってしまった。

　名前を呼んで裾すそを引くと、振り返った隊長さんも私と同じ瞳をしているように見えた。離れがたい、と言うような。

「……ちゅーしていいですか？」

　甘えを込めて告げても、返事はなかった。

　代わりに降ってきた唇くちびるを、ご褒ほう美びを貰もらうような気持ちで受け止める。

「あまり、誘ゆう惑わくするな。止まらなくなる」

　ほとんど一瞬で、隊長さんは離れてしまった。これ以上は余計に離れたくなくなってしまうからかもしれない。今の私がそうであるように。

「いってらっしゃい、グレイスさん」

「……ああ」

　私が名前を呼ぶたびに、灰色の瞳の奥おくに熱が灯ともる。それがうれしくて何度でも呼びたくなるけれど、今はそうも言っていられない。

　少しでも一緒にいられるよう玄げん関かんで見送り、隊長さんは王宮に行ってしまった。

「ええと……カーディナさん？」

　部屋に戻る途と中ちゆう、背中に突つき刺ささる視線が気になって私はゆっくりと振り返る。曲がり角から金色の頭がひょこりと覗のぞいていた。

「さ、サササササクラ、そ、その……お話を聞かせてほしいの！」

「私でよければ。あまり面白い話はできないかもしれませんが」

「そんなことないわ！　だって、だって精霊の客人なんでしょう!?　私、知ってるわ！　異世界には魔ま法ほうがなくて、人間の知ち恵えと努力で文明が発展していて、鉄の塊かたまりが空を飛ぶんでしょう!?」

「……詳くわしいんですね？」

　首を傾かしげる私に、カーディナさんはようやく壁かべの向こうから出てきてくれた。その手に持っていたのは……本、だった。

「私、『孤こ高こうの王と精霊に愛されし乙女』のファンなの。知ってる？　北の皇妃様をモデルにしている小説で、ヒロインがね、ほんっとうに素す敵てきで……！」

　タイトルは初めて聞くけれど、ピンと来た。前に教えてもらって、なんだかんだあってまだ読んでいなかった本だ。同じ精霊の客人としてはいつか読んでみたいと思っていた。

「カーディナさんは小説がお好きなんですか？」

「普ふ段だんはそれほど読むわけではないの。でもこの小説は友人に借りて読んで、自分で三冊も買っちゃったわ。いつも読む用と、保存用と、他の人にも読んでもらう用に！」

　……すごい、オタクの鑑かがみだ。ついそんなことを思ってしまう。

　話を聞いて、カーディナさんが私に憧れのまなざしを向けてくる理由はよくわかった。自分にとってフィクションの中にしかいなかった立場の人が急に目の前に現れたら、それはテンションも上がってしまうだろう。

　思わず抱きついてしまったりも……するかどうかは、人によるけれど。

　特に頭がいいわけでもなく、誇ほこれるような特技もなく、人間性が優すぐれているわけでもない私にはその視線は正直重い。けれど、王宮で厳しい視線ばかり受けていたからか、少しほっとしてしまう部分もあった。

「立ち話もなんですし、私の部屋に来ますか？　あ、そうは言ってもお借りしている部屋なんですけど」

「いいの……!?　いっぱい聞きたいことがあるの！」

　キラキラとした目を向けられて、否いなと答えられるわけもない。連れ立って客室に戻り、侍女さんにお茶をお願いして。それからゆうに一時間以上、カーディナさんの質問攻ぜめにあうことになった。

　カーディナさんは北の皇妃がモデルの小説で興味を持ち、精霊の客人についても難しすぎない文ぶん献けんを探して調べていたらしい。すでに多少の知識がある上に、知らなかったことに関しても下地があるからか理解力も高かった。

　私も精霊の客人に関する本はいくつか読ませてもらったけれど、精霊の客人が元いた異世界に着目していたものはなかった。驚くほど詳しよう細さいに知っているかと思えば、私の世界では当たり前のものを知らなかったりと、新たな発見があって面白い。

　カーディナさんの知識とは時代や地域がズレているのか、私にはわからないものもあったけれど、答えられる範はん囲いで話せばそれだけで彼女は興きよう味み津しん々しんに聞いてくれた。

　トントン、とノックの音が滑すべり込こんできたのは、私の世界の食文化について大いに盛り上がっていたときだった。

「サクラさん、少しいいですか」

「あ、はい！」

　返事をしてすぐに扉とびらが開かれ、現れたのは声から予想していた通りルシアンさんだった。

「すみません。じきに晩ばん餐さんですが、苦手な食べ物はないか、確かく認にんし忘れていたと思いまして。……カーディナ、こんなところにいたのか」

　私ににこやかに笑いかけてくれたルシアンさんは、カーディナさんに目を向け、一転して眉まゆをひそめた。

「あまりサクラさんに迷めい惑わくをかけたらいけないよ」

「迷惑だなんて、楽しくお話しさせていただいていました」

「そうよそうよ！　水を差しに来たのなら出ていってちょうだい」

　シッシとお兄さんを追おい払はらおうとするカーディナさんに苦く笑しようがこぼれる。私も家で友だちと遊んでいるとき、兄を邪じや険けんに扱あつかったことがあったなと懐なつかしい気持ちになった。

　家族の前での自分を友人に見られることも、友人の前での自分を家族に見られることも、どちらも妙みように気き恥はずかしいものだ。

　そんな態度を取ること自体、身内への甘えによるものだと、今ならわかる。

「エッシェに手紙を書かなくていいのかい？」

「そ、それは……」

「もう何日返事をしていなかったかな。待ちくたびれていると思うけれど」

　ルシアンさんの言葉には少しだけ咎とがめるような響ひびきがあった。

「そう、よね……ごめんなさい」

　意気消しよう沈ちんしながら謝あやまるカーディナさんは、暴走するのも笑うのも落おち込こむのも全力だ。妹は二十三歳さいだと以前隊長さんに聞いていたから、年上だとわかっているのにかわいらしいと思ってしまう。

「サクラ、またお話ししてくれる？」

「はい、もちろんです！」

　しゅんとしたカーディナさんに笑いかけると、しおれていた花が息を吹ふき返かえしたようにパッと表情が明るくなった。……かわいい。

「じゃあ私は行くわね。また晩餐で！」

　鼻歌でも歌い出しそうな調子で、カーディナさんは部屋から出ていった。挨拶を返す暇すらなかった。

　取り残された者同士、ルシアンさんと顔を見合わせる。そういえば彼は私に聞くことがあってわざわざ出向いてくれたのだった。

「苦手な食べ物ですが、辛からすぎるものは少し……。食材で好すき嫌きらいはないので、大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

「客人をもてなすのは当然のことですから。だというのに、申し訳ない。カーディナの相手は疲れたでしょう？」

「いえ、色々と驚きましたが、歓迎していただけてとてもうれしいです」

　カーディナさんの言葉も視線もまっすぐで、飾かざり気けがない。

　私に対してではなく精霊の客人に対しての好意をそのまま受け取ることはできないけれど、悪い気はしなかった。

「あまり畏かしこまらないでください。兄の前にいるときと同じようにしてくれて構いません」

「それは……がんばりますが、最初からは難しいかもしれません」

　私はヘラリとごまかすように笑った。

　使い慣れていない丁てい寧ねいな敬語はお言葉に甘えて改めるとしても、隊長さんと一緒にいるときのように、というのは難しい。何しろ、他の誰といるときよりも一番自然体でいられる場所だから。

「そうか、兄さんと仲がいいんですね。兄さんは誤解されやすい人だから、うれしいな」

　柔らかな笑みを浮かべるルシアンさんに、思わず頰ほおが引きつる。

　仲がいいどころか、もう何ヶ月も前から恋こい人びと関係なんだけれども。隊長さんが何も言わないなら、私が勝手にバラしてしまうのもよくないだろう。

「兄さんは、砦ではどんな感じだった？　サクラさんさえよければ、晩餐までの時間、話を聞かせてくれませんか」

「もちろん、私でよければ喜んで」

　隊長さんの仕事人間っぷり。小隊長さんとの掛かけ合あい漫まん才ざい。何度も助けてもらったこと。私だけじゃなく砦のみんなに頼りにされていること。エトセトラ。

　話しているうちに夕食の時間になり、砦での隊長さんの話は広間で豪華な食事を取りながらも続いた。途中でカーディナさんが精霊の客人について聞きたいがために脱だつ線せんさせたりもしながら、始終和なごやかな時間を過ごした。

　そうしてその日は、結局私が寝るまで隊長さんは帰ってはこなかった。
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　明けて翌日。私が目を覚ましたのは、すでに昼と呼んだほうがいい時間だった。

　久しぶりの快適な睡すい眠みんを心置きなく楽しめたのは、隊長さんが気を利きかせて侍女さんに言っておいてくれたからだったらしい。私が自然に起きるのを待ってくれていた隊長さんと、私の部屋で一緒に遅めの朝食を食べながら、そう教えてもらった。

「隊長さんが……いる……」

「当然だろう」

　食事の合間にぼんやりと呟つぶやくと、隊長さんは怪け訝げんな顔をした。その素っ気ないツッコミも無む性しように懐かしく感じてしまう。

「へへ……」

　目の前の隊長さんを見ているだけで頰が緩ゆるんで、元に戻りそうにない。

　すぐ傍に好きな人がいるということが、こんなにも幸せなことだったなんて。砦で暮らしていたときは当たり前に甘かん受じゆしていたのが信じられない。

「あ、そういえば、昨日はどうでした？」

　昨日、隊長さんは王太子と話すために王宮に行ったはず。結果を尋たずねると、隊長さんは苦にがい顔をしてため息をついた。どうやらあまりいい収しゆう穫かくはなかったようだ。

「……元々腹を割って話すような関係ではない。はぐらかされてしまった」

「そっかぁ。でもまあ、あれですよ。終わりよければすべてよしって言いますし！」

「まだ何も終わっていないがな」

「あ、そうだった……」

　そもそもの予定では隊長さんも一緒に来るはずだったことを思い出す。後見人問題を考えると、むしろようやくスタート地点に立てたところだ。

「昨日は帰りが遅くなってしまってすまなかった。旧知の者に捕つかまってな」

「大丈夫ですよ！　隊長さんのご家族がお話に付き合ってくれました。みなさん優しくて、楽しく過ごせました！」

　隊長さんは元々こっちの人なんだから、付き合いがあるのはしょうがない。カーディナさんの質問攻めのおかげで寂さびしさを感じる暇もなかったというのもある。思いもよらない歓迎っぷりは、気恥ずかしくもあるけれどありがたかった。

「それならよかった。どうしても顔を出さなければいけない集まりもあるが、基本的に休暇中は家にいられるだろう。後見人の件けんの話が進むまでは時間もある。行きたいところがあれば連れていく」

「王都観光ですか!?　私、砦のみんなにお土産みやげを買わないと！」

「ああ、いい店がないかルシアンにでも聞いておこう」

「やったー！　デートですね、デート！」

　ウキウキしながらそう言う私に、隊長さんは少し険しい表情をした。

「……サクラ、あまりうかつなことは言うな」

「うかつって……」

　その言葉に、一気に気持ちが沈しずんでいく。

　数日ぶりの再会、そして久しぶりの二人っきりでの食事に浮かれていたけれど、ここは隊長さんの実家で、彼らに私たちの関係は話していない。

「隊長さんは、どうして……」

　恋人ということを隠しておきたいんですか？

　そう、質問を最後まで告げることはできなかった。ノックの音が部屋に入り込んできたからだ。

　私より早く食事を終えていた隊長さんが扉に向かって、侍女さんと数言やり取りする。すぐに戻ってきた隊長さんは、けれど席に座り直すことはなく。

「サクラ、客だ。急ぐ必要はないから、食べ終わったら俺の部屋に来てくれ」

　手短にそう言い残して、隊長さんは部屋を出ていってしまった。

「……お客さん？」

　誰？　と、心当たりのない私は首を傾げることしかできなかった。




「やあやあサクラちゃん。ご機き嫌げんいかが？」

「レットくん……！」

　急がなくていいと言われても、お客様を待たせるわけにもいかない。手早く食事を終え、向かった隊長さんの部屋で、彼は変わらない笑え顔がおで迎えてくれた。

　なるほど、王都にいる知り合いが限られている上に、気軽に会いに来られる人となるとレットくんしかいないだろう。数日間ほとんどずっと傍にいたせいで、お客様という言葉と結びつかなかった。

「第五の隊長さんの部下ってことで通してもらっちゃった。昨日は二人が無事に再会できたの確認してすぐ退散しちゃったし」

「昨日もですが、それまでも、王宮では本当にありがとうございました！」

「どーいたしまして。ぼくは自分のやることをやっただけだからね」

　私がお礼を告げると、レットくんは頭の後ろで手を組んで笑った。隊長さんと再会できたことがうれしすぎて色々と頭から抜ぬけていたけれど、彼にはたくさんお世話になった。

　出会いが非常事態だったせいか戦友のような感覚になっていて、とても知り合って数日とは思えない。……だからこそ、物申したいことがある。

「でも、一つ言わせてください！　隊長さんがもうすぐ来るって、教えてくれてもよかったじゃないですか！」

　隊長さんはレットくんから、王宮でのことは聞いていると言っていた。つまり、最初のＳＯＳのあとにも通信機でやり取りがあったということだ。

　隊長さんの性格上、報ほう・連れん・相そうは欠かさないはず。隊長さんが王都に来る日を、レットくんが知らなかったとは思えない。

「そう言われてもなー。どんな不測の事態があるかわからないし、来るよって聞いてたのに来なかったほうがショックじゃない？」

　レットくんの言うことも一理ある。あのときの私はギリギリのバランスでどうにか踏ふん張ばっていたところだったから、もし期待してそれが裏切られたら、そこで心が折れてしまっていたかもしれない。

　とはいえ、その言い分を鵜う吞のみにするほど、私は純粋じゃない。

「……本音は？」

「サプライズ成功～！　やったね！」

　パッと風船が割れたように笑みを弾はじけさせたレットくんに、予想が当たってしまった私はもちろんうれしいはずもなく、深いため息をつく。レットくんは私なんかよりもずっと精霊に似ている気がする。

「……レット」

「ありゃ、第五の隊長さんもお怒いかり？　ほらほら、終わりよければすべてよし、って言うじゃん？」

「まだ終わってませんよ！」

　隊長さんが突っ込むより早く、今度は私が言ってやった。まったくレットくんは！

「……まあ、いい。サクラの護衛を勤め上げてくれたこと、感謝する」

「ははっ、第五の隊長さんは相変わらずかったいなー」

「そこが隊長さんのよさですからね！」

　えっへん！　と胸を張る私に、レットくんは楽しげな笑い声を上げた。

「うんうん、この嚙かみ合あってない感じ懐かしい。また面白い漫才見せてよ」

「漫才じゃないです！」

「えー？　王太子サマだって二人の漫才見てたらきっと引き離そうとは思わなかったよ。一緒のとこ見てたほうが楽しいからね！」

「いやいやまさか……」

　レットくん的には褒めているのかもしれないけれど、もちろん全然うれしくない。あの性しよう悪わる王太子がそんなことくらいで意地悪をやめるとは思えない。もしそうだったとしても、王太子を楽しませるのはそれはそれで癪だ。

「そういえば、疑問なんですけど。どうして王太子はレットくんの存在を知らなかったんですか？」

　ついでだからと、昨日、寝落ちする直前に思い浮かんだ疑問をぶつけてみた。

　レットくんは隊長さんをちらりと一いち瞥べつして、んー、と考えるように声を上げる。

「まあ、いい機会だから第五の隊長さんにもぼくたちのこと話しておこうか」

「あ、『最重要軍事機密』ですか？」

「そうそう。サクラちゃんとずっと一緒にいるなら内ない緒しよにしとくわけにはいかないし、立場的にもたいちょーだし、問題ないでしょ」

　軽いノリで、レットくんは私にしたのと同じ話を隊長さんにも語った。第十一師団が、元は精霊の客人のために作られた部隊だということ。精霊と契けい約やくしていること。ついでに、レットくんのご先祖様が私と同郷ということまで。

「そう……だったのか……」

　思いもよらない話だったようで、隊長さんは聞き終わったあともしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。わかりますその気持ち。

「でもって、王太子サマがぼくのことを知らなかったのは、第十一師団が精霊とそういう契約してるからだよ。精霊はぼくらのことを話せないの。じゃないと愛めぐみ人から全部情報もれちゃって、隠おん密みつ部隊なんてやってけないからね」

「そっか、それもそうですね」

　ケロッとした顔で答えられて、私は目をパチパチと瞬またたかせた。言われてみれば納得お得。むしろ、今までなぜそのことに思い至らなかったんだろうか。

「同郷か……」

「何代も前だけどね。並ぶとちょっと兄きよう妹だいみたいに見えない？」

「名前的に時代も近いと思うんですよね。私より未来から来た可能性もありますけど」

　烈れつ斗とでも烈れつ人とでも、どちらにしろ現代人の名前だというのは変わらない。この世界では百年以上前の人でも、あっちの世界では私とそう年ねん齢れいが変わらなかったかもしれない。世界を越こえていることを思えば、時間の流れが対応していなくても何も不思議じゃない。

　難しい顔をして押し黙った隊長さんを、レットくんはニヤニヤと笑いながら覗き込む。

「あっれー、もしかしてヤキモチ？　第五の隊長さんはヤキモチ焼きかなー？」

「え、ヤキモチですか!?　心配ご無用ですよ、私が好きなのは隊長さんだけです！」

「お前らのほうがよっぽど漫才なんじゃないか……？」

　はぁ、と隊長さんは疲れたようにため息をつく。隊長さんともレットくんとも漫才をしているつもりはないんだけども。

「じゃ、これで秘密がなくなったってことで、ちょうどいいから本題に入ろうかな」

「本題？」

　いきなりなんだろうかと首を傾げる私に、レットくんは一つ頷いた。

「挨拶しにきたのもあるけど、それだけじゃなくってね。もしまた今回みたいなことがあったとき、次は自分で逃にげられるように〝道〟の通り方を教えてあげる」

「道って、あ、精霊の……？」

「そ。サクラちゃんはもう二回道を通ってるし、感覚を摑つかめばすぐできると思うよ」

「二回……？　一回じゃないんですか？」

　王太子に騙されて彼と二人で王都に来てしまったとき。精霊の道に限らず、私が瞬しゆん間かん移動した記き憶おくはそれしかない。

「この世界に来たときも、広義的には〝道〟を通ってきたようなものだからね。さすがに世界を超こえる道は、精霊の客人でも行き来できるものじゃないけど」

　なるほど、異世界トリップも同じ分類分けだなんて、なんともざっくばらんな。ある意味では精霊らしいかもしれない。

「精霊の道っていうのは、言葉通り精霊が一度通った道なんだけどね。精霊は世界中にいるから、通ってない道がないんだ。だから、実質世界中どこにでも行けるし、すでにある道を通るだけだから魔ま力りよくも使わない」

「べ、便利すぎませんか……？」

「ちゃんと行く場所をイメージしてないと、道に迷うこともあるけどね。過去に、迷って敵国まで行っちゃった精霊の客人もいたって記録に残ってたなー」

「ひ、ひえええ……」

　怖い、怖すぎる精霊の道。この国は長い間戦争をしていないらしいけれど、たとえば魔ま物ものの巣に転移してしまったらと思うと……恐おそろしすぎて考えたくもない。

「普ふ通つうにしてれば大丈夫だよ。たぶんね」

「噓でもいいからそこは断言してくださいよ！」

　私の文句をレットくんは笑顔で受け流した。人はそれをスルーと呼ぶ。

「一番手っ取り早いのは人を基準にした転移かなー。第五の隊長さんのとこに転移すればどこより安心でしょ」

「そんなこともできるんですね」

「イメージするのが場所から人に変わるだけだよ。ちょっとやってみよっか」

　そう言ってソファーから立ち上がったレットくんは、ちょいちょいと私を手招きする。

「サクラちゃんはこっち。第五の隊長さんはそのままそこにいてね」

　言われるがままについていき、レットくんと二人で洗面所に移動する。

「さてと、ここから第五の隊長さんのとこに飛んでみよっか」

「飛んでみよっか、って気軽に言われましても……」

「やり方はいつも精霊の力を借りるときと一緒。精霊にお願いするときは、名前を呼ぶと効果的かな。特に正式名めい称しようは届きやすいみたいだから、来てほしいときとか試ためしてみて。これ、精霊豆知識」

「ほほう……」

　オフィよりもオーフィシディエンオールと呼んだほうがいいってことらしい。なるほど、もし必要になったら気をつけてみよう。

「そういえばサクラちゃん、第五の隊長さんと何かあった？」

「えっ、どうしてですか？」

　いきなりの問いかけに、私は目を丸くする。

「んー、どうってわけでもないけど、ちょっとだけ違い和わ感かんがあったから」

　曖あい昧まいな口ぶりからして、本当になんとなくなんだろう。何かあったというほどでもないけれど、密ひそかな不満を言い当てられたようでギクリとした。

「あの、隊長さんを疑う気持ちとかはないのはわかってほしいんですけど」

「大丈夫大丈夫」

「隊長さん、ご家族に私のこと精霊の客人として紹介したんですよね。今回はあくまで精霊の客人として来たっていうのはわかってるし、いきなりご挨拶ってなったら緊張しちゃうんですけど、もうちょっと言いようはなかったのかな、って……」

　話しているうちに悲しみが強まって、耐たえるようにぐっと握りこぶしを作る。

　恋人として紹介してほしかった、とまでは言わない。それでも、他た人にん行ぎよう儀ぎすぎる紹介に……そう、たぶん、私はちょっぴり傷ついたんだ。

「あー……なるほど。うん、まあ、それに関してはもうちょっと第五の隊長さんの気持ちも考えてあげよっか」

「隊長さんの気持ち？」

　私が同じ言葉を繰り返すと、レットくんは柔らかな微笑みを浮かべた。

「ちゃんと話してみなよ。サクラちゃんが心配するようなことは何もないと思うよー」

「……だといいなぁ」

　思わず不安げな声が出てしまった。けれど、話を聞いてもらっただけで、少し気持ちが軽くなった気がする。

「とりあえず、今は気持ち切きり替かえてこ。絶対役に立つからさ」

「はーい！」

　元気に返事をしてから、私は目を閉じる。

　レットくんに言われたやり方なら、部屋の照明やシャワーのスイッチなどで、もう数えきれないほど経験している。それでも最初だから万ばん全ぜんを期するために、小さな声で呟いて、私の中の精霊にお願いすることにした。

「フルーオーフィシディエン、お願い。グレイスさんの傍に連れていって」

　すぐ近くにいたレットくんにすら聞き取りづらいくらい小さな声だったはずだ。それでもどうやらきちんと届いたようで、くいっと軽く引っ張られるような感覚があった。

　──しかし。

「ひえっ」

　不安定さに目を開けると、私はなぜか宙に浮かんでいた。思わず引きつった声がもれる。

　状じよう況きようもわからずに、体勢を立て直すこともできない。混乱しているうちに身体からだが重力を思い出したようで、何もできないまま地面に引き寄せられる。

　落下は、ほんの一瞬で終わった。耳元でため息が聞こえ、顔を上げると、しかめっ面つらをした隊長さんが私を覗き込んでいた。

「……大丈夫か」

「あ、ありがとうございます……」

　反射的にお礼を言うものの、その声はとても弱々しいものになってしまった。

　周囲を確認すると当然隊長さんの部屋で、隊長さんはソファーに座ったまま。どうやら隊長さんのほぼ真上に転移した私を、驚きながらもしっかり抱きとめてくれたらしい。

　道を通ることはできたけれど成功とは言いがたい。レットくんの話からすると、イメージが足りていなかったんだろう。

　一瞬とはいえ空中に放り出されたせいで、まだ心臓がバクバクしている。気持ちを落ち着けようと、ぎゅっと隊長さんにしがみついた。

「……サクラ？」

「もうちょっとこうしていてもいいですか？」

　怖かったというほどでもないけれど、まだ隊長さんのぬくもりを感じていたかった私はそれを口実に甘えることにした。

　控ひかえめに頭を撫でる手はただただ優しい。私を気遣ってか、今度は『うかつなこと』と言われなかったことにホッとしてしまった。

「ぼくがいるんだけどなぁ」という声は、スルーさせてもらうことにした。
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　最初は少し失敗したものの、それから何度も室内を転移して感覚を摑んだ。最後は隊長さんに移動してもらって、人のいない屋敷の庭への転移も成功した。

　私が危なげなく精霊の道を通れるようになったのを見届けて、レットくんはお役目を果たしたとばかりに帰っていった。

　それから数日が過ぎて、私は現在タイラルド家で教養や礼れい儀ぎ作法を学んでいる。

　精霊の客人として王宮に上る機会もあるだろうからと、隊長さんだけじゃなく一家全員一いつ致ちの決定だった。私としても、これからも隊長さんの隣にいたいならどうしたって必要になるものだからとお願いすることにした。

　ちょうど再勉強中だったカーディナさんの家庭教師が私も一緒に見てくれることになり、シリエスさんには娘むすめが逃げ出さないように見張っていてほしいと頼まれてしまった。

　隊長さんがお転てん婆ばと言っていたように、カーディナさんはあまり真面目な生徒ではなかったけれど、それでも私とは基き礎そが違いすぎる。何度も足を引っ張って、そのたび私のレベルに合わせてもらう羽目になって申し訳なかった。カーディナさんにとっては復習にもなるからと先生が力づけてくれたのがせめてもの救いだ。

「サクラががんばっているのを見ると、私ももう少しちゃんとしないとなって思えるわ」

「そ、それは私のレベルがひどすぎて……!?」

「違うわよ。サクラの一いつ生しよう懸けん命めいさにつられるのかしら」

　休きゆう憩けい中ちゆう、タイラルド三兄妹と一緒にお茶をしていたらそんなことを言われた。少しでもいい影えい響きようを与あたえられているんなら無む駄だではないんだろうか。

「がんばっていると思う。初めはうまくいかなくて当然だ」

　隊長さんはたまに、授業中の様子を見にきてくれる。余計に緊張してしまって成功率は下がってしまうけれど、気にかけてもらえるのはうれしいのでこれは内緒だ。

「兄さんがそう言うなら大丈夫そうだね。兄さんは努力する人が好きだから」

　にっこり笑うルシアンさんに悪気は見えないけれど、少しだけギクッとしてしまった。

　彼は普段は王宮で仕事をしているので、たまに時間が合ったときだけこうしてお話に付き合ってくれる。

「えっと、褒めてくれるのはうれしいですが、まだまだだと思うのでがんばりますね！」

「そうね、このままじゃ私たちの一番小さな従妹いとこにも負けてしまうわ」

「おいくつなんですか？」

「今年で六つだったかしら」

「が、がんばりますね……！」

　ぐっと握りこぶしを作り、もう一度、さらに力を込めて言った。さすがに、六歳さい児じには負けたくない……！

「そういえば兄さん、明日は軍の幹部が集まるって聞いたけど、顔を出すつもりなの？」

　思い出したように尋ねるルシアンさんに、隊長さんは頷きを返す。

「ああ。休暇中でもなければ機会がないからな」

「それはそうだけど。休みに来たのに仕事上の付き合いなんて……」

「お前も仕事を終えてから集まりに参加することはあるだろう」

「僕は休むときにちゃんと休んでるからね。サクラさんから聞いたよ、マラカイルさんに言われないと休みを取ろうとしないんだって？」

「……サクラ」

　隊長さんは眉み間けんに深い皺しわを寄せ、咎めるような視線を向けてくる。そんな目をしたって、こればかりは私も引けない。

「隊長さんのことを心配してくれる優しいご兄弟に噓なんて言えませんから！」

　兄思いの二人に注意されれば、隊長さんも少しは休みを取るようになるかもしれない。

　今まで隊長さんに聞いた話だけでは、どんな弟てい妹まいかうまく想像ができなかった。実際に会ってみて、兄妹仲のよさを知って、なんだかとてもうれしくなった。

　そして少し、懐かしいような気持ちにもなったりする。

「私は別に心配なんてしていないわよ？　仕事がしたければいくらでもすればいいんだわ。その分、私はサクラから色んなお話が聞けるもの」

「カーディナはもう少し遠えん慮りよしたほうがいいんじゃないかな。サクラさんを疲れさせていない？」

「そ、そんなことないわ！　……そうよね？」

　不安げに確認するカーディナさんは、美人さんなのにとてもかわいらしい。

「はい、お話ししてくれてうれしいです」

「ほら！」

　得意げな顔で胸を張るカーディナさんに、隊長さんとルシアンさんのため息が重なった。

「あんまり甘やかさないでくださいね、サクラさん。つけ上がりますから」

「何よその言い方！」

「エッシェの誘いを断ったんだって？　手紙もおざなりで、寂しがっていたよ」

　数日前にも聞いた名前に私が首を傾げていると、ガタッと音を立ててカーディナさんが席を立った。

「告げ口したの!?　まったく、女め々めしいんだから……！」

「カーディナ」

　初めて聞くルシアンさんの鋭するどい声に、カーディナさんはビクリと肩を震わせる。

「エッシェには僕から確認したんだよ。彼は決して君を悪く言ってはいない。子どもみたいに拗すねている君よりもずっと大人おとなだからね」

「……ごめんなさい」

　しょんぼりと肩を落としたカーディナさんは、悪いた戯ずらを叱しかられた子どものようだ。少し可哀相かわいそうに見えるけれど、部外者の私が口を出していいことじゃないだろう。

「……仲なか違たがいしているのか？」

　同じく事情を知らないらしい隊長さんが、控えめに問いかける。カーディナさんは隊長さんを振り返って、ふるふると弱々しく首を振った。

「ち、違うの。そうじゃないの。エッシェが駄だ目めとかでもなくて」

「思うところがあるのなら、本人にそう伝えればいい。彼もお前の気持ちを無視して話を進めたりはしないだろう。もちろん、父上もルシアンも」

「グレイス兄様……」

「兄さんの言う通りだよ、カーディナ。エッシェがどれだけ君に甘いか知っているだろう？　さすがに可哀相になるから、手紙くらいはちゃんと書いてあげて」

　ルシアンさんは、隊長さんに便乗するように今度は打って変わって優しく声をかけた。カーディナさんはうつむいたままで、その表情は見えない。

　少しの沈ちん黙もくののち、カーディナさんはパッと顔を上げて私の手を取った。

「……行きましょ、サクラ！」

「え、あ、カーディナさん!?」

　行こうも何も、ここが私の部屋なんだけどな!?

　ぐいぐいと引っ張られて部屋から連れ出される私を、隊長さんは困ったような顔をしながらも止めなかった。まるで、妹を任せる、とでも言うように。

　痛いくらいに握られた手が離されたのは、カーディナさんの部屋についてからだった。

「ごめんね、変な話を聞かせてしまって」

「いえ……」

　正直、判断材料が少なすぎて変かどうかもわからなかった。

　エッシェさんとは誰なのか、カーディナさんとどんな関係なのか、何も知らない私には慰なぐさめることもできない。

「エッシェは、私の一つ年下の幼おさな馴な染じみなの。それで……たぶん、婚こん約やく者しや、なのかしら」

「た、たぶん？」

　たぶん婚約者、とは。理解が及およばずに聞き返してしまった。

「去年求きゆう婚こんされて、正直寝ね耳みみに水だったんだけど。私もいずれ誰かと結けつ婚こんすることになるなら見ず知らずの人よりもエッシェのほうがいいと思って受けたの。でも……それから、どうしていいかわからなくなって」

　はぁ、とカーディナさんは物もの憂うげなため息をつく。

　この世界は漫まん画がなどでよく見る中世風の世界と比べるとずいぶん発展しているけれど、現代ほど男女平等が謳うたわれているわけじゃない。身分の高い女性が、結婚することなく身を立てることはなかなか難しいだろう。なるほど、再勉強は花嫁修業のためだったのか。

「どうしていいか、というのは？」

「だって、エッシェのことはずっと弟のように思っていて、異性として見たことなんてなかったのよ？　なのにいきなり婚約者になって、以前のようにはいられなくなって。なんだか……幼馴染みを失ったようで寂しくて、悔くやしいの」

　きっと、カーディナさん自身にも名前のわからない、様々な感情がごちゃ混ぜになっているんだろう。ワインレッドの瞳の奥には、複雑な葛かつ藤とうが見て取れた。

「その気持ちをそのままエッシェさんに伝えることはできないんですか？」

「そんなことをしたら……傷つけるわ。エッシェは人より繊せん細さいなの。婚約も解消してしまうかもしれない」

　ルシアンさんの話から察するに、もうすでに傷ついているような気がするけれど、今は揚あげ足あしを取るよりも大事なことがある。

「婚約は、解消したくないんですね」

「当然じゃない。だって、ずっと一緒がいいもの。エッシェ以外は嫌だわ」

　あまりにもあっさりと、そしてキッパリと断言するものだから、私は拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。これは、心配無用かもしれない。本人たちが気づいていないだけで、きっと。

「じゃあカーディナさんは、関係が変わってしまったことに、ただ戸と惑まどってるんですね。エッシェさんのことが、大事だから」

「……そうね」

　ゆっくりと嚙かみしめるように、カーディナさんは頷いた。

「エッシェはグレイス兄様のように強くもないし、ルシアン兄様のように落ち着いてもいない。いつもおどおどとしていて苛いら立だつこともあるわ。でも、どんなバカバカしい話でも聞いてくれて、悩なやみがあれば一緒に考えてくれた。優しい、大事な幼馴染みだったの」

　素直な気持ちを吐はき出だすカーディナさんは、ただの幼馴染みの話をしているようには見えなかった。私はにっこりと笑みを浮かべる。

「カーディナさんは何も失ってません。ちょっと、入れ物が変わっただけですよ」

「入れ物？」

「そう。幼馴染みっていう入れ物から、婚約者って入れ物に変わっただけで、中身は全部一緒なんです。入れ物が変わって、最初は持ち方に戸惑うかもしれませんけど、ちゃんと向き合えばきっと大丈夫です」

　お友だちとしては大事でも、恋人となると何かが違う、という場合もある。でも、カーディナさんとエッシェさんは大丈夫だろう。人よりも繊細らしいのに勇気を出して結婚を申もうし込こんだエッシェさんはもちろん、彼以外は嫌だと断言できるカーディナさんも、きちんと気持ちは育っているようだ。

「……エッシェ、もう私に愛あい想そを尽つかしていたりしないかしら」

「それはエッシェさんに聞いてみないとですね」

　ちゃんと素直になれるよう、わざと不安の残る言い方で背中を押した。

　たぶん、ほぼ確実に、問題ないと思うけれど。

「ありがとう、サクラ」

　そう微笑むカーディナさんは、立派な恋する乙女だった。

　恋っていいものだなぁ、としみじみと思った。
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　次の日の夜、私もついに行動に移すことにした。

　カーディナさんに言ったことは、そのまま私にも返ってくる。

　つまり、『隊長さんに直接聞かなければわからない』ということ。家族への紹介が納得いかなかったからって、一人で悶もん々もんとしていたって意味がない。

　今はもう深夜近く。昨日言っていた通り、今日は軍のほうの集まりがあったらしい。

　帰りが遅すぎてお出迎えはできなかったけれど、使用人さんとの雑談で隊長さんの帰宅は確認済みだ。

　気持ちを落ち着かせて、心の中でフルーオーフィシディエンを呼ぶ。イメージするのは『グレイスさんのところに』ということだけ。雑念が少ないほど、一心に願うほど、より正確な位置に飛べるらしい。

　特訓したときと同じように、くいっと軽く引っ張られたような感覚がした。それだけで、光も音もなく、景色が一変する。

　景色──というか。

　ペタペタ、と目の前の壁に触れてみる。肌はだ色いろのそれは温かくて、少し湿しめっぽい。平面ではなく凹おう凸とつがあって、弾だん力りよくもある。そして、傷きず痕あとも……。

　私はハッと我に返って、バネのついたオモチャのように飛びのいた。

「きゃー！　隊長さんなんて格好してるんですかっ！」

　視界が広がって壁の全体像が確認できた。見覚えのある壁は、隊長さんの素す肌はだだった。一心に願いすぎて、すぐ目の前に飛んでしまったらしい。

　悲鳴を上げて離れた私を、隊長さんはぼんやりとした目で見ていた。眠ねむいのかなんなのか、どうも反応が鈍にぶい。

「酒の匂いを……落としたくて……」

　なるほど、腰こしにタオルが巻かれているし、髪からはポタポタと水すい滴てきも垂れている。お風ふ呂ろから出てきた直後なんだろう。

「お酒が入ってるんですか!?　酔よってるときにお風呂なんて危険ですよ！　もう！」

　私がお風呂好きだからということもあり、アルコールが入っているときにお風呂に入らないこと、というのは家族に口を酸すっぱくして言われた。貧ひん血けつや心臓発ほつ作さ、脱だつ水すい症しよう状じようなど危険極きわまりないらしい。

　ただ突っ立っている隊長さんに再度近づき、その手に握られていたもう一枚のタオルを頭に被かぶせてゴシゴシと拭ふく。

　この距離だと、まだ少しお酒の匂いが残っているのがわかる。いったいどれだけ飲んだんだろうか。いや、飲まされたのかもしれないけれど。

「サクラ……？」

「はい、隊長さん」

　返事をすると、私が映っているかもよくわからない瞳に熱がこもったような気がした。気づけば腕で囲われ、檻おりに閉とじ込こめるようにぎゅうっと強く抱きしめられた。

「た、隊長さん、イチャイチャできるのはうれしいんですけどこれだと髪が拭けません！　服も着ましょう……！」

　腕を上げたままの変な体勢から身動きが取れなくなり、どうにか腕を解けないものかともぞもぞと身体を捻ひねる。けれど、動けば動くほどなぜか腕の力は強まっていく。

「……離れるな」

「わっ、」

　重みがかかって体勢を崩くずした私は、すぐ傍にあったベッドに倒たおれ込こむ。覆おおい被かぶさってきた隊長さんの瞳は、まるで夢でも見ているようにとろけていた。

「隊……んむっ!?」

　らしくない、ただ唇をぶつけるような稚ち拙せつなキス。声は舌に絡からめ取られ、飲のみ込こまれる。久しぶりに与えられる熱に、もっと、と求めたくなったところで唇は離されてしまった。思わず濡ぬれた唇を恨めしげに見つめてしまう。

「サクラ……愛しているんだ。どこにも行かないでくれ」

　熱い吐と息いきと酒の匂いと一緒に吐き出された、隊長さんの愛の言葉。そして弱音。

「隊長さん……」

　少しの間固まっていた私は、ゆっくりと隊長さんの首に腕を回す。そのまま引き寄せれば、隊長さんはされるがまま私の胸にもたれかかった。酔いが回っていて、抵てい抗こうできるほど意識がはっきりしていないのかもしれない。

　お酒を飲むと本ほん性しようが現れるという説を全面肯定はできない。理性だって、人を構成する一部分だと思うから。

　けれど、普段から自分を律して過ごしている隊長さんがもらしたのは、理性と見み栄えに隠されていた臆おく病びような本音だろう。

　ずっと、大人の顔をして私を待ちながら、心の奥底に不安を沈めていたんだろうか。

「どこにも行きませんよ。隊長さんのいるところ以外に、行く場所なんてありませんし」

　考えがまとまる前に口を開いたら、卑ひ屈くつで卑ひ怯きような言い方になってしまった。落ち着くために一度大きく深呼吸して、隊長さんと瞳を合わせる。

　あの謁見の間で隊長さんを目にした瞬間、ようやく……ようやく気づけたことがある。私の中で、どの願いよりも一ひと際きわ強く主張する想おもいの存在に。

　隊長さんの傍にいたい。ずっと、一緒にいたい。

　家族も故郷もやっぱり大事で、忘れられたわけじゃない。帰りたいという願いが消えたわけじゃない。それでも、そこに隊長さんがいないなら私はきっと幸せになれない。

　隊長さんを選んでも、私は後こう悔かいしない。不思議とそんな確信があった。

「ずっと、傍にいさせてください。グレイスさん」

　隊長さんを抱きしめながら、耳に吹き込むように囁ささやいた。

　その耳で鈍く輝かがやいている、隊長さんのピアスが欲ほしい。私をこの世界につなぎ止める枷かせをつけてほしい。

　他の誰でもない、隊長さんの手で。
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『精霊の客人を保護してたんだってな』

　軍の上層の集まりは、夜ともなれば酒が入ることもある。休暇でしか王都に戻らない俺は、休み中だろうと招集がかかれば出向くしかない。

　仕事の話が一段落ついたところで声をかけてきたのは、俺の前に第五師団隊長をしていた、もう壮そう年ねんに差し掛かる男性だった。

『……ああ』

『しかも、イイ関係なんだって？』

　ニヤリと笑いながらの耳打ちに、俺は思いきりむせ込んだ。なぜ、どこから、と言葉にすることも叶かなわなかったが、疑問は正確に伝わったらしい。

『安心しろ、噂うわさになってるわけじゃない。知ってる連中にも箝かん口こう令れいが敷しかれてるらしい。だがまあ、こっちにゃ昔のツテがあるからなぁ』

　いったい誰だ、といくつもの顔を脳のう裏りに並べる。一番怪あやしいのは副隊長のエリンだろうか。彼は抜けているふうを装よそおって、最終的にうまく場をまとめてしまうちゃっかりしたところがある。箝口令に関しては、すでに知られているならば黙っているよりいいだろうと、隠密部隊あたりが注意を促うながしたのかもしれない。

『いやー、お前さんもようやっと身を固める気になったか。これでも心配してたんだ。ちっとややこしい立場にいるしなぁ』

　ちっと、で済ませてしまう彼の大らかさに苦笑が浮かぶ。

　王族の中でも、王の甥おいという近しい血けつ縁えん関係でありながら王位継承権を持っていない。

　後悔はしていないが、第五師団隊長という立場も相手を探す上では不利に働く。普通、将来を考える相手に死体となって帰ってくる可能性のある人間は選ばない。

　残るのは遊び方を知っている賢かしこい女性と、子が王位を継つぐ可能性にかけた貴族の娘だけ。サクラをそうだと誤解してしまったように、過去には砦に送られてきた娘もいた。

『しかし、それならなんで隠してるんだ？　中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちじゃアレだが、嫁よめにするってんならバラしちまったほうが後見人になるのに有利だろ。余計な手間が減るからな』

『……事情があるんだ』

『お前のことだから、私利私欲じゃなくてその子のためなんだろうけどなー』

　ずいぶんと世話になった人だ。俺の融ゆう通ずうの利かない性格をよく知ってくれている。

　けれど、どうだろうか、とも思ってしまう。

　俺はただ、サクラが自分から離れていってしまわぬよう、少しでもいい居場所であれるよう、心を砕くだいているだけだ。見返りを求めている以上、すべてをサクラのためだと言うことはできない。巡めぐり巡っては自分のためだ。

『せっかく見つけたんなら、放すんじゃねぇぞ』

　ぽん、と肩を叩たたかれての言葉に、頷くことはできなかった。

　俺がどれだけ望もうとも、サクラが望んでくれなければずっと傍にいることはできない。選せん択たくを急せかすつもりなどなかったというのに、一度この手を離れてしまったからか、焦しよう燥そう感かんが消えてくれない。

　勧すすめられるがままに杯さかずきを重ねてしまったのは、これは酒による熱だとごまかしてしまいたかったのかもしれない。




　夢の続きだろうか。

　鈍く痛む頭に促され、実家のベッドで目を覚まし。己おのれの腕の中で寝入っている少女に気づき、しばし脳が理解を拒きよ絶ぜつした。

　あたたかい、とそんな至し極ごく当然の感想が浮かぶ。再会後、こうして彼女に触れる機会は多くはなかった。実家でなければ、と思いもしたが、ここ以上に安心してサクラを預けられる場所はない。俺にも立場というものがあり、四六時中傍にいることは不可能だ。

「……サクラ？」

　独り言のように名を呼ぶ。抱いているぬくもりが、現実のものだと理解が追いつかない。

　んん、と掠れた声を上げながらまぶたが開いていく。何もかもを飲み込んでしまいそうな闇やみ色いろの瞳と目が合って、ようやく彼女が己の作り出した夢ではないと確信できた。

「あ、たいちょうさん、おはようございます～」

　にへら、とサクラは気の抜けた笑みを浮かべる。恋人の実家にいようと彼女は何も変わらない。それが喜ばしくもあり、少々もどかしくもある。

「なぜ、ここに……」

「あれ？　昨日のこと、覚えてません？」

「……どこまでが現実かわからない」

　昨日は出席した軍の集まりで昔馴染みに捕まり、しこたま酒を飲まされた。酒に強いという自負はあるが、酒さか瓶びんを何本も空からにしても顔色一つ変えない彼には敵かなわない。

　昨夜、家に帰り着いてからの記憶はひどく曖昧だ。言ってはいけない言葉を吐き出してしまった気もするし、心の底から望んでいた言葉を聞いた気もする。夢と断じられるのが怖くて確認もできないなど情けない。

「昨日は激しかったです……」

　ぽ、と頰を染めるサクラに、ザァっと一気に血の気が引いた。

　その俺の反応を見て、彼女は慌てたように続ける。

「あ、冗じよう談だんですからね？　いや噓ってわけでもないですけど、何もなかったですからね！　私は何かあっても全然よかったんですけど！」

「そうか……」

　深々と安あん堵どのため息をつく。全身から力が抜けていく。

　冷静になって見てみれば、サクラの衣服は乱れていないし、怪しい痕こん跡せきも何一つ残っていない。俺を気遣っての噓ではなく、本当に何もなかったんだろう。

「そこで安心するなんてひどいです。私はようやく二人っきりになれてうれしいのに」

「……俺も、うれしくないわけではない、が」

「が？」

　ベッドメイキングは当然使用人の仕事だ。どこから話が広がるかわかったものではない。のどかで閉へい鎖さ的てきな砦にいるときとは違う。彼女はただのサクラではなく、どこに行こうと精霊の客人として見られる。

　俺は、サクラの心身はもちろんのこと、彼女の名めい誉よも守らなくてはならない。

「隊長さん？」

　あどけない表情で小首を傾げるサクラに、どこまで伝えればいいのか判断がつかない。何も知らせずに守ることは難しく、それがあまりいいやり方ではないことはわかっている。レットにもまたどやされることになるだろう。

「そもそも、どうやってここに来た」

　話を変えようと、気になっていたことを確認する。薄うすぼんやりとした記憶は、気づけば目の前に彼女がいた、という程度の情報しかない。鍵かぎは閉めた覚えがあったのだが。

「あ、それはほら、精霊の道を通って」

「……こんな使い方をしていいものなのか」

「ダメですか？」

　きょとんとするサクラに、俺は頭が痛くなるのを感じる。二ふつ日か酔よいではない。

　しかし、屋敷の者に見られていないのは助かった。早朝のうちにもう一度精霊の道を使って部屋に戻れば、昨夜のことが人の口に上ることはない。

「私、隊長さんに聞きたいことがあって来たんですけど」

「……なんだ？」

「もういいんです。や、よくはないんですけど。今はまだ聞けません」

　サクラは穏やかな笑みを浮かべて、首を横に振る。意味深な言いように興味を引かれるが、無理に聞くこともできない。

「グレイスさん。もうちょっとだけ、待っていてください」

　囁くような、優しい声。真綿のように柔らかいのに、折れない芯しんが通っているような。

「少しで、いいのか？」

「あ、えっと、どのくらい少しかはわからないですけど、少しです！　絶対少しです！」

「……お前が、それを望むなら」

　また待つのか。そう、思ってしまった自分に嫌いや気けが差す。少しだと、期限を切ってくれたにもかかわらず、焦じれてしまうのはなぜなのか。

　ブーケを手にして朗ほがらかに笑うサクラが、昨日のことのように思い出される。いつまででも待てると思っていたのに、俺の意志はその程度のものだったのだろうか。

　どこまでも落ちていきそうな気分を切り替えるために、一つ息をついた。

「ちょうどよかった。伝えておくことがある」

「え？」

「近々、お前もパーティーに出ることになった」

「え？　えええ!?」

「本音を言えば行かせたくはないが、そうも言っていられない。国王主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会かいに俺と一緒に行くことになるだろう。精霊の客人の存在を広く周知させるために」

　同じく招待を受けている軍のトップからの情報だから、きっと間違いない。数日中に招待状が届くだろう。

　サクラと再会した数日前、謁見の間にいた貴族の中には議会で発言力のある者もいた。おとぎ話のような存在が実際に現れたとなれば、興味を持たない人間はいない。

　彼女が精霊の客人である以上、ずっと隠しておくのは不可能だ。すでに後見人として立候補はしてある。議会で出される結論が俺たちの望むものになるよう、俺がサクラの保護者に相応ふさわしいと示せる場所は活用しなければ。

「舞踏会って、踊おどるんですか!?　私、盆ぼん踊おどりとマイムマイムくらいしか踊れませんよ!?」

〝ぼんおどり〟も〝まいむまいむ〟もわからないが、サクラの世界での踊りなんだろう。形は違えど、曲に合わせて一定の動きを繰り返すことさえわかっているならどうにかなるはずだ。どうにかするしかない、とも言う。

「ダンスは俺が教える。あまり時間はないが、ひとまず形になっていればいい」

　ちょうど、断れないような集まりはしばらくない。精霊の客人をもてなすという口実は方々で役に立つ。

「そんな、短期間で形になるものなんですか……!?」

「運動神経は悪くないだろう。コツさえ摑めばなんとかなる」

　俺がそう言うと、サクラは少し遠い目をしてから、諦あきらめるようにため息をついた。

「劣れつ等とう生せいでも、見捨てないでくださいね……」

「見捨てない。安心しろ」

　口実は、そのまま家族に対しても有効だ。サクラに懐いているカーディナになんの遠慮もなく、父や弟に疑われることなく二人の時間を作れる。

　寂しかった、とサクラのように素直に言葉にすることはできないが、恋人のぬくもりに飢うえていたのは俺のほうだ。与えられた大義名分は有効活用しなくては。

　もし万が一、俺が後見人になれなかったとしたら。

　サクラと過ごせる時間は、もうあまり残されてはいないのだから。
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　正式に招待状が届いたのは、隊長さんから話を聞いたわずか二日後だった。

　どうやら私は一招待客ではなく、精せい霊れいの客人として主しゆ賓ひんのような扱あつかいになるらしい。

　隊長さんがダンスの個人レッスンをしてくれるついでに、パーティーの進行を軽く説明してくれることになった。

「当日は国王から皆みなに紹しよう介かいされる形になる。ただ笑っていればいい」

　挨あい拶さつをしなくていいというのは助かるけれど、大勢のお貴族様から好こう奇きのまなざしを向けられながらずっと笑っているというのも大変なことだろう。接客のバイトをしている気持ちでいればいいんだろうか。規模が違ちがいすぎて参考にならないかもしれない。

「ダンスは、国王と王太子のあとに踊おどることになるだろう。最初の一曲を踊ったら、あとはどうとでも逃にげられる。一曲目のステップは基本中の基本しかない。初心者のお前でもなんとかなるだろう」

「そんな簡単に言わないでくださいよ～！　盆ぼん踊おどりとはわけが違うんですから……」

　お貴族様が当たり前に身につけているマナーですら、私はつい最近習い始めたばかり。ダンスどころか姿勢すらまだ合格点をもらっていない。

　人間、自分にできることは軽く見積もってしまいがちだ。努力すればできるようになる、という理論はできる人だから言えること。努力だけではどうにもできないものもあると、二は十た歳ちにもなれば知っている。

「まっすぐ立て。笑え顔がおを絶たやすな。視線を落とすな。恥はずかしがって身体からだを離はなすな。ステップを間ま違ちがえようと、パートナーの足を踏ふもうと、動どう揺ようを表に出すな。それだけでもだいぶ見られるようになる」

「すでにすっごく難なん易い度ど高く聞こえるんですが……」

　次々に並べ立てられたダンスのコツに、私はガックリと肩かたを落とした。

「身体が覚えるまで何度でも教える。大だい丈じよう夫ぶだ」

　そう言ってくれる隊長さんはとても格好よくて頼たのもしい。

　けれど、素す直なおに喜ぶには一つ懸け念ねんがあった。

「……前に小隊長さんが、隊長さんは教えるのに向いてないって言ってたんですけど」

「それは……否定できないが」

「噓うそでもいいから否定してほしいところでした！」

　やっぱり！　小隊長さんが言っていたのは剣けんの扱い方だったけれど、ダンスだって身体を動かすものだ。動きを教えるという意味では共通している。

「なら、他の者に頼むか？　ルシアンなら俺おれよりうまく教えられるだろう」

「それじゃあ、口実がなくなっちゃうじゃないですか」

　私はあっさりと提案を却きやつ下かした。

　なんだかんだと文句を言いながら、私は隊長さんとの個人レッスンを楽しみにしていたのだ。二人っきりを堪たん能のうできる貴重な時間だ。むしろ、文句すら隊長さんとじゃれ合うための軽口だったとも言う。

「奇き遇ぐうだな。俺もそう思っていた」

　瞳ひとみを細めて微笑ほほえむ隊長さんも、この時間を楽しんでくれているんだろう。気持ちを共有できるのがうれしくて、頰ほおが緩ゆるんだ。

　どうやら隊長さんは、あの夜のことを覚えていないらしい。お酒で緩んだ口から吐はき出だされた弱音を、私は忘れられずにいる。

　隊長さんの不安を取り除くために、私にできることはきっと一つだけ。選せん択たくを、告げること。けれど、まだ少し引っかかっていることがあるから。今はひとまずパーティーを無事に終えることを考えないといけない。

「まずは、ステップから教えよう」

　そうして、隊長さんに教えられるがまま、最初は足だけで基本のステップを繰くり返かえす。慣れない動きを覚えるのも大変で、少ないステップなのに何度も順番を間違えてしまった。

　やっと間違えなくなってきて、たどたどしいながらもステップが踏めるようになったら、今度は試ためしにとパートナーと組んだときの体勢を教えられた。

「……サクラ、硬かたい」

「え、ストレッチすればいいですか!?」

「そうじゃない、筋肉が強こわ張ばっている。なぜ緊きん張ちようしているんだ」

「何もかも初めてづくしなんですから、そりゃ緊張もしますよ！」

　こんなに近づいていて、呼吸の音も、上下する胸の動きもわかるのに、抱だきしめられるのとは違う。新しん鮮せんな距きよ離り感かんに、よくわからない緊張感を覚えてしまう。

「もう少し距離を詰つめて、……だからといってしなだれかかるな」

　隊長さんのため息を直じかに感じた。いつもの距離感になれば肩の力が抜ぬけるかもしれないと思ったんだけれど、どうやらよろしくなかったらしい。

「注文が多いです！　いいじゃないですか、ちょっとしたスキンシップですよ」

「過か剰じような、の間違いじゃないか」

「……だって、せっかく二人っきりだから」

　ぐりぐり、と額を胸に押おしつけてペットのように甘あまえる。

　私ばかり待たせるのはフェアじゃないからと、結局あの紹介の理由は確かく認にんしていない。隊長さんの家族に隠かくし事ごとをしている後ろめたさはあるけれど、隊長さんには隊長さんの考えがあってのことだとわかっている。

　カーディナさんやルシアンさんとのお話は楽しい。それでも、秘密にしているせいで隊長さんとイチャイチャできる機会が少ないのがとても寂さびしい。

「指南役を誘ゆう惑わくするな」

　ちょん、と隊長さんの指が私の額を小こ突づいた。残念がる私から少し離れた隊長さんは、手の位置も直して元の距離感へと戻もどる。

「近すぎるとステップが踏めない。離れすぎると不格好に映る。曲によっても距離は変わるが、今はまずこの距離を覚えておけ」

　隊長さんが示すのは、靴くつの爪つま先さきが触ふれ合あうほどの距離。これは……恋こい人びとの距離だ。

「私、隊長さん以外とは絶対踊れません。こんな距離まで近づくなんて……」

「お前でもそんなことを気にするんだな」

「そんなことじゃないですよ！　乙女おとめには重要なことです」

「……乙女」

「ちょっと待ってください隊長さん、なんでそこで微び妙みような顔をするんですか!?」

　ショックを受けて詰つめ寄よる私に、隊長さんは少しだけ笑った。

「安心しろ。俺以外と踊らせるつもりはない」

　ぐっと、私の背中に回された腕うでに力がこもった。しなだれかかるなと言ったのは隊長さんなのに、これでは抱きしめられているのと変わらない。

　隊長さんのぬくもりと匂においに包まれて、胸はドキドキしているのに無む性しように安心する。

「……イケメンすぎます、隊長さん」

　赤くなっているだろう頰を隠すために、広い胸に額を押しつける。

　隊長さんはいつもいつも、私のことを守ってくれる。私のことを最優先に考えてくれる。優やさしすぎて、もどかしいくらいに。

　そんな隊長さんと一いつ緒しよなら、私はどんな目を向けられても耐たえられる気がした。
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　個人レッスンを受け始めて、数日後。

　相変わらず成長の乏とぼしい礼れい儀ぎ作法を学んだあと、私は部屋でカーディナさんに借りた小説を読んでいた。そう、あの『孤こ高こうの王と精霊に愛されし乙女』だ。

「ヒロイン、なかなかにハチャメチャ……」

　同じ精霊の客人として参考になるかもしれないと思っていたけれど、これは難しい。

　ヒーローである皇こう帝てい相手に少しも引かずに大おお喧げん嘩か。本人にお願いされたとはいえ皇帝の父を『パパ』と呼んだり。モデルにしたといってもほとんどフィクションなんだろう。

　物語としては緩かん急きゆうがあって面おも白しろいから、カーディナさんがハマる理由も頷うなずける。途と中ちゆうからは私もただの恋れん愛あい小説として読んでいる。

　二巻を読み始めたところで、少し目が疲つかれたので本を閉じることにした。栞しおりを挟はさみ込こもうとして、ふとその白い花に目を落とす。

「パルラさん、元気かなぁ」

　元はブーケだったこの花を手に、幸せに満ちた笑顔で結けつ婚こんしたパルラさん。

　今の私なら、同じ顔ができるような気がする。隊長さんへの想おもいだけを胸に、この先もずっと一緒にいられる幸福に感謝して、隊長さんの瞳の色のピアスをつけて。

「……まあ、そのためにも後見人問題が待ってるんだけど」

　少しの不安に、私はため息をつく。パーティーで隊長さんとの仲のよさを見せつけたら、みんな納なつ得とくしてくれたりしないだろうか。

　栞を挟んで本を閉じたところで、耳の奥おくでキーンと小さな音がした。覚えのある耳鳴りに、私はバッと顔を上げる。

「ダンスの練習は進んでいるか」

「お、王太子様……!?」

　勢いよく立ち上がったら、座すわっていた椅い子すが倒たおれてしまった。精霊の道を使ったんだとわかっているけれど、神しん出しゆつ鬼き没ぼつすぎて毎回驚おどろかされてしまう。

「あまり騒さわぐな。家人に知られると面めん倒どうだ」

「お、お忍しのびってことですか……？」

「忍ぶ以外にどうやってこの部屋に一人で入れると思う？」

　たしかにその通りだけれど、忍び込んだ身でどうして堂々としていられるんだろうか。現代日本だったら不法侵しん入にゆうで即そくお縄なわだ。

「……王太子様のお付きの人は大変そうですね」

「もうとっくに諦あきらめられている」

　つまりは、勝手な行動はいつものことということか。ご愁しゆう傷しよう様です。現在進行系で迷めい惑わくをかけられている身としては、もう少し根こん性じようを出してほしいところだけれど。

「私になんのご用ですか」

　倒してしまった椅子を戻してから、静かに問いかける。

　何度もきつい言葉を投げかけられてきたせいで、感情を揺ゆらされないように警けい戒かいする癖くせがついてしまっている。これ以上は邪じや魔ましないと言われたけれど、結局彼かれが何をしたかったのかいまだにわからないから、完全に安心もできなかった。

「預かりものだ」

　王太子はそう言って、ひょいと何かを放り投げてきた。

　危なげなくキャッチしたそれは小さな包みで、添そえられている手紙には『またお茶会をしましょうね』とココリア様の署名があった。中身はココリア様お気に入りのいちごジャムクッキーらしい。

「あ、ありがとうございます……これのために、わざわざ？」

「そんなはずがあるか。これは私が行くと言ったら渡わたされただけだ」

　王太子は眉み間けんに深々と皺しわを刻んで嫌いやそうな顔をしたけれど、ついでだとしてもお使いを引き受けたことが意外に感じられた。性しよう悪わる王太子でも、自分の奥さんには優しい面も見せるということだろうか。レットくんから聞いてもいまいちピンと来ていなかった恋愛結婚という言葉が急に真実味を帯びてきた。

「グレイスも、砦とりでの人間も、タイラルドの家もお前に甘い。誰だれも教えないだろうから私が直じき々じきに教えてやろうと思ってな」

　王太子はふんぞり返ってフンと鼻を鳴らした。本当にどうしてこんなに偉えらそうにできるんだろうか。実際王族で、王様の次に偉いから仕方ないんだろうか。

「精霊はその性質上、攻こう撃げきや破は壊かいよりも守りと創造に特化している。世界を創造した神を守っているからだとか、創造神の力を一部分わけ与あたえられているからなどと言われているが、まあそこはどうでもいい」

　唐とう突とつに始まった精霊講座は、初めて聞くことだったのでおとなしく耳を傾かたむける。

「お前が精霊の客人としての力を目覚めさせれば、どれだけグレイスの助けとなるか。どれだけジェイロの砦が盤ばん石じやくな守りとなるか。お前は、一度でも考えたことがあるか？」

　まさに寝ね耳みみに水というものだった。あまりにも王太子が真しん剣けんな顔をしていて、冗じよう談だんでも頷くことはできなかった。

「惚ほれた弱みか男としての意地か、グレイスからお前の力に頼たよることはないだろうよ。だが、力あるものがそれを行使しないのは怠たい慢まんだ」

　刺ささるような視線だった。逃げるなと、向き合えと言われているようだった。

　精霊の客人としての力なんて、今まで考えたこともなかった。過去に偉い業ぎようを成なし遂とげた人もいるとは聞いていたけれど、みんながみんなそうだったわけではないようだし、ただの女子大生だった私とは関わりのない話だと思っていた。

　私にできることがあるならがんばりたい、という気持ちはある。それと同時に、どんな形でも戦いに関わるのは恐おそろしい、と腰こしが引けてしまうのもまた本音。

　隊長さんはそれをわかっていたから、今まで何も言わなかったのかもしれない。

「だから、王太子様は私につらく当たっていたんですか？　私が、怠なまけているように見えたから」

　やるべきことをやっていないように見えたなら、王太子の態度が最初から悪かった理由も一応は納得できる。別に欲ほしかった力でもないのに怠慢と言われても困るけれど、私には私の言い分があるように、王太子には王太子の価値観があるんだから。

「お前が、」

「私が？」

「……あまりにも馬ば鹿かに見えたからな」

「ば、ばか……!?」

　唐突な罵ば倒とうに、私は大口を開けて固まった。嫌みったらしい王太子らしくない直接的すぎる表現に、腹を立てるのも忘れてしまった。

「グレイスの伴はん侶りよは馬鹿では務まらない」

　シンプルな言葉ではあったけれど、ハッとさせられるものがあった。

　恋人と結婚相手はまったく別だと思っていた私と違い、隊長さんも小隊長さんも、そして王太子も最初からそうなる可能性を考えていた。それなら王太子の目に、私はどれだけ中ちゆう途と半はん端ぱで覚かく悟ごのない女として映っていただろう。

　そういえば、王都に行く朝、王太子の前で隊長さんの家族の話になった。本当にそんなつもりはなかったけれど、財産や家格目当てのようにも見えてしまったかもしれない。

「もしかして、私を試した……？」

「さて、どうだかな」

　王太子は適当にはぐらかして、興味を失ったかのように私から視線をそらした。

「言うべきことは言った。長居は無用だ」

　もう帰るつもりのようで、王太子は私に背中を向けた。そのまますぐに消えていくと思っていたのに、ふと彼は振ふり返かえる。

「ああ、一つ忘れていた。わかっているとは思うが、舞ぶ踏とう会かいではグレイスの傍そばを離れるな。頭の悪い連中につけ入られたくなければな」

　最後にそれだけを言い残し、今度こそ王太子の姿は幻まぼろしのように消えていった。

　私も全部理解できたわけではないけれど、ただの性悪だと思っていた王太子の意地悪には実は意味があったらしい。数々の暴言から、王太子は隊長さんのことを嫌きらっているんだと思っていた。でも、ココリア様の語る王太子が別人に感じたように、私が知る王太子にもフィルターがかかっていたのかもしれない。

　王太子には王宮で開かれる舞踏会の準備だってあるはずだ。その忙いそがしい中で、わざわざ私に忠告するために飛んできた。そのことに、私の中である疑ぎ惑わくが浮ふ上じようする。

　王太子って、実は……面倒見がいいんじゃないだろうか。
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　礼儀作法を学んで、ダンスを教わって、空あいた時間はカーディナさんたちとお話をして。それなりに忙しい日々を過ごしているうちに、パーティーは五日後に迫せまっていた。

「だいぶ形になってきたな」

「本当ですか!?」

「どうにか及きゆう第だい点てん……といったところか」

「隊長さんスパルタ……」

　残り五日でなんとか及第点、というのは遅おそすぎるのか、がんばったほうなのか。後者ということにしてくれないと私の気力が折れそうだ。

「でも、ちょっと楽しくなってきました。難しいけど、隊長さんと踊るのは楽しいです」

「それならよかった」

　私が笑うと、隊長さんも微笑んで頷いてくれた。

　短時間の録音再生ができる魔ま具ぐから流れる音楽を聞きながら、ゆっくりステップを踏む。隊長さんがうまくリードしてくれるからか、もう足を踏むことはなく、ぎこちなさもだいぶ減ったと思う。たまにカーディナさんが乱入して、女性目線でコツを教えてくれたのも功を奏しているのかもしれない。

「それに、こうやってくっついていられるのっていいですね」

　そう言ってピッタリ身体を寄せると、隊長さんの身体が強張るのが触れているところから伝わってきた。

「……サクラ」

「ドキドキしますか？」

「どう答えればいいんだ」

「素直になればいいと思います！」

　私の言葉に、隊長さんは深々とため息を吐はく。二人っきりとはいえ、いつ誰が来ないともわからない部屋で何をしているんだとでも思っているんだろう。

「お前は俺を困らせる天才だな……」

　その言い方が心底困っているように聞こえて、私はクスクスと笑ってしまった。

「そんなところも大好きです、グレイスさん」

　私が名前を呼ぶと、隊長さんがピクリと反応するのを感じた。

「パーティーで隊長さんって呼んでたら、ちょっとおかしいですよね。ちゃんと名前で呼べるように、今から練習しておかないと」

「……そうだな」

　そうやって私たちは口実を重ねる。心も身体も、全部重ね合わせる日が来るまで。




　ちょうどダンスのレッスンが一段落ついたところで、カーディナさんがやってきた。

「兄様、届いたものはサクラの部屋に運ばせておいたわよ」

「私の部屋……？　え、何をですか？」

　隊長さんとカーディナさんを交こう互ごに見ながら疑ぎ問もん符ふを飛ばす私に、カーディナさんはニヤリと楽しげに笑うだけだ。

「見てのお楽しみよ」

　そう言われてしまえば、今すぐ見に行くという選せん択たく肢ししかない。隊長さんを引きずるようにして部屋に戻る私を、カーディナさんは笑顔で見送ってくれた。

　そして──私の部屋では、薄うす紅べに色いろのドレスがデデンと存在感を放っていた。

「どどどどーしたんですかこれ……！」

「舞踏会に行くのにドレスは必要だろう」

　隊長さんは当然のことのように言うけれど、私はそもそも舞踏会なんて初めての経験なものだから、そんなことはすっかり頭から抜けていた。

「え、でもこれ、絶対お高かったですよね!?」

　上半身部分には刺し繡しゆうが施ほどこされていて、ビーズが縫ぬいつけられているのかキラキラと輝かがやいている。薄うすい生き地じを何枚も重ねてふわりと広がる裾すそは、下に行くほど色が深い。こんなに繊せん細さいなデザインのドレスが、私のお給料で賄まかなえるようなもののわけがない。

　加えてドレスだけじゃなく、靴やショール、アクセサリーまで用意されていた。繊細な縁ふちレースがかわいらしいリボンは髪かみを結ゆうためのものだろうか。

「俺のためを思うなら黙だまって受け取ってくれ。これでも一軍の長だ」

　恐きよう縮しゆくしまくる私に、隊長さんは苦く笑しようと共にそう告げた。こういうときの作法はよくわからないけれど、遠えん慮りよするのも失礼に当たるのかもしれない。

「うっ、じゃ、じゃあ……ありがとうございます！　すごいきれいです！」

「あまり日がなかったから既き成せい品ひんを直してもらっただけだが、気になるところはあるか」

「ない、ないです！　素す敵てきすぎて文句つけたらバチが当たっちゃいます」

「何かあれば遠慮なく言ってほしい」

　そう言われて、ふと、一式の中にあるアクセサリーの一つに目がとまった。

「えっと、じゃあ一つだけ。ドレスについてじゃないんですけど」

　言いながら、私は襟えり元もとに手を持っていく。鎖くさりを指に引っかけて、それを取り出した。

「これって……パーティーにつけていくことって、できないですか……？」

　桜のモチーフのペンダントは、以前隊長さんからプレゼントされたものだ。肌はだ身み離さずつけていたけれど、パーティー当日はどうするか決めかねていた。

　別に用意されていたペンダントを見て、思わず確認したくなったのだ。

「……難しいな」

「ですよねぇ……」

　重い沈ちん黙もくののちのその言葉は、『無理』と断言されたようなものだった。

　とてもかわいくてお気に入りのペンダントだけれど、町の露ろ店てんで買ったものだ。王様が主しゆ催さいするパーティーにつけていくようなものじゃない。

　最近はずっとつけていたこともあって、もう肌の一部のように馴な染じんでいる。それを外すのは気が重い……としょんぼりしていると、ピンと名案が閃ひらめいた。

「あ、いいこと思いつきました！　このペンダント、パーティー中は隊長さんが預かっていてくれませんか？」

「それは構わないが……」

　なぜ？　と青灰色の瞳が言葉もなく尋たずねてくる。私はにっこりと笑い返した。

「隊長さんが〝桜〟を持っていてくれたら、ずっと傍にいるみたいで心強いかなって。終わったら、また隊長さんがつけ直してください」

　この〝桜〟はもう私の一部だから、隊長さんが持っていてくれれば安心できる。ちょっと違うかもしれないけれど、飼い主にリードを預けるようなものだ。どんな視線にも、どんな声にも負けないよう、隊長さんとつながっている実感が欲しかった。

「そもそも舞踏会中はほんの一いつ瞬しゆんも離れるつもりはないがな」

「じゃあ、壁かべの花にならずに済みますね」

　こんなにきれいなドレスを着て壁に咲さくのはさすがに虚むなしすぎる。汚よごさないようにそっとドレスの裾に触れながら、改めてその美しさに感動してしまう。

「桜色、ですね」

「……ああ、お前の色だ」

　私の呟つぶやきに、隊長さんはゆっくりと頷いた。自動翻ほん訳やくの壁もあるのに、それだけでわかってくれる隊長さんが好きだ。

「桜色のドレスを着て、グレイスさんの隣となりに立てるのがうれしいです。これを着た私は、グレイスさんのためだけに咲く花ですね。ちゃんと責任持って摘つんでくださいね！」

　私はにっこり笑う。桜は摘むとは言わないけれど、細かいことは気にしない。

「サクラ……お前は俺をどうしたいんだ」

　隊長さんは眉間に深々と皺を刻んで、吐と息いきをこぼす。その息はきっと熱いのだろうと、容易に想像がついた。

「困らせたい、って言ったら怒おこりますか？」

「……」

「グレイスさんが、私の言葉で困ってくれるのがうれしくて。悪あく趣しゆ味みですね、私」

　隊長さんの気持ちは、今さら確かめなくてももう充じゆう分ぶんわかっている。態度から、言葉の端はし々ばしから、私を映す熱を帯びた瞳から伝わってくる。

　疑いようもないほどのその想いを、それでもこうして何度でも感じたくなる私は、とてもずるい人間なんだろう。

「……いつも、困っている」

「ごめんなさい」

　心から申し訳ないと思っているけれど、笑ってしまったから半分も伝わっていないだろう。本当に隊長さんは厄やつ介かいな女に引っかかってしまったね。

「お前に困らせられるのは、嫌いじゃない」

「それは好きってことですか？」

「……知っているだろう？」

　まっすぐ私を射い抜ぬく瞳に、わき上がるのは震ふるえそうなほどの歓かん喜き。私は、こんなにも愛されている。

「もちろん」

　だから、私ももう、覚悟を決めようと思ったんだ。
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「オフィ。オーフィシディエンオール」

　舞踏会前日。囁ささやくような声で、その名前を口にする。まだあまり呼び慣れていないはずの正式名めい称しようは、不思議と滑なめらかに音となって宙に溶とけた。

《なぁにサクラ、呼んだ!?》

　パッと姿を現したオフィに、私は微笑みかける。

　つぶらな瞳も、かわいいぽてぽてとした体型も、ほんの少しも憎にくらしいとは思えない。そんなことが、純じゆん粋すいにうれしい。

「あのね。オフィに、ありがとうって言っておきたくて。私を喚よんでくれたみんなにも」

　家族、友人、故郷。

　大切なものとの永遠の別れは簡単には受け入れられなくて、最初は悲しみから目をそらしていた。胸むねの奥に沈しずめていたその思いを、隊長さんはすくい上げて受け止めてくれた。隊長さんの腕の中で、たくさん泣いてたくさん慰なぐさめてもらった。

　優しい、優しい隊長さん。私のことを宝物のように大事にしてくれる隊長さん。

　私は、隊長さんと出会えてよかった。

《ありがとう、うれしい！　サクラ、シアワセなんだね！》

「うん、幸せ」

《やった───！》

　ためらいなく頷く私に、オフィは感激が収まらないのか部屋中を飛び回る。壁に激げき突とつしないかハラハラするけれど、そんなに喜んでもらえるなら言ったかいがあった。

「それでね、オフィ。一つ、確認したいことがあって……」

　オフィやレットくんから聞いた話を総合して、もしやと思っていたことがあった。

　考えすぎかもしれないし、そうだったらいいのにという期待が勘かん違ちがいさせたのかもしれない。なんの意味もなかったとしても、確認するまで私は前に進めない。

　だって、オフィも言っていた。教えてくれなかったのは『聞かなかったから』だと。

　だから私はその問いを投げかける。




「私のいた世界に、物を送ることはできる？」
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　ついにパーティー当日となりました。

　パーティーは夜になってからなので、明るいうちに入念に身体のお手入れをして、侍じ女じよさんの手を借りてドレスを着て、髪を結い上げて、お化け粧しようもしてもらった。さすがはプロの仕事で、いつもの三倍はかわいく、そして少し大人おとなっぽくなった私を、カーディナさんもルシアンさんも手放しに褒ほめてくれた。

　口くち下べ手たな隊長さんには元々褒め言葉なんて期待していない。むしろ、バレないよう無言で目をそらすその態度がすでに意識しまくりで、言葉以上にわかりやすかった。

　今日のパーティーに行くのは、私と隊長さんと、カーディナさん。カーディナさんは会場に入る前に婚こん約やく者しやさんと落ち合う予定でいるらしい。三人で和気あいあいと馬車移動、と思っていたら、居い心ごこ地ちが悪いからと隊長さんは御ぎよ者しや台だいに行ってしまった。

　となればもちろん、王宮までの道のりはガールズトークになるわけで。

「グレイス兄様はこういうときにエスコートする女性の一人や二人もいないのかしら？」

　そんな、触れられたくない話題を持ち出されてしまえば、私は目を泳がす他にない。

　意味もなく髪に編あみ込こまれているリボンに触れてみたりする。うん、手て触ざわり最高。

「あ～……ど、どうなんでしょうね」

「砦では誰かいい感じの人とかいなかった？　兄様に憧あこがれてるとか、逆に兄様が少し特とく別べつ扱いしているだとか」

「どうでしょう、砦には未み婚こんの女性が少なかったので」

　噓は言っていない、噓は。

　どうしても閉へい鎖さ的てきになってしまう砦では、職場恋愛も多い。砦でお相手の見つからなかった女性は、嫁ゆき遅おくれになる前に辞やめてしまうこともあるらしく、今いる未婚女性は恋人持ちと数人の若い子と、実家に諦められた人だけだ。

「そうなのね。それならなおのこと、ここにいる間に見つけなければならないのに……」

　本気で心配しているのか、カーディナさんは悩なやましげにため息をつく。

　既き婚こん者しやの王太子や、カーディナさんにも、実はルシアンさんにも婚約者がいるところを見ると、今年で三十になる隊長さんに相手がいないのは王族として珍めずらしいんだろう。

「カーディナさんは、隊……グレイスさんにはどんな人がお似合いだと思いますか？」

　隊長さんとの関係を秘密にしておきながらこんなことを聞くのはよくないことだとわかっていながらも、気になってしまった。

　できることなら、隊長さんの家族にも受け入れてもらいたい。でも、自分が隊長さんに相応ふさわしいかというとあまり自信はなかった。

「あのね、グレイス兄様ってとっても優しいの」

「はい、知ってます」

　質問の直接な回答ではなかったけれど、それについては全力で同意できるので頷いた。

「少し真ま面じ目めが過ぎるけれど、言い方を変えれば誠実で、相手を裏切るようなことは絶対にしないわ」

「そうですね」

「あまり魔ま力りよくの高くないグレイス兄様を馬鹿にする人はいっぱいいたのに、兄様は決して相手を貶おとしめるようなことは言わないの。それどころか、私がそいつらに喧嘩を売ろうとしたら、止められたわ。気にするなって。私の立場が悪くなるって」

　話しながら、カーディナさんは少しずつうつむいていく。

　ギリッ、と奥おく歯ばを嚙かみしめる音が聞こえたような気がした。

「……私たち家族にも、弱音なんて一度も言ってくれなかった。ただ黙もく々もくと努力して、今は師団長。魔力と口ばかりの王族より、よっぽど国のために働いているわ」

「カーディナさん……」

　その『魔力と口ばかりの王族』の中には、自分自身も含ふくめているのかもしれない。力がなくても、あっても、悩みは尽つきないものらしい。

「グレイス兄様は自じ慢まんの兄なの。誰よりも幸せになってくれないと困るわ」

　スッと背筋を伸のばしたカーディナさんは、真剣な表情で前を見み据すえていた。

「だから、やっぱり相手の女性は兄様に並んでも見み劣おとりしないくらいの美人で、兄様の役に立てる才女で、兄様を支えられる芯しんの強い人でなければね」

「……へ？」

「兄様が怪け我がをしても癒いやせるように、上級の治ち癒ゆ魔ま法ほうが使えたほうがいいわね。師団長の奥おく方がたとなれば砦の女主人のようなものなんだから、求心力も必要かしら。あとは……」

　次々と増えていく条件に、私は頰が引きつるのを感じた。き、期待が重い……！

　薄々そんな気はしていたけれど、カーディナさんはわりと本気でブラコンのようだ。

「あ、着いたみたいね」

　馬車の揺れが収まって、窓の外の景色が停止した。

　裾を踏まないように気をつけながら扉とびらに近づくと、外から扉が開かれた。その向こうから顔を覗のぞかせたのは、軍の正装に身を包んだ隊長さんだ。

「サクラ、手を」

「あ、はい……」

　差し伸べられた手にそっと自分の手を重ねる。手を引っ張るわけではなく、全身で促うながすようにして隊長さんは私を馬車から降ろしてくれた。あまりにも自然なエスコートに、一瞬何が起こったのか理解できなかった。

　一つたしかなことを言うとすれば、隊長さんが素す晴ばらしく格好いいということだけだ。

「妹には手を貸してくれないの？　グレイス兄様」

「……ほら」

「別にいいのよ。今日はサクラの保護者役だものね」

「お前にはエッシェがいるだろう……」

　文句を言いながらも、カーディナさんは隊長さんの手を借りて馬車から降りる。当然ながら私よりもずっと自然で、流れるような足運びに思わず見入ってしまう。

　家にご厄介になっていたときはそこまで意識していなかったけれど、こうして着き飾かざったカーディナさんは仕草の一つ一つまで洗練されていて、育ちの違いを感じさせられる。隊長さんと並ぶと美男美女兄きよう妹だいだけあって、絵画でも見ているようだ。

　そんなカーディナさんが求める美人で才女な女性とは、いったいどれだけ完かん璧ぺき超ちよう人じんじゃなければいけないのか。つい、ため息をこぼしてしまった。

「どうかしたか？」

「グレイスさん、私、もっとがんばりますね……」

「よくはわからないが、お前は充分がんばっているだろう」

「まだまだ、まだまだ足りないんです！」

「……そうか」

　ふ、とおかしそうに笑う隊長さんに、隣にいたカーディナさんが目を瞬またたかせた。

「サクラの前だとずいぶん自然に笑うのね、兄様」

「……笑っていたか？」

　隊長さんは決まり悪そうな顔をして片手で口元を隠した。どうやら無意識だったらしい。

「気づいていなかったの？　サクラの緩い空気に感化されたのかしら」

「カーディナさん、それ褒めてませんよね!?」

「あら、すごいことだわ。兄様は何があってもピクリとも表情を変えないから、氷のようだと言われていたのに」

　それは、だいぶ前に小隊長さんから聞いた、氷の第五師団隊長というどこか中二病臭くさい異名のことか。疑っていたわけではないけれど、改めて聞くとなんとも味わい深い。

「グレイスさんはむしろ炎ほのおだと思うんですけどね」

　隊長さんと氷がうまく頭の中で結びつかない。隊長さんは優しくて、温かくて、そして……私に向ける想いは、焦こがされそうなほど熱い。

「立ち話もいいが、エッシェが待ちくたびれているぞ」

「あ、そうでした！　早く合流しましょう！」

　パーティーにカーディナさんの婚約者さんも出ると知って、実はこっそりと楽しみにしていた。幼おさな馴な染じみから婚約者という入れ物に変わったエッシェさんは、どんな人だろう。

「ちょっとくらい待たせてもいいのよ。男は忍にん耐たいが大事でしょ？」

「……もう充分すぎるほど待っていると思うがな」

　ため息混じりのその言葉は、今の状じよう況きようを指しているわけではなさそうだ。私のことを待ってくれている隊長さんは、余計にエッシェさんの気持ちがわかるのかもしれない。

　玄げん関かんホールはすでに多くの招待客で賑にぎわっていた。カーディナさんのようにここでパートナーと落ち合う約束をしている人もいるようだ。もっと畏かしこまった場かと思っていたけれど、意外とみんな楽しそうに談だん笑しようしている。それとも今日のパーティー会場の大広間に行くとまた違うんだろうか。

　幸いエッシェさんとはすぐに合流できた。丸っこいフォルムの栗くり色いろの髪はいかにもお坊ぼつちゃんといった感じで、聞いていた通り優しそうな人だった。

「あなたが、サクラさん……」

　おっとりとした目元には似合わない眼力で凝ぎよう視しされ、私は思わずたじろぐ。

「あの、何か……？」

「あ、いえ、すみません……カーディナが楽しそうにあなたの話をするものだから、あの、だからってその、別に何かあるわけでは……」

　語ご尾びがどんどん小さくなっていき、エッシェさんは恥ずかしげにうつむいてしまった。……どうやら、婚約者さんに嫉しつ妬とされていたらしい。

「カーディナさんからもエッシェさんのお話はうかがっていました。とても仲のいい幼馴染みだったとか」

「そう、ですね。子どもの頃ころからずっと一緒でした」

「素敵ですね、そういうの」

　にっこりと笑いかけると、エッシェさんも柔やわらかく微笑んでくれた。

　決して美形というわけではなく、カーディナさんと並ぶと余計にアンバランスな印象を受ける。でも、カーディナさんのことが本当に好きなのだと伝わってくるその笑えみに、心が温かくなった。

「何よ、楽しそうじゃないの」

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらせ、カーディナさんはエッシェさんの腕に巻きつく。

「カーディナ？」

「いくらサクラが珍しくても、今日のパートナーは私なんだからね。ちゃんとエスコートしなさいよ」

「そ、それはもちろん……！」

　カーディナさんに顔を覗き込まれ、エッシェさんは顔を真っ赤にして何度も頷いた。

　これはもしや、カーディナさんもヤキモチを焼いたんだろうか。やっぱり、二人の様子を見ると心配することは何もなかったようだ。

「お兄ちゃんとして複雑だったりとかしませんか？」

　隣の隊長さんにだけ聞こえるように、ヒソヒソ声で尋ねてみた。

「いや、仲がいいようで安心した。……妹も弟も、俺より選択肢は限られていたから」

　うっすらと笑みを浮うかべて妹とその婚約者を見守る隊長さんの瞳は、ただただ優しい。

　この世界一年生の私にはよくわからないけれど、王位継けい承しよう権けんを持つカーディナさんも、持たない隊長さんも、お互たがいに負い目のようなものがあるようだ。

　家族を思うがゆえの優しい葛かつ藤とうに、私も笑みを深くした。




　友人を見つけたカーディナさんたちと早々に別行動となり、私と隊長さんは玄関ホールを抜け、個室でパーティーの始まりを待つことになった。

　もうすでに会場には人が大勢集まっていて、国王夫妻と王太子夫妻の入場が開始の合図となるらしい。今回の主賓のような立ち位置の私は、なぜかその二組と一緒に入場することになる。事前に聞いてはいたけれど、つくづく意味がわからない。

「ドレスもかわいいし、こんなにきれいにお化粧してもらったのもうれしいんですけど、これだと一つ難点がありますね」

「難点？」

「イチャイチャできない……」

　裾の広がりは動きを妨さまたげるし、うかつに接せつ触しよくすれば化粧が剝はげる。私は完璧に磨みがき上あげられた自分の姿を見下ろしながらため息をついた。

「……お前らしいな。意外と落ち着いているようでよかった」

「そんなことないですよ。もうバックンバックンです！」

　さっきから気を紛まぎらわすために何度か花か瓶びんに生いけられた花の花弁を数えていたくらい、実は心臓が飛び出しそうなほど緊張している。

　それでも、大丈夫だと思えるのは──

「でも、グレイスさんが一緒にいてくれるから」

　全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを乗せて、私は隊長さんに笑いかける。

「……殺し文句だな」

　隊長さんは困ったように笑って、それから私の手を自分の胸ポケットに押し当てた。

「ここにいる。だから、安心しろ」

　それは、隊長さんのことにも、ペンダントのことにも、隊長さんの心に住み着いた私のことにも取れる言葉だった。

　大丈夫。隊長さんが傍にいてくれれば私は私でいられると、もう知っているから。

「フォローはお願いしますね、グレイスさん！」

　信頼を込めた笑顔を向けると、隊長さんはしっかりと頷いてくれた。

　そうして、ついにパーティーに乗り込むときがやってきた。
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　国王夫妻、王太子夫妻と顔を合わせ、事前に決めていた挨拶を交かわす。形式的なもので私語は一いつ切さいなかったけれど、にこりと笑いかけてくれたココリア様に癒やされた。

　そのまま、二組のあとに続いてパーティー会場に入ると、一いつ斉せいにこちらに向けられた視線に覚悟していてもぎょっとした。

　隊長さんの話によると、私と隊長さんが再会した場面にいたのは貴族のごくごく一部で、そこから精霊の客人が現れたという噂うわさは広がっていたらしい。

　どうやら恋愛関係にあることは秘されているようで、安心してほしいと言われたけれど相変わらず隊長さんは明後日あさつての心配をしているようだ。

　玄関ホールで特に注目を浴びなかったように、私には精霊の客人だとひと目でわかるような特とく徴ちようはない。四人のうち一番視線を集めていたのはカーディナさんだった。

　王位継承権を持たない王族もそこまで注目されないらしい。しばらくこういった場に顔を出していなかった隊長さんを物珍しげに見る人はいただろうけれど、まさかそのパートナーが噂の精霊の客人だとは思いもしなかっただろう。

「もう知っている者もいるだろうが、我わが国くにに精霊に招かれ客人が訪おとずれた。サクラ・ミナカミ殿どのは年若い女性だ。今こ宵よいの舞踏会は歓かん迎げいの意を込めてのものである。皆、精霊の祝福に感謝し、ゆるりと楽しまれよ」

　王様の挨拶は思っていたよりずっと簡潔なものだった。世の校長先生もこのくらい短く済ませてくれれば眠ねむ気けに襲おそわれることもないのに。真夏や真冬の朝会は地じ獄ごくだった。

　と、そんな現実逃とう避ひをしたくなるほど、かつてない注目を浴びているこの状況が怖こわい。え、笑顔が引きつる……！　化けの皮が剝がれる……！

　演奏が始まっても、こちらに向いた視線は変わらない。隊長さんと何度も練習した曲の生演奏に感動している暇ひまもない。これから王様と王太子が踊って、その次は私たちだ。

　国王夫妻が前に進み出て、ぽかんと空いているホールの中央で踊り始めた。私の両親よりも年は上のはずなのに、まったくそれを感じさせない動きは優ゆう雅がに流れる川のようだった。とても真ま似ねできる気がしない。

　途中で王太子夫妻がそこに加わる。まるで鏡でも見ているかのように息がピッタリ合っていて、それがとても意外だった。入場前に一ひと言こと交わしたときにも思ったけれど、二人が並んでいると不思議としっくり来る。自分勝手な王太子にココリア様が振り回されているような関係だと思っていたのに、お互いを尊重し合っているように感じられた。

「王太子様って、本当にちゃんとココリア様のことが好きなんですね……」

　そうしみじみと呟くと、隊長さんも二人に目を向けたまま頷いた。

「俺が第五師団に入ったあとのことだから、詳くわしくは知らないが。妃ひ殿でん下かのことは、あいつが唯ゆい一いつ自分のために我を通したことだ」

「え？　唯一……？」

　思わず口をついて出そうになった悪口を慌あわてて飲のみ込こむ。さすがにこんな公おおやけの場で、王太子って普ふ段だんからわがままですよねとは言えない。誰かが聞き耳を立てていたとしても、距離がある上に小さい声だから大丈夫だろうけれど、一応。

　それでも私の疑問符の意味は正しく伝わったようで、隊長さんは苦笑をこぼした。

「あいつは好き勝手に生きているように見えるが、自分が周りから何を求められているかを知っている。あいつのわがままは、基本的に国のため、誰かのためのわがままだ。……だから、きっと今回のことも」

「なるほど……」

　そう言われてしまうと納得できる部分もあった。どうやら今回の一連のあれこれは私を試す意図があったようだから。

　手段といい、今までの発言といい、やっぱり性格は悪いと思う。私もつらい思いをたくさんして、何より王太子が隊長さんに対して放った暴言は許せるものじゃない。その捻ねじくれた性しよう根ねをココリア様に矯きよう正せいしてほしいくらいだ。

　それでも、きっと全部、隊長さんのためだった。

「なんだか不思議な関係ですね。仲は悪いのに、お互いのことをよくわかってるなんて」

「色々と複雑な思いはあるが、嫌いではない。上に立つ者として認めている」

「……たぶん、王太子様も似たようなことを思っていそうですね」

　まったく似ていないと思っていたけれど、そういうところはそっくりなのかもしれない。

「さて、俺たちの番だ。行くぞ」

「はい」

　隊長さんと一緒に進み出ることに、不思議と不安はなかった。練習と同じように踊れば大丈夫。少し失敗しても、隊長さんがいてくれればなんとかなる。

　ワン、ツー、スリー、フォー。ワン、ツー、スリー、フォー。

　心の中でカウントを唱となえながらステップを踏んでいく。隊長さんのリードに身を任せて、ホール内をゆっくりと移動する。演奏に聞き惚れる余よ裕ゆうすらあった。

　最初に隊長さんがアドバイスしてくれた通り、笑みを絶やさず、視線は隊長さんに固定して。周りの人がみんなカボチャになってしまったように、緊張はすっかり消えていた。

「グレイスさん」

「どうした」

　踊りながら名前を呼ぶと、隊長さんは即そく座ざに返事をしてくれた。その声が私への気き遣づかいに、愛にあふれていて。ああ、好きだなぁと思った。

「グレイスさんのことは、私が幸せにしますね」

　心を込めて、宣言した。この会場にいるすべての人を証人にして誓ちかいを立てるように。

　隊長さんは何も言わず、表情も変わらなかったけれど、私の手を握にぎる力がくっと一瞬強まったのは、気のせいではないだろう。




　最初の曲が終わり、私たちのダンスも問題なく終えることができた。

　すぐに次の曲の演奏が始まって、みんな思い思いに踊り始めた。

「サクラ！　ちゃんと踊れたじゃない、特訓の成果ね！」

　輝かんばかりの笑顔で駆かけ寄よってきたのは、もちろんカーディナさんだ。

「ありがとうございます、カーディナさんにも大変お世話になりました！」

「いいのよ。本当にホッとしたわ。最初のあなたなんて何度兄様の足を踏んだことか」

「わ、忘れてください……」

　隊長さんの足を踏んだ回数なんて数えきれない。確実に両手の指の数は越こしている。

「あれ、そういえばエッシェさんは？」

　カーディナさんの横に当然いるはずの姿を探して周囲を見回すと、ちょうどエッシェさんはこちらに向かっているところだった。その手に二つのグラスを持って。

「お疲れ様です。はい、どうぞ」

「わぁ、ありがとうございますエッシェさん！」

「すまない」

　隊長さんと一緒にグラスを受け取って、鮮あざやかなピンク色のドリンクに早さつ速そく口をつける。ノンアルコールカクテルだろうか。爽さわやかな甘みが身体に染しみ渡わたっていく。

「お二人は踊らなくていいんですか？」

「まだ始まったばかりだもの、大丈夫よ」

「そ、そうだね……」

　カーディナさんに合わせて頷いたエッシェさんは、それでもちらりと会場中央で踊っている人たちに目を向けた。たぶん、本心ではカーディナさんと踊りたいんだろう。

「それより、こっちに来て！」

「えっ、カーディナさん!?」

　飲み終わったグラスを下げてもらったところで、ぐいっと手を引かれた。

「ガールズトークよ。エッシェも兄様も来なくていいから！」

　カーディナさんは私以外の二人にそう告げて、私の了りよう承しようも得ずにずんずん進んでいく。これはおとなしくついていくしかなさそうだ。

　私も隊長さんを振り返り、いってきます、と言い残す。隊長さんは心配そうな顔をしていたけれど、カーディナさんにはあまり強く出られないようで頷いてくれた。

「『孤高の王と精霊に愛されし乙女』を私に貸してくれた友人もね、あなたのお話を聞きたいんですって。紹介してもいいわよね？」

　会場内をすいすい移動しながら、カーディナさんはガールズトークのお相手を説明してくれた。なるほど、カーディナさんが道を踏み外した……いや、素敵な作品に出会うきっかけを作った人か。

「えっと、ご期待には添えないかもしれませんが、それでもよければ」

「そんなことないわ。サクラの話はとても楽しいもの！」

　興奮で頰を赤らめたカーディナさんは、本当にかわいらしい。好きなものに対して一直線な姿勢が好ましいなと和なごんでいると、履はき慣れていない靴がグキッと横を向いた。

「わっ！」

　転てん倒とうに巻まき込こんではいけない、とカーディナさんの手を離す。衝しよう撃げきに耐えるために目を閉じたけれど、その心配はなかったようで、ふわりと誰かに抱きとめられた。

「お怪我はありませんか？」

　柔らかな声は聞いたことのないものだった。

　一瞬、隊長さんかと期待してしまったけれど、さっきまでいた場所からはもう離れていて、タイミングよく駆け寄れるはずがない。

「大丈夫です。ありがとうございます」

　体勢を立て直して、お礼を告げる。優しげな男性は上品な微笑みで頷いてくれた。

「失礼ですが、サクラ・ミナカミ様ですね」

「え、あ、はい」

「私は貴女あなたの後見人に立候補させていただいた者です。少々お時間を頂けませんか？」

「は、はい……？」

　にこやかな申し出に、うっかりそのまま頷きそうになってしまった。危ない危ない。

「ちょっと、いきなり不ぶ躾しつけじゃない？　私には挨拶もないのかしら？」

「ああ、これは申し訳ありませんカーディナ殿でん下か。私ごときが名乗るのもおこがましいかと思いまして」

「生あい憎にくと、サクラの時間は私が予約しているの。下がってくださる？」

「いえ、こちらとしてもとても大事な話ですので。お優しいカーディナ殿下でしたら私のお心も汲くんでいただけるでしょう？」

　間に入ってくれたカーディナさんにも、その男性は一歩も引かない。

　ちなみに、この国では王位継承権を持つ王族はみんな『殿下』と呼ぶのだと、一いつ般ぱん教養の授業で教わった。こんなところでも継承権の有う無むで差がつけられる。

「あの……後見人に立候補した、というのは」

　私から話しかけると、男性は水を得た魚のように俊しゆん敏びんに動き、私の手を取ってぐいっと顔を近づけてきた。

「サクラ様。ぜひとも後見人には私をお選びください。私はヒーの位を頂いておりますし、貴女の望むものはすべて手に入れてみせます。何一つ不自由させることはありません」

　彼の押しの強さに、なるほどなぁ、と私は妙みように納得してしまった。

　隊長さんが心配していたことも、王太子が言っていたことも、こういうことなんだろう。私の立場だけが一人歩きして、こうして望まぬ人を呼よび込こんでしまう。

　精霊の客人の後見人という立場は、それほど魅み力りよく的てきなものなんだろうか。私の人となりや能力を知らないままこうして売うり込こんでくるほど、精霊の客人は特別な力を持っているんだろうか。私には理解できないし、できたとしてもこの手は選ばない。

「すみません。私が望んでいる自由は、そういうものじゃないんです」

　にっこり笑顔で断りを入れて、私は周囲に目を配る。

　興きよう味み津しん々しんに私たちを見ている観衆の向こうに、隊長さんがこっちに向かおうとしているのが見えた。声をかけられたり、人の流れに邪魔されたりとなかなか近づけないようだ。

「グレイスさん！」

　大きな声で彼を呼ぶと、注目が集まった。少しも怖くないのは、私の目には大好きな人しか映っていないから。

　お願い、フルーオーフィシディエン。そう心の中で唱える。

　くいっと引っ張られる感覚がして、私は失敗したときと同じように宙に放り出される。

「サクラ……!?」

「えへへ、ナイスキャッチです」

　慌てた声を上げつつも、隊長さんはちゃんと私を受け止めてくれた。今までにも何度か経験した、乙女の憧れのお姫ひめ様抱っこだ。

　隊長さんが助けてくれるとわかっていてわざと空中に転移したと言ったら怒られるだろうか。

「グレイスさん、私、選んだんです」

　何を、と尋ねようとするその口を、私は自分の唇で塞ふさいだ。

　大衆にラブシーンを見せつける趣味があるわけじゃない。でも、これが一番わかりやすいと思った。

　どこにも行かないでくれ、とお酒の力を借りないと言えない隊長さんには。

「私と一緒に生きてください」

　唇を離して見上げた隊長さんの顔には、幸せそうな笑み……ではなく、死相が浮かんでいた。
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「……あー、皆みなに聞いてもらいたいことがある」

　私たちの周囲だけ止まっていた時間を動かしたのは、意外なことに王太子だった。

「このクリストラルに舞まい降おりた精せい霊れいの客人は、我わが親愛なる従兄いとこグレイスと縁えにしを結んだ。今ここに、グレイス・キィ・タイラルドとサクラ・ミナカミの婚こん約やくを発表する。この吉きち事じを、共に祝してくれるだろうか」

　まるで事前に申し合わせていたかのような見事な口上だった。

　素す直なおにそれを信じたかどうかはわからないけれど、それからは代わる代わるお貴族様が挨あい拶さつに来て、隊長さんは死にそうな顔のままどうにか対応してくれた。私はボロが出ないよう、笑え顔がおを貼はりつけたまま祝福の言葉に対してお礼を返す程度に済ませた。

　慣れないドレスで立ちっぱなし笑いっぱなし。そんな状態で疲つかれが出るのは早くて、私たちはほどほどのところで切り上げさせてもらった。

　けれど……タイラルドの家に帰る際にも一ひと悶もん着ちやくあった。カーディナさんと合流したら、きつく睨にらまれて無言の抗こう議ぎを受けた。馬車の同乗まで拒きよ否ひされてしまって困っていると、エッシェさんが自分の馬車でカーディナさんを送り届けると気を回してくれた。

　そうして、帰りの馬車に隊長さんと二人きりとなったわけですが。

「……なぜ、あんなことをした」

「なぜ、って」

　重々しい空気の中での問いかけに、私は目を瞬またたかせた。

「待てと言ったのはお前だ。砦とりででは隠かくしようがなかったが、こちらの人間に知れれば少なからず拘こう束そく力りよくになってしまうだろうと言わずにいた。特に家族には」

「あ……ご家族に内ない緒しよにしてたのって、そういうことだったんですね」

　こんなところで、密ひそかに気になっていたことの真相を知ることになってしまった。

　そんな理由だったなら、再会してすぐに気持ちを伝えていたらちゃんと恋こい人びととして紹しよう介かいしてくれたんだろうか。それを考えると少しもったいないことをしたような気もする。

「あれだけ大勢の前で公表された婚約を、今さら覆くつがえすことはできない。お前は……俺おれと、結けつ婚こんするしかない」

　隊長さんは、低くうなるような声で吐はき捨すてた。

「……怒おこってますか？　グレイスさんの気配りを台無しにして」

「怒っている、と言えばそうなんだろう」

　隊長さんはゆっくりと顔を上げる。彼かれの瞳ひとみはギラギラと怖こわいくらいの色をしていた。

「自ら飛とび込こんできた獲え物ものを手放せるほど俺は優やさしくない。……いいんだな？」

　言葉とは裏腹に、その問いかけは優しかった。

　近づいてきた顔を拒こばむことなく、口づけを受け入れる。与あたえられた熱に心臓がドキドキと早はや鐘がねを打つ。きっと私は、ここでただ頷うなずけばいい。……でも。

「グレイスさんのうそつき」

　唇くちびるを尖とがらせてそう告げれば、隊長さんは大きく目を見張った。

「グレイスさんが待っていてくれたから、私の不安をすくい取ってくれたから、私は自分の意志で選べたんです。だから、グレイスさんも私に不安を隠さないでください」

　言げん質ちを取ろうとしたのは、隊長さんの不安の表れだろう。選んだって、私は言ったのに。

　隊長さんは深く深くため息をつき、くしゃりと前まえ髪がみを握にぎりつぶした。

「お前に逃にげ道みちがなくなって、安あん堵どしている自分が一番許せない」

　小さな小さな声だった。けれど、隊長さんの万ばん感かんの思いのこもった声こわ音ねだった。どこまでも真面目で誠実な隊長さんに、私はたまらない気持ちになる。

「私がいつか後こう悔かいするかもしれないのが怖いですか？　気持ちが離はなれていってしまったらどうしようって思ってますか？」

　私の問いに、隊長さんはうなだれるように頷く。そうやって弱い面も見せてくれるから、私のせいで弱くもなってくれる人だから、誰だれより大事にしたいと思う。

　頰ほおに手を添そえて、顔を上げさせる。青みを帯びた灰色の瞳を、まっすぐ見つめる。

「好きです。大好きです。私に嫌きらわれるのが怖くて、自分の気持ちより私を優先しようとする優しくて臆おく病びようなグレイスさんのことが。こんなに私のことを想おもってくれる人なんて、きっと全世界探したっていません」

　私にとって恋こいはただ楽しむものだった。恋のドキドキを楽しんで、寂さびしいときには慰なぐさめ合って、楽しくなくなったらお別れする。ずっとそういうものだと思っていた。

　この人と出会うために、この人を愛してこの人に愛されるために生まれてきたんだって、そう思えるような恋はフィクションにしかないと、どこか達観していた。

　でも、私はこの世界で〝唯ゆい一いつ〟を見つけることができた。

「今まで散々グレイスさんの優しさに甘あまえてきた私が言えることじゃないけど……私は、グレイスさんのわがままが聞きたい」

　隊長さんは私のわがままを聞いて、気持ちが固まるまで待っていてくれた。決して私を急せかすことなく、意識が混こん濁だくするまで酔よわないと弱音も吐けないくらい自分を押おし込こめて。

「私にしか叶かなえられないわがままを、言ってくれませんか？」

　今度はお酒の入っていないその口から、隊長さんの本心を聞かせてほしい。

「俺は……」

　隊長さんの口は何度も開いて閉じてを繰くり返かえす。

　しばらく待ってもそこから言葉が発せられることはなく、ついにため息がこぼされたところで、私の忍耐力に限界が来た。

「よーし、わかりました！　グレイスさん、私ちょっとやりたいことがあるんです。私にグレイスさんの一日をください。見晴らしのいい場所に連れて行ってほしいんです」

　自分の言いたいことだけを一方的に捲まくし立たてる。

　実はまだ残っている最後の仕上げに、付き合ってもらわないといけないから。

「やりたいこと……？」

「そのときまで内緒です！　首を洗って待っててくださいね！」

　果たし状を叩たたきつけるような気持ちで、ビシッと人差し指を突つきつける。隊長さんは何度か目を瞬かせていたけれど、勢いに押されるようにして頷いた。

　これで私ももうあとには引けない。もちろん、引くつもりもなかった。




　タイラルドの家に戻もどると、今度はまた第二ラウンドが待っていた。

「どうして言ってくれなかったの!?」

　私たちよりも早く家に戻っていたカーディナさんは、道中で怒いかりが冷めることはなかったようだ。爆ばく発はつするような激しさで出で迎むかえられて、さすがの私も面食らった。

「ごめんなさい。その、ちょっと勇気が出なくて……」

　今回のことは完全に私たちの過失だ。噓うそをついていなければいいという問題じゃない。行きの馬車の中での会話といい、結果的には騙だましていたようなものなんだから。

「サクラは悪くない。俺が紹介するより前に、彼かの女じよから言い出すことなどできるわけないだろう」

　さっきまであんなに沈しずみ込こんでいたというのに、隊長さんは私を庇かばうように間に入る。

　軍に入ったのは居場所が欲ほしかったからだと前に言っていたけれど、隊長さんの本能に人を守ることが染しみついているんだと思う。

「それなら、どうして紹介してくれなかったのよ！　来てすぐは忙いそがしかったかもしれないけれど、それからいくらでも言える機会はあったでしょう!?」

「カーディナ、落ち着いて」

「むしろ、ルシアン兄様と父様はどうしてそんなに落ち着いていられるのよ！」

　後ろからカーディナさんの肩かたを叩いたルシアンさんに矛ほこ先さきが変わった。シリエスさんは傍ぼう観かん者しやのような立ち位置でのんびりと微笑ほほえんでいる。

「まあ、なんとなくわかっていたからねぇ」

「父様っ!?」

「父さん、それは火に油……」

「もしかして、ルシアン兄様も!?」

「……そうだね、確信があったわけではないけれど」

　カーディナさんに詰つめ寄よられ、仕方なくというようにルシアンさんも認めた。

　これでもみんなの前では隊長さんと一定の距きよ離りを保つよう気をつけていたつもりだったから、そんなにバレバレだったとは思っていなかった。

「じゃあ、私だけ除のけ者ものだったのね！」

　怒りで顔を真っ赤にしたカーディナさんは、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

「元々、結婚するもしないもお前に任せていたからね。好きにするといい」

「父上……」

「父さん、それは投げやりに聞こえるよ。祝福するってちゃんと言わないと、サクラさんが不安になってしまう」

「ルシアン……」

　シリエスさんとルシアンさんは対照的に和なごやかで、隊長さんは呆ほうけたように何も言えなくなっていた。どうやら男家族のほうは問題なく受け入れてくれるらしい。

「あ、あの。本当にすみませんでした」

　家族の会話に割わり込こむのは気が引けたけれど、やっぱりちゃんと謝あやまっておきたかった。

　薄うす々うす察していたらしい二人は、いったいどんな気持ちで何も言わない私をもてなしてくれていたんだろう。

「そうだな。私ね、ずっと憧あこがれていたことがあってね」

　シリエスさんは少しも気にした様子もなく、急に話を変えた。

「パパって呼んでみてくれないかな」

「……パパ」

「そう、パパ。さすがに王女様にはお願いできなくてね」

　シリエスさんは茶目っ気たっぷりに笑う。こんなところでルシアンさんの婚約者さんが王太子の姉か妹だという新事実を知ってしまった。

　そういえば、カーディナさんに借りた『孤こ高こうの王と精霊に愛されし乙女おとめ』に、ヒロインがヒーローの父をパパと呼ぶシーンがあった。もしや、シリエスさんも愛読者……？

　息子むすこさんと娘むすめさんが若じやつ干かん引いているのはいいんだろうか。私は別に抵てい抗こうもないので、円満な嫁よめ舅しゆうと関係を築くためならそのくらいのお願いはお安い御ご用ようですが。

「お願いします、パパ！　絶対幸せにするので、息子さんを私にください！」

　ガバッと頭を下げてから、あ、これは男側の台詞せりふだったなと思い至る。不ふつ束つか者ものですがと言い直したほうがいいだろうか。でも、気持ち的にはこっちのほうが正しかった。

「わ、私、私は、認めないから───っ!!」

「か、カーディナさん……!?」

　シリエスさんから返答をもらう前にカーディナさんの叫さけびがエントランスに響ひびき渡わたった。そしてそのまま涙なみだ目めで走り去っていく。

　とっさに追いかけようとした私を引き止めたのは、ルシアンさんだった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、サクラさん。今はうまく気持ちが整理できていないだけです。あれだけサクラさんに懐なついていたんですから」

「でも……すごく怒ってました」

　本当は、少し期待してしまっていた。隊長さんの家族がみんないい人たちだったから、勝手な都合で黙だまっていたことも笑って許して、温かく迎え入れてくれるんじゃないかと。

　カーディナさんの反応に、そんな甘えがあったことに気づかされた。

　私は一いつ般ぱん庶しよ民みんで、隊長さんに相応ふさわしいような人間じゃないという自覚はある。精霊の客人ということもあって仲良くしてくれたけれど、兄あに嫁よめに対しての理想をあれだけ熱く語っていた彼女には、受け入れがたかったんだろう。

「カーディナの怒りは激しいけれど、持続しないんです。落ち着けばちゃんと相手の気持ちを考えてあげられる子だから。あとでカーディナが言いすぎたと自分を責めないよう、今は放っておいてあげてくれませんか」

　カーディナさんをよく理解しているだろう実の兄にそう言われてしまえば、私も納なつ得とくするしかない。

「……そのほうが、カーディナさんのためになるなら」

「ありがとうございます」

　ルシアンさんの穏おだやか笑えみに、たぶんきっと大丈夫、と思うしかなかった。
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　ココリア様からお茶会の招待状が届いたのは、翌日のことだった。

　前回同様二人きりでのお誘さそいだったので、私は承しよう諾だくのお手紙を認したためた。王おう太たい子し妃ひ様へのお手紙なんてすごく緊きん張ちようしたけれど、ココリア様は拙つたなくても私自身が書いたほうが喜んでくれると思ったから。手紙のお作法は隊長さんがつきっきりで教えてくれた。

　隊長さんとのお出かけはお茶会後ということに決まり、お茶会の日は王宮まで送ってくれた。ついでに少し顔を出したいところがあるらしい。

「ふふふ、サクラさんってとても楽しい方ね。ふふふふ」

「わ、笑いすぎです……！」

　ココリア様は私の顔を見てすぐに笑い出してしまった。パーティーでの公開ラブシーンのことを言っているんだろう。

「おかげでこうやって堂々と招待できるようになったのはうれしいのだけれど。あれから何か問題はありませんでした？」

　そう気き遣づかってくれる優しいココリア様に、何もなかったと言えないのが悲しいところだ。

「ちょっと……冷戦中と言いますか、いえ、破局の危機とかではないんですけど」

「あら、ややこしいことになってしまったのね」

「大丈夫です！　元はと言えば自分で蒔まいた種なので。その、あんな大事な場所で勝手なことをしてすみませんでした」

　パーティーの主しゆ賓ひんだからって、何をしても許されるわけじゃない。あの場をどう収めるかなんて考えてもいなかった。機転を利きかせてくれた王太子には感謝しないといけない。

「いいえ、私に謝るようなことはありません」

　柔やわらかな微笑みを浮うかべるココリア様は相変わらず美しい。顔立ちはどちらかというと童顔なのに、年ねん齢れいよりも落ち着いた雰ふん囲い気きが彼女を立派な女性に見せていた。

　私もいつかこうなれたら、と思わなくもないけれど、憧れるにはハードルが高すぎる。

　それからしばらく雑談を楽しんで、おいしいデザートをいただいて。

「ああ、来ましたね」

　私がすっかり油断していたタイミングで、ココリア様はそう言って。何が、と問いかけるよりも早く、ガチャリと扉とびらが開く。

　ノックもなしに現れたのは……

「お、王太子様!?」

　動どう揺ようしてガタッと椅い子すを鳴らしてしまった。

　王太子は私の存在に気づくと、眉み間けんに深い皺しわを刻んでココリア様を睨みつける。

「いらっしゃいませ、フロウ様。どうぞこちらへ」

「ココ、これはどういうことだ」

「まずは座すわってくださいな。そんな怖い顔をされていたらきれいなお顔が台無しです」

　ココリア様はどこ吹ふく風で微笑みを絶やさない。そうでなければ王太子の奥おくさんなんて務まらないのかもしれないけれど、ココリア様、強い……。

「謝らせようと思って、フロウ様も招待していたの。騙すみたいになってしまってごめんなさい、サクラさん」

「は、はあ……」

　ココリア様の笑顔を見ていると毒気を抜ぬかれて、文句を言うこともできない。

　最初からもう一つ椅子があったことを、もっと疑うべきだった。

「あのね、サクラさん。お気に障るかもしれないのですけれど、フロウ様がサクラさんだけを王都に連れていらしたのは、私のためでもあるの」

「……え？」

　唐とう突とつすぎる発言に、私は目を瞬かせる。

「最近、私の周りが少し落ち着きがなかったことは知っていますか？」

「あ、えっと、はい……」

　たしか、お世よ継つぎに恵めぐまれないことでピリピリしているとレットくんから聞いた。

「王太子妃派も一枚岩ではなくてね。少々過激な方も中にはいるのですが、もしその方が問題を起こしてしまえば私にも責任が生じます。それは、私に思うところのある方々からするととても都合のよいことなんです」

　ココリア様は静かな口調で現状を説明してくれた。

　貴族社会に馴な染じみのない私にはピンと来ない部分もあるけれど、テストでいつも一位を取っている人が調子を崩くずせば二位の人が喜ぶようなものだろうか。

「なので、内々に済ませられるうちに、王太子妃派の中で注意すべき人物を炙あぶり出だしてしまいたかったのですよね？　フロウ様」

「……ああ」

　お行ぎよう儀ぎ悪く頰ほお杖づえをついた王太子は、ココリア様に問われて渋しぶ々しぶといった様子で頷いた。

　ココリア様のため、ということは。謁えつ見けんの間でのあの惚のろ気けも、うるさい人たちへの牽けん制せいの意味もあったのかもしれない。

「精霊の加護のあるサクラさんなら万が一はありえません。好都合だと思われたのでしょうが、故郷から離され、心細い思いをしているか弱い女性に対してなさることですか？　私のため、という免めん罪ざい符ふがあれば何をしても許されるわけではありません」

「……か弱い？」

「フロウ様」

　ココリア様の笑顔の圧力に、王太子ははぁ……とわざとらしいため息をつく。それから、眉間の皺はそのままに私に顔を向けた。

「こちらの都合で利用する形になってしまったことだけは、謝る。すまなかった」

「……だけ？」

　人に謝る態度じゃないことはこの際置いておく。でも、他にも暴言だとか暴言だとか、色々とあったような気がするのは私の記き憶おく違ちがいだろうか。

「お前に間ま違ちがったことを言った覚えはない」

　キッパリとそう告げる王太子に、ピキッとこめかみが引きつるのを感じた。まったく、本当にこの王太子は。

「……たしかに、王太子様のお言葉で色々と考えさせられたこともあります。ええ、本当に色々と。伝え方って大事だなととても勉強になりました。ありがとうございます」

　嫌いやみったらしくニッコリ笑いかけると、王太子は苦々しげに顔を歪ゆがめる。

　少しだけスッキリしたところで、本題とばかりに私は表情を改めた。

「パーティーで機転を利かせてくださったことは素直に感謝しています。助かりました」

「……お前が短たん慮りよなことは最初からわかっていたからな」

「一言も二言も多いところは直したほうがいいと思いますよ！」

　こんなにお礼の言いがいのない人が他にいるだろうか。いや、いない。

「私を試ためした件にしても、グレイスさんのためだったんなら仕方ないかなとも思います。でも、グレイスさんへの暴言に関してはどうしても納得できません。あれも間違ったことじゃないって言うんですか？」

「……間違ったことは、言っていない」

　言いながら、王太子はスッと視線をそらす。後ろめたさを隠すように。

「昔から気に食わなかった。自分は何も持っていないと、自分ばかりが我が慢まんをしていると、陰いん気きな顔をして。あいつはあいつに与えられたものの尊とうとさに気づいていなかった」

「与えられたもの……？」

「あいつには無数の選せん択たく肢しが与えられたんだ」

　その言葉に、私は目を見開いた。なるほど、王位継けい承しよう権けんの有う無むはそういう見方もできるのか。隊長さんの視点で考えていたから気づかなかった。

「でも、絶対に選べないものだって、たくさんあったんですよね」

「選べるだけマシだろう」

「そういうの、逆さか恨うらみって言うんじゃないでしょうか」

　王太子が王太子に選ばれたのは隊長さんのせいではない。隊長さんは、自分に許された選択肢の中で努力をしたから今がある。

「王になれない人間と、王になるしかない人間、いったいどちらが自由だと思う。どちらがより恵まれている？」

「……それは、人それぞれだと思います。私にはわかりません」

　この国の貴族は生まれた瞬しゆん間かんに道が決まると隊長さんも言っていた。そこには当然、王太子も含ふくまれる。

　生まれたときから王になることが決まっていた王太子にはきっと、未来を選べる隊長さんが自由に見えたんだろう。実際、その通りかもしれない。けれど、自由であればいいかというと、それはまた別の話だ。自由ということは、負うべき責任がないということ。何も、期待されていないということ。

　隊長さんの責任感の強さは、そこにかけられている期待が得がたいものだと知っているからだろう。自分の力で、その期待に応こたえられるのがうれしいんだろう。

「羨うらやましい、と認めてしまえばよろしいのに」

「ココ！」

　急に声を荒あららげた王太子に驚おどろく。さっきは王太子のお出ましに気を取られていたけれど、まるでペットの名前のような、ずいぶんとかわいらしい愛あい称しようだ。

「本当に、捻ひねくれた夫でごめんなさいね。フロウ様はグレイス様に対して、羨せん望ぼうと嫉しつ妬とが入り混じってしまっているの。同世代の王族の中で最初に生まれたグレイス様と二番目に生まれたフロウ様は、色々と比ひ較かくされることも多かったから」

「……でも、グレイスさんは王位継承権を持っていないんですよね？」

「ええ、だからこそ『継承権も持たない者に負けてはならない』などとおっしゃる勝手な大人おとなもいたのですよね。年の差もありましたのに」

「それは……大変ですね……」

　たしか、王太子は隊長さんの四つ年下だったはず。ルシアンさんのほうが年は近いのに、なまじ隊長さんが継承権を持っていなかったせいであれこれうるさい大人がいたんだろう。勉強でも武術でもなんでも、それだけ年が離れている人間に負けるななんて無茶な話だ。ちょっと本気で王太子に同情したくなった。

「そのせいで人々の望む王太子であることが得意になってしまって。勝手な行動もすべて人のためのものなので、これでも臣民からの信望は厚いんです」

　パーティーのとき、隊長さんも同じようなことを言っていた。王太子のわがままは誰かのためのわがままだと。

「フロウ様が王太子としてではなく、自分の言葉で話せる相手はとても少ないので、甘えていらっしゃるのよね。寛かん容ようなお兄ちゃんに」

　ココリア様は、それはそれはきれいな笑顔でそう言ってのけた。実は私以上に王太子に対して怒っていたのかもしれない。

「王太子様」

「……」

「王太子様って、実はお兄ちゃん大好きっ子なんですね？」

「……ひどい侮ぶ辱じよくだ」

　思いきり顔をしかめた王太子は、大嫌いなピーマンを食べさせられた子どものようで。ガラガラと、私が今まで抱いだいていた性しよう悪わる王太子のイメージが完全に崩れ去る音がした。
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　昼下がり、部屋で一人ゆっくりしていたところに、ルシアンさんが訪ねてきた。

「ああ、サクラさん。カーディナが帰ってきたそうですよ」

「よかった……」

　私はほっと胸を撫なで下おろす。

　そう、実はカーディナさんはここ数日、プチ家出中だったのだ。

　向かった先がエッシェさんの家だったから心配はないし、家出と呼べるかもわからないけれど、主原因としては気が気じゃなかった。

「サクラさんが気に病やむようなことではありませんからね」

「ありがとうございます。でも、どう考えても私のせいですから」

「黙っていたことに関しては、兄さんが言っていた通りですよ。サクラさんの口から言えることではなかったでしょう？」

　優しく気を遣ってくれるルシアンさんに、私はふるふると首を横に振る。

「違うんです。グレイスさんが黙っていたのは、私のためだったんです」

　待っていてほしいという私のわがままを叶えるために、私に選択肢を残すために、隊長さんは何も言えなかった。どちらにしても、悪いのは私だ。

「事情はわかりませんが……それなら、僕ぼくもあなたに謝らなくては」

「え？」

　ルシアンさんがなぜ、と目を丸くする私に、彼は苦く笑しようをこぼした。

「申し訳ない。初めは少し、疑っていました。城勤めの僕は、王太子殿でん下かの寵ちよう姫きの噂うわさを聞いていましたから」

「あっ……あれは色々事情があって……！」

「大丈夫、今は大体わかっています。王太子殿下は、少々捻くれた方だから」

　少々……。思わずツッコミを入れたくなったけれど、ルシアンさんにとっては未来の義理の兄だ。下へ手たなことは言えない。

「僕が生まれてから、兄はずっと一人でした」

　ぽつり、とまるで独り言のようにルシアンさんは話し始める。

「測定しなくても、ある程度の差があればわかる人にはわかります。……わかって、しまうんです」

　ぐっ、とルシアンさんの眉間に皺が寄る。

　ルシアンさんは隊長さんより魔ま力りよくが強いからこの家を継つぐのだと、隊長さんから聞いていた。隊長さんとは違って王位継承権も持っている。

「僕が生まれたとき、兄さんは五歳さいでした。僕が魔力測定の儀ぎ式しきを受けたときは、十歳。まだこれからいくらでも成長するはずの子どもが、お前は用なしだと宣告される恐きよう怖ふを、絶望を、きっと僕は一生理解できません」

　そう言いながらも、ルシアンさんは理解しようとしたんだろう。隊長さんと一いつ緒しよに彼も苦しんだんだろう。口さがない人たちにカーディナさんが憤いきどおっていたように。

「兄さんは一人だった。家族の中にいても、明確な線が引かれていた。僕たちが近づこうとすればするほど、それはさらに顕けん著ちよに、兄を苦しめた」

　そう言って、細く長いため息を吐き出したルシアンさんは、顔を上げて私に笑いかけた。

「だから、兄を一人にしないでくれる人を、僕たちはずっと待ち望んでいたんです」

　心からの笑みだった。長い冬が終わって、ようやく芽を出した春の花を見て思わず顔をほころばせるような。

　希望を、託たくされたような気がした。

「サクラさん、あなたの話の中の兄さんは、僕が知っている兄さんよりもずっと感情豊かで、生き生きとしていました。あなたと一緒にいる兄さんを……あなたを見る兄さんの目を見ていたら、ああ、ようやく来てくれたのか、と思いました」

　私のどうでもいいような日常の話を、そんなふうに聞いてくれていたなんて。隊長さんが愛されていることがうれしくて、愛する家族を託してくれることに、心が震ふるえる。

「兄さんを、よろしくお願いします」

「はい、はい……！」

　何度も何度も頷く。

　隊長さんの家族から渡わたされた願いを、一つもこぼさないように受け取りたいと思った。

「ほら、カーディナも。言うべきことがあるんじゃないのかい？」

「えっ」

　ルシアンさんの視線につられて振ふり向むくと、カーディナさんは柱の陰かげからこちらを覗のぞき見ていた。いったいいつからそこにいたんだろう。どこから聞いていたんだろう。

「サクラ。一つ、言い忘れていたの」

「何をですか？」

「兄様に、どんな人がお似合いだと思うか」

　カーディナさんはゆっくりとこちらに歩み寄ってくる。怖いくらい真しん剣けんな表情で。

　何を言われるかわからなくて、心臓がドクドクと音を立て始める。

「……兄様を笑わせてくれる人。兄様を、幸せにしてくれる人。それが一番大事なの」

　張はり詰つめていた糸が緩ゆるむように、彼女はくしゃりと泣きそうな顔をした。

「それなら私、すごく自信があります」

　私はぐっと握りこぶしを作って自信満々に言った。むしろ、それくらいしか誇ほこれることはないかもしれない。無理だと思っていたダンスを踊おどれたように、他も及きゆう第だい点てんくらいは取れるように努力するから、それで手を打ってもらいたい。

「入れ物が、変わっただけなんでしょ？　精霊の客人から友人に、友人から義ね姉え様さまに」

「はい。中身は変わってません」

　カーディナさんの背中を押すために告げた言葉が、そのまま返ってきた。兄の恋人でも婚約者でもなく、義理の姉というのは少し気が早いけれど、そうなれたらいいと思う。

「なら私、あなたを歓かん迎げいできるわ、サクラ」

　そう言ってカーディナさんは私を抱きしめた。出で会あい頭がしらに抱きつかれたときとはまったく違う、柔らかな抱ほう擁よう。

　家族の一員として、認めてもらえたのだとわかった。
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　ついにやってきました、隊長さん一日独どく占せんデー。

　今日は少し遠くまで行くので、馬での移動だ。一人で乗ることはできないけれど、何度か乗せてもらったおかげでバランスの取り方は多少わかってきたような気がする。

「その包みはなんだ」

　中身が見えないように布で包んだそれは、両手に余るくらいの大きさで。軽いから持っていても疲れないけれど、うっかり落としてしまわないようぎゅっと抱かかえ込こむ。

「まだ内緒でーす。着いてからのお楽しみです！」

「少し、時間がかかるが」

「グレイスさんと一緒なら大丈夫です。デートですからね！」

　目的があるとはいえ、せっかくの二人の時間だ。楽しまなければ損というもの。

　隊長さんの悩なやましげなため息は、聞こえなかったことにする。




　しばらく馬を走らせて、隊長さんが連れてきてくれたのは小高い丘おかの上だった。

「ここなら、王都が一望できる」

「わぁ……」

　ペリトとは比べ物にならない規模の町並みが、まるで博物館にあるジオラマのようだ。丘を渡る風は少し冷たいけれど、秋の香かおりに自然と頰が緩んだ。

「……？　これって……」

　ふと、一本の木に視線が吸い寄せられた。

　背が高く、幹が太く、赤茶色に紅葉した葉をつけた広葉樹。

　見覚えがある、どころか……

「花が咲さいていなくてもわかるのか」

「え、じゃあ……」

「ああ、桜の木だ。春には薄うす紅べにの花弁が舞う」

　私の思い違いじゃなかったらしい。呆ぼう然ぜんと、紅葉した桜の木を見上げる。

「こんなところに、あったんですね……」

　桜のアクセサリーがあるくらいだから、この世界にも存在していることは知っていた。ただ、それが本当に私の知る桜とまったく同じものか、少し不安だった。

　木の幹なんてどれもそんなに変わらないと思っていたけれど、色も見た目も手て触ざわりも、記憶に染みついていた。葉っぱの色も形も、縁のギザギザもとても懐かしい。

「花も咲いていないのに、意味はないかと思ったが」

「いえ、うれしいです。見られたことも、グレイスさんが今日ここを選んでくれたことも」

　本当に、隊長さんはいつもいつも、私の欲しいものをくれる。私がこれから何をしようとしているのか、知っているはずもないのに。

「……うん、桜が見届けてくれるなんて、最高のロケーションですね！」

　私は一つ頷いてから、ずっと大事に抱えていたそれを手にして、包んでいた布を外す。中から出てきたものに、隊長さんは目を見張った。

「それは……」

「じゃじゃーん、うさぎのムーさんバスタオルです。ちなみに、中身入り」

「中身……？」

「家族にお手紙を書きました。あと、他にもちょっと。リボンはすみません、せっかくのプレゼントだけど、使わせてください」

　バスタオルを折おり畳たたんで、ちょうど真ん中に来るところに手紙を入れた。

　封ふう筒とうの中には、私の髪も一ひと房ふさ。肌はだ身み離さず持っていた短たん剣けんを使って、目立たない部分の髪を切った。剣けんを握る手は、もう震えなかった。それが覚かく悟ごの証あかしかどうかは、きっとこれからわかることだ。

　バスタオルを結ぶリボンは、パーティーのときに髪に編み込んでいたもの。すごくきれいでもったいない気もしたけれど、だからこそ使いたかった。

「知ってましたか？　実は精霊が私を連れてきたときの道はまだ残ってて、人は通れなくてもちょっとしたものくらいなら送れるそうですよ」

　私がそれを教えてもらったのはパーティー前夜。前に、人間は大きいから異世界に飛ばせないと言っていたこと。異世界トリップの原理も精霊の道と同じだということ。それらを総合して確かく認にんしたらビンゴだった。まったく、精霊ってやつはこれだから。

　私が異世界トリップしたちょうどその瞬間に送ることができるらしい。使ったばかりのお風ふ呂ろ場ばに落ちても、家族が見つけるまでの時間くらいは、何重にも重ねたバスタオルが手紙を守ってくれるだろう。

　パーティーが終わってから今まで、何度も何度も書き直して、ようやく納得のいく手紙を書くことができた。今の私の正直な気持ちを、家族にも知ってほしかった。

「そう、だったのか……」

「王都は正常な魔力に満ちているから、きっと迷わず送れるだろうってことでした」

　王様の魔力で守られている王都。魔力の淀よどみから生まれる魔ま物ものの入り込む余地のない、正常な魔力が流れるこの地は、一番精霊の力が浸しん透とうしやすいらしい。

「だから……グレイスさん、お願い」

　私はうさぎのムーさんバスタオルをぎゅっと胸に抱きながら、隊長さんを見上げる。

「グレイスさんが望んでくれたら、私はもう迷いなく飛び込めます。これを、手放せます」

　パーティーの帰りに聞かせてもらえなかった本心を、今、聞きたい。

　口を閉とざすと、葉は擦ずれの音だけが響く。桜の枯かれ葉はが二人の間を通り抜けていった。

　隊長さんは一度瞳を閉じて、ゆっくりと開く。青みを帯びた灰色の瞳に、今まで見たことのない色が宿っていた。

「王都に来てから、お前が俺の名前を呼ぶたびに、期待は増した。そしてその期待を握り潰つぶすたびに胸が痛んだ。いっそ一思いに刺さし貫つらぬいてほしいと思うほど」

　まさか、隊長さんにそんな苦行を強しいていたなんて。そんなつもりはなかったけれど、私の気持ちの変化を知らない隊長さんには、ひどく残ざん酷こくな仕打ちだったのかもしれない。

「もし……お前がいなくなったとしても、俺は変わらず日々を過ごすだろう。第五師団隊長としての責任を負い、国民を守るために」

　それは、想像がつく気がする。恋人に捨てられて自じ堕だ落らくになる人や酒に溺おぼれる人もいるけれど、隊長さんは違う。隊長さんは、どこまでも隊長さんだから。

「生しよう涯がいを共にしたいと願った女性を失ったからといって他のすべてを投げ出せるほど、俺はもう若くはない」

「グレイスさんは真面目さんですもんね」

「……そうだな」

　隊長さんは頷いて、小さく息をつく。それから、胸ポケットからあるものを取り出した。

「だから……それを癪しやくに思うのなら、どこにも行くな」

　パーティーの日から預けっぱなしだった桜のペンダントを、隊長さんは私の首につける。まるで首くび枷かせのように感じたのは、私がそう望んでいたからかもしれない。

「サクラ。ずっと、俺の傍そばにいてくれ」

　それは懇こん願がんだった。私にしか叶えられない、隊長さんのわがままだった。

　癪に思うなら、なんてずいぶんと素直じゃないプロポーズだ。

　そう言いながらも、変わらない毎日を過ごしながらも、〝私と一緒にいる隊長さん〟と〝私がいない隊長さん〟は変わってしまうんだろう。小隊長さんが、私が来てからの隊長さんの変化を感じ取ったように。

　寂しくて泣いてしまうことはなくても、きっと隊長さんの胸にはぽっかりと穴が空あく。私でしか埋うめられない穴が。

　一歩踏ふみ出だす勇気をもらうように、私は桜のペンダントをぎゅっと握る。

「グレイスさんが、〝桜〟である私を受け入れてくれるから。それなら、私はサクラとして生きていける気がするんです。『見返り』を、あげられるって」

　家族より、故郷より、隊長さんの隣となりを選ぶ覚悟を。

　隊長さんを、愛し続ける覚悟を。

「こっちの世界の言葉ではどうか知らないんですけど。私の国の言葉では、食べるって、そういうことの比ひ喩ゆ表現でもあるんです」

　私の唐突な方向転てん換かんにも、隊長さんは振り落とされることなく静かに耳を傾かたむけてくれる。

「私は、グレイスさんに食べられるたびに、もっともっとグレイスさんのことを好きになっていきました。少しずつ、帰りたいって気持ちも食べられていきました」

　どっちつかずでずるい私を、隊長さんは待っていてくれたから。まだ胸はチクリと痛むけれど、もう気持ちは定まった。

　今、私の心は一直線に隊長さんに向かっている。

「好きです。大好きです。……たぶん、愛してるってこういうことです」

　冗じよう談だんでも誇こ張ちようでもなくそう言えるようになるまで、もっとずっと時間がかかると思っていた。一生言えないかもしれなかった。

　なのに、気がつけば私はこんなにも、隊長さんへの想いでいっぱいになっていた。

「私、これからももっとグレイスさんのことを知って、グレイスさんのことを好きになっていきたいです。だから、どうしようもならない未練と一緒に、私を食べてください」

　残さずきれいに平らげて、きれいに私の穴を塞ふさいでほしい。

　異世界へ来て、失ったものが多すぎて、ずっと塞がることはないと思っていた心の穴を。

「この、髪の一筋から」

　隊長さんは私の髪を梳すき、指に絡からめた一房にそっと唇を押しつける。

「爪つめの先まで、すべて、俺のものにしたい」

　すくい取るように握られた手の、爪の先を軽く食はまれる。

　すべて、隊長さんのものになりたい。彼に食べられたくて仕方ない。

　もう何も迷いはなかった。私はうさぎのムーさんバスタオルをガシッと摑つかんで、大きく振りかぶった。

「見ててくださいね！」

　言うが早いか、私はバスタオルの塊かたまりを丘の上からポーンと天高く放り投げる。遠くまで、ずっとずっと遠くまで、もう一生交まじわらない大切な人たちに届くよう一心に願う。

　精霊はしっかりと願いを聞き届けてくれたようで、うさぎのムーさんバスタオルは落下していく途と中ちゆうで搔かき消きえた。次元すらも違う彼方かなた、私の未練の元へと迷うことなく飛んでいったんだろう。

　家族がどんな顔をしてあの手紙を読むのか見られないのが残念だけれど、きっとたくさん泣いて、それから笑ってくれると信じている。

　微笑みながら仰あおぐ視界の端はしを、ひらり、と掠かすめたのは。

「え……っ!?」

　桜が、咲いていた。

　さっきまで秋色の枯れ葉を落としていた桜の木が、今は高らかに春を歌うように咲き誇ほこっていた。

　舞い散る桜の花びらの合間から、私に笑いかける影が、ひとつ、ふたつ、いっぱい。

《サクラ、おめでと、おめでとー！》

《会えたね！　うれしいね！》

《とってもシアワセね！》

　黄色、ピンク、水色、黄緑。精霊はとてもカラフルだったらしい。

　その声を、その姿を、最初からすぐそこにいるのが当たり前だったかのように、自然と受け入れられた。

　季節外れの桜吹雪ふぶきと、色とりどりの精霊と。まるで、この世界が私の選せん択たくを祝福してくれているような美しさだった。

「グレイスさん、桜です、桜！」

「ああ……桜、そうか……」
















　歓かん声せいを上げる私とは正反対に、彼は放心したように小さく呟つぶやいて。それから、ゆっくりと私に視線を向けた。

「これが、さくらか」

　瞳を細めて、愛いとおしそうに微笑んだ。青灰色の瞳は、私の中に春を見ていた。

　そう、これが今までの私。今までの水上桜。彼だけが知っていてくれればいい。彼だけに知っていてほしい。

　だから私は、水上桜をお皿に載のせて、フォークとナイフを左右に置いて。

「さあ、召めし上あがれ！」

　そうしてサクラ・ミナカミになって、この世界で、グレイスさんの隣で生きていく。
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『私の大事な大事な家族へ

　驚おどろかないでほしいんですが、いえ、驚いてほしいんですが、私は今、異世界にいます。頭がおかしくなったわけじゃないと信じてもらえるとうれしいです。

　そして、悲しい話をしないといけません。私は、もうそちらに帰れません。

　泣かないでくださいとは言えません。むしろ、私がこの世界に来てからいっぱい泣いたように、いっぱいいっぱい寂さびしがって泣いてほしいです。そんな親不孝な娘むすめで、姉兄不幸な末っ子でごめんなさい。愛してます。

　私はこっちの世界で、幸せに暮らしています。一点の曇くもりもなく、とは言えないけど、私を大事にしてくれる人がいるので、『幸せだ』って思えます。

　もうわかっちゃったかもしれませんが、好きな人ができました。とーっても優やさしくて、誰だれよりも私を大事にしてくれて、すごく強いのに不器用な人です。

　私を大事にしてくれる人のことを、私も誰よりも大事にしたいのです。家族より、故郷より、私が今まで過ごしてきた二十年間よりも。

　私はグレイスさんを選びます。そのための、このお手紙です。

　うさぎのムーさんは、ずっと私の心の拠より所どころでした。でももう、もっと大事な拠り所ができたので、大だい丈じよう夫ぶです。

　髪かみの毛けはこの手紙が本物だっていう証明になればと思ったんですけど、ごめんなさい、これはたぶんフィクションの読みすぎです。

　リボン、きれいですよね。好きな人がプレゼントしてくれたものなんですが、どれだけ大事にしてもらっているか伝わるかなと思って泣く泣く使います。大事にしてください。

　お祖じ父いちゃんお祖ば母あちゃんにはショックが大きすぎると思うので、夢を追い求めて海外に行ったとでも言ってください。ミケを私の分もかわいがってあげてください。

　お母さんの教育方針のおかげで好きな人にお菓か子しを振ふる舞まうことができました。もう嵐あらしの夜も心配しないでください。

　お父さん、好きな人はちょっとだけお父さんに似ている気がします。真ま面じ目めで口くち下べ手たなところとか。あ、お腹なかは出てませんよ。

　お姉ちゃんはお義に兄いさんとずっと仲良くいてください。甥おいっ子や姪めいっ子が生まれても、かわいがってあげられないのはやっぱり寂しいです。

　お兄ちゃん、いっぱい遊んでもらったり、一いつ緒しよに悪ノリしたり、楽しかったです。グレイスさんの手はお兄ちゃんよりももっと大きいんですよ。

　私はこの世界で、大好きな人とずっと幸せに暮らしていきたいです。嫌いやなことも悲しいことも、一緒に乗のり越こえていきたいです。

　もし万が一、不幸になることがあっても、二人一緒ならそれでもいいかなって思える人なんです。でも、そんなこと言ったらみんな心配しちゃうだろうから、やっぱりちゃんと幸せになります。

　じゃあね、みんな。今まで私を愛してくれてありがとう。

　ずっとずっと、愛しています。


世界を越こえて恋こいをした、サクラ・ミナカミより』












　それから程ほどなくして、正式にグレイスさんが私の後見人に決まった。

　何度か王宮に上がる必要はあったものの、隊長さんの完かん璧ぺきな番犬っぷりに特に問題は起きず、とても平和に私の砦とりででの生活続行が確定した。

　こんなに早く決着がついたのは、非常に複雑ではあるけれど、王太子の機転によるパーティーでの婚こん約やく発表も一因だろう。

　元々後見人問題のために王都に来ていた私たちは、お土産みやげを買うために軽く王都観光をしたのち、残念がるタイラルド一家にしばしの別れを告げて砦に帰ることになった。

　特にカーディナさんには全力で引き止められたので、今度来たときはもっといっぱい遊びましょうと約束した。

　王太子は多少の後ろめたさがあるのか、砦まで送ろうかと提案してくれたけれど、嫌な思い出もあるので丁てい重ちようにお断りした。それがなくても、この国を自分の目で見て、自分の足で歩いて、知って、好きになっていきたかったから。

「たまにはこんなゆっくりコースもいいものだね！」

　旅のメンバーは、グレイスさんと私と、それにレットくん。

　砦までは馬で五日の距きよ離りだけれど、旅慣れていない私を連れてその日程で帰ることはできそうにない。それでも、二人とも気にしていないようだったから、私は遠えん慮りよなく初めての異世界旅行を楽しんだ。

「サクラちゃんと一緒にいるときの第五の隊長さんって、ほんっと面おも白しろいよね」

　道中、グレイスさんが必要なものを買い足すために少し離はなれたとき。レットくんは明るく笑いながら私に話を振ってきた。

「そうですか？」

「うん。きみが来る前の彼かれを知ってると、余計にね。面白いし、よかったなぁって思うよ」

　そう語るレットくんの瞳ひとみが思いも寄らず優しげで、私は目を瞬またたかせた。

「あのさ、精せい霊れいが招く客人の条件、知ってる？」

「えっと……『世界が善へと導かれる可能性を増やす』でしたっけ？」

「そ。それね、いっくらでも拡大解かい釈しやくできてさ」

　どう説明しようか迷うように、んー、と彼は声をもらす。それからまた私に向き直った。

「サクラちゃんも知っての通り、精霊ってすっごく自分勝手だよ。自分のしたいようにしか動かない。だから、すっごく、えこひいきなこともする。たとえば、自分たちの好きな人が幸せになれるように、とかね」

　私は、少し遠くで買い物中のグレイスさんに視線を向ける。どこからか飛んできた精霊が、彼の周囲をふわりと一周してから姿を消す。

　精霊が見えるようになってわかったのは、どうやら隊長さんは精霊に好かれる体質だということ。王太子ほどではないし、王族は大なり小なりその傾けい向こうがあるんだけれど。

「……もしかして、私がこの世界に喚よばれたのって」

「かもしれない、ってだけだけどね。この辺は領域を侵おかすとかで話してくれないし」

　レットくんは首の後ろで手を組んで、つまらなそうに唇くちびるを尖とがらせる。隠おん密みつ部隊として、知らないことがあるのが嫌なのかもしれない。

「ごめんね、ビックリさせちゃった？」

「いいえ……話してくれて、ありがとうございます」

　たしかに驚いたけれど、それ以上に胸を占しめるのは……純じゆん粋すいな喜びだった。

　隊長さんが幸せになるために私が必要だったなら、こんなに光栄なことはない。可能性の話だったとしても、私の選せん択たくに太たい鼓こ判ばんを押おしてもらったような気がした。

「うれしいです。うれしい、って素す直なおに思えるのも本当にうれしい。だったらもう、遠慮なく一生グレイスさんの傍そばを離れませんから！」

「……何を恥はずかしいことを叫さけんでいるんだ」

「グレイスさん！」

　振り向くと、すぐ後ろにグレイスさんがいた。気づけば買い物は終わっていたらしい。

「はははっ、第五の隊長さん顔真っ赤。平和でいいねー」

　楽しそうに笑うレットくんを見ながら、もしかして、と私はふと思いついた。

　総隊長が伝説となって、師団長を隊長と呼ぶことが伝統となったのは、隠密部隊による働きかけもあったんじゃないだろうかと。総隊長を忘れないように。彼と彼の子孫の功績を後世に伝えるために。

　もし、そうだとしたら。『隊長さん』と呼ばれる彼に助けられて、こうして恋をして、一緒に生きていくと決めたのも、まるで何かのお導みちびきのようで。

　根こん拠きよのない想像でしかないのに、そんな考えを捨てきれなかった。




　少し遠回りになるけれど、砦に帰る前にペリトにも寄ってもらった。

　お昼はパルラさんの働く食堂で食べ、惚のろ気け話をたっぷりと聞かせてもらった。

「パルラさん、私もショールを両親に返すことができました」

　以前この国での風習を教えてくれたパルラさんに、私は誇ほこらしげな気持ちで報告した。

　正確にはバスタオルだけれど、形は問わないらしいから気にしない。

「結けつ婚こん式しきには呼んでくださいね」

　新しん婚こんホヤホヤのパルラさんは、幸せに満ちた笑え顔がおでそう言ってくれた。きっと、今の私も負けず劣おとらず幸せいっぱいの顔をしているはずだ。

　駐ちゆう屯とん地ちにも寄って、シルヴィアさんにこっそりと栞しおりを渡わたした。あの、ブーケの押おし花ばなで作ったものだ。シルヴィアさんの恋も叶かないますように、とちゃんと願いを込こめた。

「私はもう大丈夫なので、これ、シルヴィアさんにバトンタッチしますね」

「これは……では、サクラ殿どの……」

　呆ぼう然ぜんとした顔でそれを受け取ったシルヴィアさんは、私がそれを手放す理由をすぐに察してくれたらしい。自分のことのように喜んでくれた。

「きっとまた、皆みなの笑顔があふれる日になるな」

「はい、絶対そうなります！」

　私はそう、断言することができた。




　そうしてようやく帰ってきた砦は、少しも変わることなく私たちを出で迎むかえてくれて……とは、いかなかった。

「無事で何よりです隊長、サクラちゃん。早さつ速そくで悪いんだけどこれ引き取って」

　帰って早々、小隊長さんがハニーナちゃんの首根っこを摑つかんで押しつけてきたのだ。

「これってなんですかこれって。そう言ってまたわたしが見ていないところで食事を抜ぬいたり仮か眠みんだけで済ませたりするんでしょう？」

「自分の面めん倒どうくらい自分で見られますー。ハニーナとは違ちがってね」

「そう言ってここ数日、頭痛を薬でごまかしていることは知っているんですからね」

「誰かなハニーナに余計なことバラしたのは……」

　獲え物もの扱あつかいだったはずのハニーナちゃんを邪じや険けんに扱う小隊長さんと、少しも引くことなく詰つめ寄よるハニーナちゃん。

　あまりにも信じがたい光景に、夢でも見ているのかと思った。

「な……何があったんですか……？」

「まあ、話せば長いことながら」

　そう言いながらも、エルミアさんは簡潔にまとめてくれた。

　砦を任された小隊長さんは、ほとんど休みも取らずに仕事漬づけだったらしい。見かねた砦の人たちがハニーナちゃんを生いけ贄にえに……違う、小隊長さんの世話係にした。

　渋しぶ々しぶ役目を果たす彼かの女じよに、『男を克こく服ふくしたいならまずオレで慣れれば？』と小隊長さんは提案。目から鱗うろこが落ちたハニーナちゃんは、迫せまられて迷めい惑わくをかけられているんだから、それくらい利用させてもらおう、と開き直ったらしい。ただの軽口のつもりだった小隊長さんは、押せ押せハニーナちゃんに困こん惑わく中、というのが現状なんだとか。

「私のいない間に、そんな楽しい展開に……！　見たかったです！」

　普ふ段だんなんでも自分の思うままという感じの小隊長さん。彼が押されている姿は新しん鮮せんで、正直とても面白い。

　この新生ハニーナちゃんなら、曲くせ者ものな小隊長さんに負けることなく、将来的に尻しりに敷しくことも可能かもしれない。

　そんな愉ゆ快かいな未来を思おもい描えがいて、私は笑いが止まらなくなった。

「ああ、言い忘れてたわね。お帰りなさい、サクラ。何か問題は起こさなかった？」

　エルミアさんはいつものようにからかい混じりに。

「お帰りなさい、サクラさん。お土産話、たくさん聞かせてくださいね」

　ハニーナちゃんは変わらず可か憐れんな微笑ほほえみで。

「なんかスッキリした顔してるね、サクラちゃん。……境界線は消えたかな？」

　シャルトルさんは何かを感じ取ったように優しく。

「……まあ、怪け我ががないようでよかった」

　ビリーさんはやっぱりというかツンデレ風味に。

「お帰り、命いのち綱づな」

　小隊長さんはわかりにくく信しん頼らいをにじませて。

　砦の仲間たちが、私の帰りを待っていてくれたから。

「サクラ・ミナカミ、ただいま戻もどりました！　改めてよろしくお願いします！」

　高らかに、宣言するように、声を張り上げた。

　そうして隣となりを仰あおぎ見みれば、私の〝帰る場所〟は穏おだやかに私を見つめていて。その青みを帯びた灰色の瞳が、幸せだ、と語りかけてくるようで。

「さて、グレイスさん。結婚式はいつにしましょうか！」

　大好きな人の名前を呼んで、笑いかければ。

「……お前には敵かなわないな、サクラ」

　そう、彼も笑って名前を呼んでくれるから。

　明日も明後日あさつても、それから先もずっと当たり前のように幸福が続くのだと。

　そんな夢物語のような未来を、心から信じることができるのでした。











あとがき






　皆様お久しぶりです。五い十す鈴ずスミレと申します。

　三巻なので初めましての方はいないかな、と思うのですが、どうでしょうか。もしいらっしゃいましたら、初めまして！

　そう、三巻です、三巻。すごいですね三巻！

　このお話を書き始めた頃に書きたかったところまでこうして本という形にできて、とってもうれしいです！




　三巻は、舞台を大きく移して王都編となりました。登場人物も主役以外はほぼ入れ替わりで、お気に入りの脇キャラをあまり出せなくて少し寂しかったりもしました。

　一巻から匂わせていた隊長さんの身分やその他た諸もろ々もろもついに明らかとなりました。

　お約束と言えばお約束なので、予想していた人も少なくないんじゃないでしょうか。

　王族、大好きです。ロイヤル萌もえです！

　……と、自分の性癖に忠実すぎる設定ではありますが、伏線の回収、つじつま合わせと、うんうん唸うなりながら足りない頭で必死に書いた三巻でした。




　今回はあとがきのページを多くいただいたので、少し裏話でも。

「食べられ」は、本当に一番最初のシーンありきのお話でした。

　まず最初に思いついたのがタイトル通りの設定で、小説投稿サイトという手軽さもあり、キャラや世界観などは書きながら考えた部分も多かったです。

　当初の予定では、サクラは優等生タイプというか、おとなしくて周りに流されるヒロインでしたし、隊長さんは意地悪で人を食ったようなヒーローでした。そう、ちょうど三巻の新キャラのような。

　それが、書き始めてみたらサクラは勝手に色々喋しやべるわ動くわ、隊長さんもいきなり土下座するわで。予定は未定という言葉を体現していました。

　脇キャラ含め、この作品ほどキャラに助けられた作品はありません。

　そんなふうに半分くらいキャラ任せで書き続けていたお話ですが、今回、三巻の終わりのほうのシーンを書いていて、ようやく、本当にようやくサクラが今まで何を思っていたかがすべて摑つかむことができたような気がしました。

　ＷＥＢでの連載開始から五年の付き合いになるのに、まだ新たな発見があったことに、新鮮な驚きと喜びを感じました。

　こういうときに、キャラが生きていて、作者にも大事な部分を内緒にしていたかのように思えるので、創作は本当に奥深くて面白いなぁとしみじみ思います。

　サクラは少し好みの分かれるヒロインかなとは思うのですが、この作品をとても楽しみながら書くことができたのは紛れもなくサクラのおかげなので、読者の皆様にも少しでも好きになっていただけたらうれしいです。




　ページがあるので、お礼もいつもより丁寧に述べたいと思います。

　一巻からイラストを担当してくださっている加々見先生、いつもかわいすぎるサクラと大人の魅力にあふれた隊長さんを本当にありがとうございます。

　三巻のカバーイラストを見せていただいたときは、サクラの信頼しきった笑顔と隊長さんの慈いつくしむようなまなざしに、やっと二人はこの表情を浮かべられるようになったんだなぁ……と感慨に浸ってしまいました。三巻は桜の背景だったらいいな、とぼんやり思っていたことが叶かなって今でも夢のようです。

　幸せいっぱいの最高のイラストをありがとうございました！

　いつも本当にお世話になっている担当様。二人三脚……というよりむしろ、不ふ甲が斐いない私を重量上げのように持ち上げてくださって、感謝してもし足りません！

　萌え語りにも付き合ってくださる優しさと気さくさに支えられています！

　デザイナーさん、長いタイトルをすっきりとかわいらしくデザインしてくださって本当にありがとうございます！

　あまりの素晴らしさに、三巻にはデザインを元にした一文がこっそり紛れ込んでます。

　校正さん、いつも細かい部分まで見てくださってありがとうございます。

　一巻からの校正作業を通じて、ずっと誤用していた言葉をいくつも知ることができました。少し賢くなれた気がするので、今後に活いかしていきたいです！

　いつも優しいお声をかけてくださる読者の皆様、本当に励みになっています。

『食べられ』を書籍として皆様の元へ送り届けることができたのも、皆様の応援があったからこそです！

　そしてこの本を手にとってくださった方、一人ひとりに心から感謝しています。

　この出会いが、皆様にとって少しでも素敵なものでありますように祈っています。




　十数年ぶりに沖縄へ行ったのですが、記憶が美化されてたのではなく、沖縄の海は本当に青いのだと再認識できました。旅行はリフレッシュとネタ探しにもいいですね！

　それでは、またどこかでお会いできますように。





五十鈴スミレ
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　サクラがこの世界に現れて二年。婚こん約やくを交かわしてからは一年半。

　彼かの女じよと過ごす毎日は目まぐるしく、ここまであっという間だったように思える。けれど、とてもかけがえのない日々だったことは間ま違ちがいない。

　そうして今日、サクラは俺おれの妻となった。

「グレイスさんグレイスさん、ドッキドッキの初夜ですね！」

　サクラの希望により砦とりでで結けつ婚こん式しきを行い、一いつ般ぱん的てきには初夜と呼ばれる夜。皆みなの前で生しよう涯がいを共にする誓ちかいを立てた妻は、花弁がちりばめられたベッドを見て瞳ひとみを輝かがやかせた。気を利きかせた者が知らぬ間に俺の部屋を飾かざり立たてていたらしい。

「今さらな気がするとか言っちゃダメですよ。乙女おとめにとって特別な日なんですからね！」

「お前のおかげでいい具合に気が抜ぬけた」

「えっ、抜けないでくださいよ！　ちゃんとドキドキしてくださいよ！」

　苦く笑しようをこぼす俺に、サクラは慌あわてて距きよ離りを詰つめてくる。サクラの前では肩かたの力を抜いて自然体でいられるという意味なのだが、きっとそう告げても首を傾かしげられるだろう。

「そこは心配するな」

　代わりに、ほら、と胸に手を当てさせる。鼓こ動どうの速さが直じかに伝わるはずだ。

「よかった」

　ふわり、とサクラは柔やわらかな笑えみを浮うかべた。子どものような無む邪じや気きさの裏に隠かくされた、成熟した女性の表情に、また心臓が大きく音を立てる。

「本当に、指輪じゃなくてよかったのか」

　俺の耳にはすでに、サクラの瞳に合わせた黒い石のピアスがつけられている。そして、三十年近く俺の耳にあったピアスを手に、最後にもう一度問いかけた。

「くどいですよ、グレイスさん。私はこの世界でグレイスさんの奥おくさんになったんです。郷ごうに入りては郷に従え。この国の流りゆう儀ぎに従うのは当然です！」

「だが……」

　なおも言いい募つのろうとする俺の唇くちびるに、スッと人差し指が押おし当あてられた。

「グレイスさんのピアスが欲ほしいんです。ずっとグレイスさんの傍そばにいたピアスが」

「……ありがとう」

　するりと、お礼が口を突ついて出てきた。このピアスがこれから常に彼女の生活の傍かたわらにあるのだと思うと、うれしくも面おも映はゆい。

「だって、私がこのピアスをもらったら、五歳さいのグレイスさんも十歳のグレイスさんも、今のグレイスさんと一いつ緒しよに抱だきしめられますよね！」

　目に眩まぶしい太陽のような、それでいて安らぎをもたらす夜の帳とばりのような笑え顔がおだった。

　たやすく俺の心に入り込み、淀よどみを溶とかすその笑みに、今まで何度救われたことだろう。

「どうしてお前は、そう……」

「変なこと言いました？」

　きょとんと目を瞬またたかせるサクラに、俺も自然と笑みを浮かべていた。

「お前でよかったと、心底思う」

　素す直なおに告げれば、サクラは頰ほおを朱しゆに染め「それは私の台詞せりふです……」と小さく呟つぶやいた。

「怖こわくはないか？」

「グレイスさんを信じてますから」

「責任重大だな」

　心ここ地ちよい信しん頼らいに笑みを深め、俺はサクラの耳に手を伸のばす。

「ひゃっ」

「逃にげるな」

　ビクッと肩を揺ゆらして後ずさったサクラを、追いかけるようにして後ろから囲かこい込こむ。

「だってグレイスさんの手が氷みたいで！」

「冷やしてからでないと痛いぞ」

「超ちよう物理的！　麻ま酔すいみたいな魔ま法ほうとかないんですね……」

　文句を聞き流し、冷気を集めた指先で耳たぶをつまむ。サクラは諦あきらめたのか、今度はおとなしくされるがままだ。後ろから抱きしめているため、逃げ場がないとも言うが。

「ねえ隊長さん、小隊長さんが降こう伏ふくするまであとどのくらいだと思いますか？」

　ふと、サクラはまったく関係ない話をし始めた。

「限界は近いように見えるな」

　サクラの耳を冷やしながら、話に乗ることにする。

　一年半前の形勢逆転から、ミルトはだんだんとラピラズリに己おのれのペースを崩くずされるようになっていったように思う。常に冷静で、恋こいは遊びと捉とらえている節のあった彼かれにはいい薬だろう。そして、きっといい変化なのだろう。

「ハニーナちゃん本当強くなりましたよね。エルミアさんもシャルトルさんも面おも白しろがって引ひっ搔かき回まわすから、それを止める私とビリーさんの苦労ったら……」

「……お前も引っ搔き回す側だったと思ったが」

「まあまあ。でも、レットくんももうあと一押しって言ってましたよ」

「あいつが言うならそうかもしれないな」

　友人であり似た者同士でもあるレットの言葉なら信しん憑ぴよう性せいは高い。しかし、人の目を盗ぬすんでサクラと交友を深めている様子には、少し妬やけてしまう。

「パルラさんお手製のウエディングケーキ、おいしかったですね」

「ああ」

「今度こそシルヴィアさんがブーケをゲットできてよかったです。副隊長さんも満まん更ざらじゃないと思うんだけどなぁ」

「エリンにはエリンの事情があるんだろう」

　サクラは知らないだろうが、エリンは部下の一心な想おもいに気づかないような唐とう変へん木ぼくではない。あの子には僕ぼくよりずっと相応ふさわしい相手がいるよ、と寂さびしそうに微笑ほほえんだ彼に、俺はそれ以上何も言うことはできなかった。

　けれど、サクラはブーケの効力を信じている。ここに生き証人がいますから、と。たしかに、カルス小隊長自身が諦めない限り、そこに可能性は存在するだろう。

「そういえば、数日前に王太子様から届いた手紙ってなんでした？　まさか、王都行きがダメになったとかじゃないですよね」

「ああ、あちらでの準備は滞とどこおりなく済んだという報告だ。すぐにでも式を挙げられると」

　クリストラルでは、結婚式を数度行うことは決して珍めずらしくない。関係者別に集まったり、客を招く式と内輪の祝いを分けたりと。

　そもそも結婚式にはお披ひ露ろ目めと、参列者を証人に誓いを立てる意味がある。今回のように地域を跨またぐ場合、式を複数回執とり行おこなうことは貴族でも庶しよ民みんでもあることだった。

　ここ一年ほどで多少態度を軟なん化かさせたフロスティンは、王族と精せい霊れいの客人の結婚式を他の者に任せるわけにはいかないと自ら買って出た。俺の実家と激しい冷戦を繰くり広ひろげたらしいが、執しゆう念ねん深ぶかい彼の粘ねばり勝がちだったらしい。

「よかった。王太子様、またココリア様に迷めい惑わくかけてたりしないかなぁ」

「それよりも作法を覚えているか心配したほうがいいんじゃないか？」

「うっ、王都での結婚式はもっとちゃんとしなきゃですもんねぇ……カーディナさんたちに会えるのだけが楽しみです……」

「ああ。皆、待っているだろう」

　半年前に行われたカーディナとエッシェの結婚式には俺たちも参列した。嫁よめに行ったからといって落ち着くような性質でもなく、相変わらずエッシェは苦労しているようだが、それも含ふくめて幸せそうだとルシアンの手紙にはあった。

　弟てい妹まいはサクラを妹のように、父は娘むすめのようにかわいがってくれている。もしもサクラが粗そ相そうをしても全力でフォローに回ってくれることだろう。

「お前はお前のままでいい」

「ふふっ、隊長さんはほんとブレませんね」

　サクラは楽しげな笑い声を上げて、俺の胸に頭をすりつけてくる。まるで猫ねこのようだ。

　しばらくじゃれ合い、もうそろそろだろうかとサクラの耳の感覚を確かめるために指で揉もむ。すると、俺に預けられていた身体からだが急に強こわ張ばった。

「……なんかだんだん怖くなってきました」

「信じているんじゃなかったのか」

「それとこれとは別なんです！　針を指に刺さすのだって痛いのに、耳たぶを貫かん通つう……」

　自分で言っていて恐おそろしくなったのか、サクラはブルッと肩を震ふるわせた。

「ぐ、グレイスさん、何か恐きよう怖ふを忘れられるようなこと言ってください！」

「こういうのを無む茶ちや振ぶりと言うんだったか」

「新にい妻づまのかわいいわがままじゃないですか！」

　相変わらず論点のおかしいサクラに、俺は苦笑をこぼす。

　サクラは、俺が漠ばく然ぜんと抱いていた理想の女性像からは遠くかけ離はなれている。正反対と言ってもいいだろう。けれどそんな彼女が、今の俺には他のどんな女性よりも魅み力りよく的てきに映る。無茶振りだろうがわがままだろうが、サクラの願いであれば叶かなえたくなってしまう。

「今日のお前は、世界で一番きれいだった」

　鳥の羽のように、春の花弁のように軽かろやかな生き地じで仕立てられたドレスは、彼女を最大限に彩いろどっていた。瞬きすらできないほど魅み入いってしまった。

　サクラの肩を抱き寄せ、耳に吹ふき込こむようにして囁ささやく。ついでとばかりに、氷のように冷たくなった耳たぶに軽く歯を立てる。

「ひぎゃ……」

「なんだその声は」

「い、今よくわからなかったんですけどたぶん嚙かみましたよね!?　ガブッて！」

　嚙まれた耳を押さえながら顔を真っ赤にしたサクラは、いつもの攻せめの姿勢はどこへやら、本当に彼女の言う〝乙女〟のようだ。そんなちぐはぐさも彼女の魅力なのだろう。

「覚かく悟ごしてたはずなんですけど破は壊かい力りよくがすごくて……私の旦だん那なさんかっこいい……」

　サクラはわけのわからないことを言いながらベッドに突つっ伏ぷす。

「悶もだえているところ悪いが、穴を空けたぞ」

「え！　いつ!?　全然痛くなかったんですけど……」

　甘あま嚙がみしたときだと告げたら怒おこられるような気がしたから、黙だまってサクラの耳にピアスをつける。青灰色の石が、サクラの耳元で輝きを放った。

　そのとき、浮かんだ感情をどう言葉にしたらいいのだろう。きっと俺は一生かかっても最適解を見つけられないような気がした。

　ただ、俺の生が許されたように……祝福されたように思えたのだ。

「サクラ」

　俺だけが意味を知る彼女の名前を、丁てい寧ねいに音にする。

　今日、サクラは本当の意味で俺のものになる。サクラは心一つで俺の隣となりを選んでくれた。

　ずっと待ち望んでいた〝いつか〟はやってきた。

　そうして、いつかの、その先まで。

「これからも、ずっと一緒に……」

「いさせてくださいね、グレイスさん！」

　続く言葉を奪うばったサクラは、春を告げる花のように晴れやかに笑った。
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　男の人が怖かった。

　身体が大きいから怖かった。何を考えているのかわからないから怖かった。

　何も……知らなかったから、怖かった。

　今は、全部過去形だ。彼のおかげで過去形にすることができた。

　彼のおかげで、わたしは知らないものが減って、知りたいことが増えて、そして……自分の気持ちも、知った。




　最初に彼を認識したのは、まだ砦に来たばかりのとき。

　新しく来た女の使用人ということでちょっかいをかけてきた隊員さんを、やんわりと角が立たないよう窘めてくれた。

　助けてもらったのだと思った。優しい人なのだと思った。

　隊長さんよりも先に名前を覚えたミルトさんに、後日改めてお礼のお菓子と共に感謝を告げに行った。

　そうしたら彼は、目と鼻の先まで顔を近づけてニヤリと笑ったのだ。

『わかってないみたいだから教えてあげるけど、オレだって狼の一員だよ。気をつけてね、腹を空かせた狼に〝待て〟は通用しないから』

　それから事あるごとにからかってきて、本気とは思えない口説き文句を口にするミルトさんに、すっかり苦手意識を持ってしまった。

　けれどあの日、サクラと隊長さんが王都へ行き、ミルトさんが隊長代理を務めていたとき。

『男を克服したいなら、まずオレで慣れれば？　ハニーナは男が怖いんじゃなくて、知らないから怖いんだよ。だから、オレで男を知ればいい』

　その言葉に、なるほどと思う自分もいた。

　砦で働く父は家に帰ってくることが少なく、親戚の男性も軍属が多く忙しかったため、幼い頃からあまり男性と関わらずに生きてきた。引っ込み思案な性格もそれに拍車をかけていたんだろう。

　目から鱗が落ちた気持ちで、それからわたしはミルトさんを観察した。男性を知るためにまずはミルトさんを知ろうとした。

　そうすると、ミルトさんが実はとても思慮深い人で、冷たい言葉や意地悪な言葉の裏には何かしらの考えがあることが見えてきた。

　出会ったばかりのわたしに対しての意地悪も、きっと警戒心の薄いわたしに注意を促す意図があったんだろう。……だからって、それを継続する必要はなかったと思うけれど。

　今まで見ようとしていなかったミルトさんの一面を知ったら、もっと彼を知りたいと思った。ちゃんと、関わり合いたいと思うようになった。

　試しに、マラカイトさんではなく、ミルトさん、と呼んでみた。彼は視線を泳がせて、手のひらで顔を隠した。その頰が少し赤らんでいるように見えたのは、わたしの気のせいではなかったはず。何か言い訳を口にしていたような気がするけれど、珍しく説得力の欠片もなかった。

　意外と照れ屋でかわいい。そう、わたしの心のメモに新たに書き記された。

　そのメモは、この一年半でずいぶんと増えて。

　好きな人、という言葉も足されたのはつい最近のこと。




「わたし、ミルトさんが好きです」

　一世一代の告白だった。

　真っ白になるほど強く手を握りしめたまま出した声は、ちゃんと聞こえるか不安になるほど震えていた。

　胸は緊張でぎゅうぎゅうと締めつけられて痛いくらいで、言えた安堵と返事への不安で今にも泣いてしまいそうだった。

　反応が怖くて、顔を上げられない。今、彼はどんな顔をしているんだろうか。

「……は？」

　耳に届いたのは、思わずこぼれたような小さな声だけ。しばらく待ってみても、それ以上の言葉は続かなかった。

「も、もうちょっと何か反応してくれませんか……！」

「……熱でもあるの？」

「ち、違います！　どこも悪くないし、本気です！」

「じゃあ、罰ゲームか何か？　ああ、サクラちゃんに入れ知恵でもされたかな。仕返しのつもりならもっと捻ったほうがよかったね」

　思いもよらない反応に、わたしは呆気にとられて彼を見上げた。ミルトさんはいつも通り、少し意地悪そうな笑みを浮かべていて。何も、感情を読み取らせてはくれなかった。

「わ、わたしが噓をついているかどうかなんて、ミルトさんならわかるでしょう……？」

　この砦の頭脳であるミルトさんをわたしが欺けるはずがない。わたしがどんな言葉を重ねるよりも明確に、声や表情、仕草ひとつで、ミルトさんはわたしの本心を見破ってしまうはずだ。

　それはつまり、この告白が心からのものだということを。

「……悪いけど、忙しいから戻るね」

　ミルトさんは小さくため息をついて、わたしに背を向けた。

　たしかに、彼が忙しいのは知っている。いつもの仕事だけじゃなく、今は近く砦で行う結婚式の準備もある。そのあとすぐに王都に行ってしまう隊長さんの代理も務めることになるから、引き継ぎなどもあるだろう。

　けれど、こんなタイミングでそんな言い訳、わざとらしさしか感じない。

「に、逃げるんですか……！」

　嫌みでもお断りでもよかった。とにかく反応が欲しくて非難の言葉を投げつけたのに。

　その背中は何も、なんにも、応えてはくれなかった。
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「こ、告白!?　したんですか!?」

「うん……」

「あああーーーハニーナちゃんが腹黒狼に取られるーーー!!」

「サクラ、ご近所迷惑」

　絶叫する私に、すかさずエルミアさんのツッコミが入る。いつもありがとうございます！

　休憩時間後に合流したハニーナちゃんの様子がどこかおかしかったので、話を聞いてみたら驚きの展開になっていたわけで。

　ハニーナちゃんが小隊長さんにラブというのは、少し前に相談を受けていたから知っていた。以前より男性に対する苦手意識が改善しているとはいえ、告白ともなればまた別の話。まだしばらくはモダモダしているだろうと思っていたのに、案外ハニーナちゃんも思いきりのいいことをするものだ。

　ハニーナちゃんに押される小隊長さんを見ているのは面白いので、いいぞもっとやれ、と思ってしまうのは許してほしい。

「というのは冗談として、ならどうしてそんなに落ち込んでるんですか？」

　そもそもは小隊長さんがハニーナちゃんに目をつけたところが二人の関係のスタートだ。新生ハニーナちゃんとなってからの小隊長さんの反応を見ても、憎からず思っているのは確実。当然、告白イコールお付き合い開始、だと思っていたんだけれど。

「返事が、もらえなくて……」

「へ？」

　小さな声で告げられた内容に、私とエルミアさんは顔を見合わせた。

「本気にしてもらえなかったみたいなんです……」

　ハニーナちゃんはうつむいたまま、今にも泣いてしまいそうな様子でそう言った。

　あの小隊長さんが、返事をしなかった。あの小隊長さんが、ハニーナちゃんの一世一代の告白を冗談だと思った。

　……それこそ、どんな冗談？

「いやいや、そんなまさか」

「ハニーナほどわかりやすい子もいないでしょうに」

　エルミアさんの言葉に、私もうんうんと頷く。

　小隊長さんの洞察力で、本気の告白を見誤ることはありえない。加えて、ハニーナちゃんがそんな噓をつけるような子じゃないことは、私たち以上に小隊長さんのほうがよくわかっているはずだ。

「わたし、たぶん自惚れてたんです。告白するのは勇気が必要だったけど、どこかで大丈夫だと思ってました。だから……そんな気持ちを見透かされちゃったのかな……」

　ハニーナちゃんはあらぬ方向に視線を向けながら、ぼんやりとした声音で呟く。どこかに元気を置き忘れてきてしまったかのようだ。

「そういうんじゃないと思うんだけどねぇ……」

　思案げに眉をひそめるエルミアさんにも、小隊長さんの考えを察することはできないようだ。もちろん、私にだってできない。

　付き合いの長いグレイスさんなら、何か感じ取れたりするんだろうか。自分の結婚式の直前にこんなことを相談するのもおかしな話かもしれないけれど、ハニーナちゃんには幸せになってほしい。

　大事なお友だちを託す相手が小隊長さん、というのは少し納得いかない部分もありつつも。

「ハニーナちゃん、やっぱりブーケいります？」

　ブーケトスは密かな憧れだったし、シルヴィアさんを筆頭に恋が成就してほしい人は複数人いて、渡す相手を選べそうになかった。そのためブーケトスする予定でいたけれど、ハニーナちゃんの一大事とあらば直接プレゼントという手がある。

　ブーケの効力は迷信とはいえ、信じる者は救われるとも言うし。私自らその威力を実感しているから、お節介だって焼きたくなる。

「い、いえ……ブーケトスは投げないと意味がないです。欲しい気持ちはありますけど、それなら自分で取らないと」

　ハニーナちゃんはゆるゆると首を横に振って、それから淡く微笑みを浮かべた。

「でも、ありがとう、サクラ」

　付き合いが長くなってきて、名前を呼び捨てにしてくれるようになった。敬語も少し取れて、前よりも色んな表情を見せてくれるようになった。

　ハニーナちゃんも、もちろんエルミアさんも、本当に大事な友だちだと今なら胸を張って言える。それこそ、元の世界で築いていた交友関係に負けず劣らずの。

「ハニーナちゃん……！　幸せになってね！」

「もう、こっちの台詞です」

　ちょっと呆れたように笑うハニーナちゃんが、心からの笑顔を浮かべられるように。

　小隊長さんしっかりしてくださいよ、と心の中で喝を入れるのでした。
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　ちょっとしたことで過敏に反応する彼女を突っつくのが面白かった。

　震えながら睨んでくる瞳が、小うさぎに爪を立てられているようで心地よかった。

　男を怖がるくせに決して屈しないまっすぐできれいな心を、汚してしまいたいような、それでいて誰にも傷つけられないよう真綿に包んで守りたいような。

　形の定まらない感情に『恋』という名前をつけて、オレはそれを楽しんでいた。

　……のちに、自分で自分の首を絞める羽目になるとも知らずに。




「ミルトはほんと、罪なオトコだなぁ」

　前触れもなくオレの執務室に現れたレットは、こちらに視線を向けながらニヤニヤ笑っている。

「……レット。今相手してる余裕ないんだけど」

「それは仕事的に？　それとも精神的に？」

「……」

　オレは眉をひそめ、レットを睨み据える。

　ハニーナと話していたとき、周囲に人気はなかった。とはいえ隠密部隊の気配を察知するのは至難の業だ。誰かひそんでいたとしても気づけなかっただけの可能性が高い。

　彼は、何をどこまで知っているんだろうか。どの程度、オレの本心を見透かしているんだろうか。

「はははっ、おっもしろい。二年くらい前のきみに今のきみを見せてあげたいな～」

　レットは遠慮も容赦もなく、明るく笑い飛ばす。

　二年ほど前というと、サクラちゃんが来た頃のことだろうか。あの頃のハニーナはまだ、オレを含めた男性に対して苦手意識が強かった。

　変化が訪れたのは、一年半ほど前だ。ちょうど、サクラちゃんが王太子に連れ去られ、隊長もそのあとを追って王都に行っていたとき。ハニーナはオレの軽口を大真面目に受け止めて、自分からオレに関わってくるようになった。

　あのときあんなことを言わなければ、とたまに思う。今のハニーナとの関係は妙に据わりが悪く、自分が自分でなくなるような感覚に襲われる。そんなオレを指して、レットは『面白い』と称しているんだろうけれど。

「ミルトが小うさぎちゃんの気持ちを読み誤るなんて、あるはずないよね」

　やっぱり彼はハニーナの告白を知っていたようだ。直接見ていたのか、他の隠密部隊から聞いたのかはわからないが。

　それなら、今さら隠しても意味はない。大きなため息を吐き出し、チェックしていた書類を脇にやった。

「正直なこと言うと」

「言うと？」

　首を傾げてオウム返しに聞いてくるレットに、オレは机に肘をつきながらもう一度ため息をつく。

「どうして好かれたのか、全然まったくこれっぽっちもわからない」

　震える声や手、うるんだ瞳に真っ赤な頰。あの告白が心からのものだということは一目瞭然だった。どんなに鈍い男でも勘違いしようもないほど、彼女はわかりやすかった。

　問題は、その告白に至るまでの彼女の気持ちの動きが、オレには少しも理解ができなかったことだ

　以前のハニーナはずっとオレに苦手意識を持っていたし、関係が変わってからも彼女に好かれるようなことをした覚えはまったくない。

　たとえば、彼女が砦に来たばかりのとき、助けてくれてありがとうございますと手作りの菓子を携えてお礼を言いに来てくれた彼女に、意地悪を言うことなく好青年として対応していたなら。

　それならまだ、納得もいったかもしれないけれど。

「なーるほどね～。だから怖いんだ、勘違いだったらどうしようって」

「……そう、かもね」

　レットは軽い調子で的確に図星を突いてくる。

　二年前、サクラちゃんと追いかけっこをしていたころの隊長の気持ちが今は少しわかるような気がした。

　自分の理解の範疇を越えるものは厄介で、恐ろしい。それはサクラちゃんのような破天荒なタイプじゃなくても同じことなんだろう。

　わからないから怖い、なんて。

　以前ハニーナに訳知り顔で告げた言葉が自分に返ってきたようで、オレはこっそり自嘲の笑みをこぼした。




　それから数日後、隊長とサクラちゃんが無事に結婚式を挙げ、二人は王都へと旅立っていった。正式に書類が受理されるのは王都に行ってからとはいえ、ようやく収まるところに収まってくれた。

　肩の荷が下りたような気持ちになるのは、今まで散々面倒をかけられてきたからだろう。これで少しは落ち着いてくれればいいけれど、あの二人、特にサクラちゃんの性格を鑑みるに、あまり希望は持てないのもわかってはいた。

「ミルトさん……！」

　さて隊長代理として忙しくなるぞ、と気合いを入れ直していたところに訪ねてきたのは、ここ数日姿を見せなかったハニーナだった。

「やあ、ハニーナ。また世話係を押しつけられた？」

　オレは執務机から動くことなく、努めていつも通り、からかい混じりに笑いかけた。彼女の少し硬い表情には気づかないふりをしながら。

「お、押しつけられたんじゃなくて、わたしから買って出ました」

「自分からいじめられに来るなんて奇特だね」

「わたしだって、ミルトさんがただの意地悪な人だったらそんなことしません」

　ハニーナはキッと正面からオレを睨み据えた。それはまるで、挑んでくるかのように。

「最初に思った通り、ミルトさんは優しい人なんだってわかったから。砦のこと、隊長さんやサクラのこと、ちゃんと大事に思ってみんなのためにたくさんがんばってくれてる人だってわかったから。だから、好きになったんです」

　まっすぐな言葉。まっすぐなまなざし。いっそ眩しいほどに、ハニーナは以前と変わらずきれいなままで。

　それをそのまま受け取るには、オレはいささか捻くれ汚れすぎていた。

「……買いかぶりすぎだよ。ハニーナは本当に騙されやすくて心配になるね」

「それ、癖になってしまっているんですか？　偽悪的なところも、もう知ってます」

　仕方のない人、とでも言うようにハニーナは苦笑をこぼす。その、子どもを許すような柔らかな表情に、オレは瞬まばたきすら忘れて魅入ってしまった。

　第一印象で恐れられることが多く、あまり人付き合いが得意とは言えない隊長を立てるためには、直属の部下である自分が悪者を引き受けたほうがいい場面も少なくなかった。オレが不真面目で軟派な姿を装うほど、隊長は誠実で善良に見える。

　そんなオレの効率重視の打算を、すべて知っているわけでもないだろうに。

　夜の始まりを閉じ込めたような藍色の瞳は澄みきっていて、欺瞞ばかりのオレを丸裸にしようとしているようで。

　彼女の前から逃げ出したい一方で、このまますべて暴かれてしまいたいと思った。

「み、ミルトさん、あのっ」

　ハニーナは執務机を避け、椅子に座るオレのすぐ横までやってきた。急に落ち着きをなくした彼女を不審に思いながら見上げる。

「お、お望み通り、サクラに、い、入れ知恵、してもらいました」

　なんの話だろうかと一瞬だけ考え、告白を流したときのことだと思い至った。

　まったく、サクラちゃんも結婚式と旅立ちの準備で忙しかったはずなのに何をやっているのやら。

　嫌な予感しかしないな、とため息をついたところで、ハニーナがぐっと顔を近づけてきて。

　ちゅ、という微かな音と一瞬のぬくもり。

「信じてくれなさそうだったら、き、キスでもすれば一発だって。あの、口は、ちょっと、勇気が出なくて……でも……」

　ハニーナの唇が触れた頰をぼんやりと指でなぞる。

　あまりにも予想外すぎる行動に、避けるという選択肢を思い浮かべることすらできなかった。今回ばかりはサクラちゃんの作戦勝ちだろう。

　もごもごとハニーナは何か呟いているけれど、その柔らかな唇に目が吸い寄せられて、声は一向に頭に入っていかない。

　気づけばオレは手を伸ばし、彼女を膝に抱え込んでいた。

　ああもう、何も考えられない。

「これだけ煽っといて、冗談でしたごめんなさいなんて逃げるのは許さないから」

「……え、あ、煽ったつもりなんてっ」

「許さないって言ったでしょ」

　オレの膝の上で慌てるハニーナを難なく押さえ込む。

　数えきれないほどの忠告を無視して飛び込んできたのはそっちだ。自ら捕まえられに来た獲物を逃がしてやるほど優しくはない。

「あの、でも、冗談では、ないです……」

　顔を真っ赤に染め上げながらこぼされた、小さな小さな声。

　まったくこのかわいい生き物は、いったいオレをどうするつもりなんだろうか。

「……ほんっと、末恐ろしいな」

　どうしてくれようか、なんて考えながら頰に手を添えて顔を寄せる。

　あとほんの数センチといったところで、無粋な……いや、小さくかわいらしい手によって邪魔が入った。

「あ、あの！」

「なに？」

「ミルトさんは、その、わたしのこと……」

　恥ずかしげに消えていく語尾を最後まで聞かなくとも、言いたいことは即座に理解できた。

　けれど、それどころじゃないオレはニッコリと笑顔で封殺する。

「あとでいくらでも教えてあげる。だから今は黙って」

　もう、限界なんだ。

　そう囁けば、ハニーナは顔を真っ赤に染め上げた。それは今のオレの目には極上のごちそうにしか見えない。

　腹を空かせた狼に〝待て〟が通用しないことを、ハニーナは今度こそ身を持って知っただろう。




　◇◆◇◆◇




　王都でも結婚式を挙げ、休暇を使って王都周辺の観光も楽しみ。砦に帰ってきた俺たちを迎えたのは、またもや知らぬ間に関係性が変わっていたミルトとラピラズリだった。

「ああ、それとハニーナと正式にお付き合いすることになりましたので、ご報告を」

　不在時の報告の最後に、ついでのように付け足されたその言葉。

　どこから突っ込めばいいかわからず、俺は額に手を当てため息をついた。

「……ブーケの効力が恐ろしいな」

「は？　ブーケはカルス小隊長の手に渡ったはずですが」

「サクラが、式に臨む前に祈りを込めたらしい。大事な人たちの恋が実るようにと」

　休暇中、悪戯を白状するようにこっそり教えられたことを告げれば、ミルトは困ったように、どこか面映ゆそうに苦笑した。

「なるほど、彼女がしそうなことですね。この砦はお人好しばっかりだ」

「そうだな」

　サクラはもちろんのこと、使用人の皆も隊員たちも、気持ちのいい者たちばかりだ。問題のある者がいないとは言えないが、大した軋轢もなくそこそこまとまっている。

　もちろん、それは気の利きすぎる部下の手腕によるものもあるのだろう。

「言っておきますが隊長も含めてですからね。なんですかその生ぬるい視線は」

　ジトリとした目を向けられて、ごまかすように咳払いを一つ。

　上司が口を出すことでもないと黙ってはいたが、ミルトとラピラズリの関係にまったくの無関心でいられたわけでもない。サクラも気にしていたことだし、収まるところに収まってよかった、という安堵が顔に出ていたのだろう。

「いや、お前にも春が来たようでよかった」

「隊長、オッサン臭いです」

「……」

　容赦ない言葉の刃に、俺は押し黙るしかなかった。三十も過ぎ自覚はしていたが、サクラとの年齢差のこともあり、正直あまり聞きたくはない単語だった。

「まあ、オレがこんなことを言うのは珍しいかもしれませんが」

　ミルトはそう前置いて、窓の外に目を向けた。

　小鳥のさえずりに、柔らかな日差し。爽やかな風に揺れる緑と、どこからか運ばれてきた花の香り。

　そして。

「彼女が運んできたのかもしれませんね。この砦に、春を」

「……ああ」

　まぶたの裏に焼きついている、薄紅の、花吹雪。

　花のような彼女の爛漫の笑顔を思い浮かべ、俺はそっと微笑んだ。

　春はずっと、すぐ傍に。
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五十鈴スミレ

Sumire Isuzu




５月18日生まれ。埼玉県在住。

ビーズログ文庫×カクヨム　恋愛小説コンテストで《奨励賞》を受賞し、「異世界トリップしたその場で食べられちゃいました」でデビュー。




第三巻です！　ありがとうございます！

アイスにアイスティーにと冷たいものがおいしい季節ですね。夏に負けない熱々な二人を最後まで楽しんでいただければ幸いです。
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